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プロローグ







　血――。

　暗く深い赤い色。鉄てつ錆さびめいた匂におい。そして肌はだに滑すべりつく生暖かい感かん触しよく。

　弱々しく震ふるえる妹――美み紘ひろの身体からだを抱だきしめて懸けん命めいに傷口を押おさえる神み鎚づち黎れいは、全身で血の存在を感じていた。否いや応おうなしに感じざるを得なかった。

　ほんの数分前までは、いつもの我わが家やだった。父が遅おそめの晩ばん酌しやくをして、母は笑え顔がおで酒しゆ肴こうを用意していた。妹は部屋に籠こもっていたが、自分はテーブルに着き両親と語らっていた。

　それが今はＤＫダイニングキツチンに両親の亡なき骸がらが横たわり、妹は自分の腕うでの中で一秒ごとに冷たくなっていく。

　死体は両親だけではない。両親を殺めた襲しゆう撃げき者しやたちも首や腕を切きり離はなされ、動かぬモノとなってＤＫやリビングに転がっている。

　そして、目の前には襲撃者を屠ほふった少女。

　奇き異いな、しかし美しい姿だった。

　白磁の肌と整った容姿、そして長く艶つややかな銀ぎん髪ぱつのせいか、どこか生気に欠けた人形めいて見える。瞳ひとみも、常人にはあり得ない赤みがかった紫むらさきだ。身に纏まとっているのは漆しつ黒こくのドレスを白いレースとフリルで飾かざった、浮うき世よ離ばなれしたゴシックロリータスタイル。

　だが、容よう貌ぼうよりも衣装よりも、異様で非現実的なものが彼かの女じよの手に握にぎられていた。

　鉾槍ハルバードだ。

　全長は少女自身の身長よりも長い。銀色の先せん端たんは磔たつ刑けいのイエス像をベースに槍やりの穂ほ先さきと斧おのの刃やいば、そして鎌かま状じようのスパイクを組み合わせた武器。その刃も赤い鮮せん血けつで濡ぬれている。

　彼女もまた、殺さつ戮りくの側に属する者だった。

　死と血にまみれた家の中で、生きている家族は黎と美紘だけだ。だが、美紘の生命いのちも急速に失われつつある。

　太い動脈が傷ついているのだろう。止血しても効果は乏とぼしく、とくとくと溢あふれ出でる血は黎の腕を濡らして零こぼれ続けている。その勢いも既すでに弱く、リズムを失った流れに変わっていく。送り出だす心臓の力そのものが枯こ渇かつしようとしているのだ。

　黎は、ぎりぎりと奥おく歯ばを噛かみしめた。

　理り不ふ尽じんに家族を、平へい穏おんな生活を奪うばった者への怒いかり。それ以上に、死にゆく妹に対して何もしてやれない己おのれへの憤いきどおり。

　特別な技術も力もない、ただの高校生だ。今にも終わろうとしている美紘の生命を救う術すべなど持たない。

　いや、待て。

　本当にそうなのか？

「ただの高校生」と確信を持って断言できるのか？

　神鎚家が酸さん鼻びを極きわめる血の海と化したのは、恐おそらく自分が原因なのに？

　自分が特別な存在で、妹を救えるという可能性は本当にないのか？

　迷っている時間はない。

　僅わずかな光明を求めて、黎は目の前の少女を見上げる。

　君は何者だ。いや、僕は一体何者なんだ。

　その言葉を黎が発するよりも早く、少女は傍かたわらに鉾槍ハルバードを置いて跪ひざまずいた。

「遅くなって申し訳ありません。貴方あなたを救出に参上いたしました、我らが王ロード」

　王ロード――黎をそう呼んだ少女の口くち唇びるの隙すき間まから、僅かに白く尖とがった犬歯が覗のぞいた。







第一章　血の縁えにし







　カーテンを透すかして届く秋の朝日は力弱く、部屋の中はまだ薄うす闇やみが充みちていた。

　神み鎚づち黎れいは静かに身を起こすと一五分後――午前五時三〇分にセットしていたアラームのスイッチを切る。ベッドから抜ぬけ出し、軽いストレッチで全身を覚かく醒せいさせる。スポーツとは無む縁えんだが、健康維い持じには常に気をつかっている。寝ね起おきの運動と、鏡で顔色などをチェックするのは習慣。家族が寝ね静しずまっているうちに登校するので、身の回りの事は全部自分で片付ける。

　映っているのは見慣れた顔だ。やや華きや奢しやで、整っていると評されたりもするが、内面が滲にじんでいるのか険のある雰ふん囲い気きは、自分ではあまり好きになれない。

　好こう悪おはともかく、取りあえず目に見える異状はなかった。体調には問題なし。

　パジャマから制服に着き替がえ、鞄かばんを手にドアを開け、いつもの通り足音を潜ひそめて階下に下りようとした時――。

「お兄ちゃん？」

　隣りん室しつから、声がかかった。黎の足が、止まる。

「ごめんな、美み紘ひろ。起こしちゃったか？」

　囁ささやくような声で答える。

「ううん。起きてたから」

　ドアが静かに開き、細く開いた隙間から妹の美紘が顔を覗かせた。

　クリーム色のパジャマ姿で、少し癖くせのある長い髪かみはさっとまとめている。徹てつ夜や明けらしいが、隈くまなどはないし、表情も明るい。少し、無理をしている印象はあるが。

「あ、ゲームとかしてたんじゃないよ。本読んでたら、止まらなくなっちゃって」

「まあ、無理はするなよ。睡すい眠みんが不規則なのは、健康によくないからな」

「……お兄ちゃん、ごめんね」

　俯うつむき気味で視線を下げたまま、美紘が呟つぶやく。

「何が？」

「遠くの高校じゃなきゃ、朝、もっとゆっくり寝ねていられるでしょ？」

「馬ば鹿か。今さら何言ってる」

　黎は、美紘の頭にそっと手を乗せた。

　子供扱あつかいめいたスキンシップ。しかし、ふたりが兄妹きようだいになってから幾いく度どとなく――意図的に繰くり返かえされてきた行こう為いだ。

　微笑ほほえみを浮かべたつもりだが、さっきの鏡を思い出す。自然に笑えているか。むしろ相手を不快にする威い圧あつ的てきで無理のある表情になってはいないか。そんな疑念が、頭の片かた隅すみにこびりついて離れない。

「魁かい星せい学がく院いんを選んだのは、僕自身の意思と判断だ。美紘は関係ない。この程度の早起き、別に苦でもないしな。健康にもいい」

　おどけて、片かた腕うででガッツポーズを取ってみせる。

「そっか……。わたしも、高校はしっかり選ばないとね」

　答える美紘は、胸むな元もとで両りよう拳こぶしを握りしめる小さなガッツポーズ。

　私立校の中等部三年に在ざい籍せきする美紘だが、五月からは引きこもっている。

　新学年になり、クラスでイジメの芽を見つけて防ごうとしたら、逆に新たな標的にされたのが原因だ。美紘が守ろうとしたクラスメイトも、平然と虐いじめる側に加わった。「みんなの敵」を攻こう撃げきしなければ「みんなの一員」ではいられなくなるのは、美紘自身が証明したのだから。

　不登校になって最初の二か月ほどはほとんど部屋に籠もりきり。最近は家の中では普ふ通つうだけれど、まだ外出する気持ちにはなれないようだ。

　さっきはああ言ったが、同じ中学に通っていた黎が外部進学を選んだのは、美紘とまるっきり無関係という訳でもない。クラスで起きそうなイジメを未然に食い止めるというのは、黎自身が中一の時に実行した事だ。入学以来ずっと首席の黎は望むと望まざるに拘かかわらず目立っていたし、二年遅おくれて入学してきた美紘も妹という事で自然と注目されてしまった。

　中高一いつ貫かんで校舎も繋つながっているから、エスカレーター式に高等部に進めば美紘は黎と比ひ較かくされ続ける――それを避さけたと口にした事はないが、美紘本人は気づいている。

　もし自分があの学校に残っていたら、美紘を近くで守ってやれたのではないか。

「一いつ緒しよに早起きしてお兄ちゃんと同じ高校に通えたらいいけど、わたしじゃ無理だもんね。お兄ちゃんとは違ちがうから……あっ！」

　思わず口走った後で、美紘が口元を押さえる。やはり無理に元気に振ふる舞まおうとしたからミスが出たのか。

「それはそうさ。美紘と僕は違う人間だ。家族でも、ひとりひとり違う人間で、状じよう況きようだって違う。美紘は美紘が正しいと思う事をした。結果、上手うまくいかなったとしても、必要以上に悔くいたり恥はじたりする必要はない」

　頭に乗せた手で妹の髪を撫なでる。

　黎と美紘に、血の繋がりはない。六年前、黎が小学生の時に交通事故で実の両親を失い、神鎚家に引き取られたのだ。

「髪、伸のびたな。そろそろ切るか？」

　まだ俯いている美紘に尋たずねる。引きこもっているとヘアサロンにも通えないから、伸びた髪は、黎か母の由ゆ紀き恵えが切っている。

「嬉うれしいけど、勉強も忙いそがしいんでしょ？」

　美紘が慌あわてて半歩後ずさり、黎が触ふれていた頭を両手で押さえる。

「遠えん慮りよするなって。……家族なんだし、いつでも声かけてくれればいいさ」

「う……うん。そうだね、お兄ちゃん」

　互たがいに、言葉を口に出すまでに僅かな間があった。

「今からどうする？　一緒にご飯にするか？」

　美紘の生活については「好きにさせて見守る」方針なので、食事も割と不規則だ。

「うん。久しぶりにわたしが作っちゃおうかな？　材料は冷蔵庫にあるだろうし」

「そうしてくれるとありがたいな」

　普ふ段だん、黎ひとりの朝食はトーストと野菜ジュースくらいで簡単に済ませている。ちゃんとした温かい料理が出るのなら、それに越こした事はない。美紘は元々料理好きで、以前は母を手伝うだけでなく時折家族のために腕を振るっていた。味は保証済みだ。

　だが、兄妹ふたり揃そろって階段を降りていくと、心地ここちよいバターの香かおりがキッチンの方から漂ただよってきた。

「ふたりとも、おはよう」

　アイランドキッチンに立つ母が挨あい拶さつしてきた。父の耕こう一いち郎ろうもテーブルに着いている。

「お、おはよう！　パパ、ママ」

　美紘が一度黎の背に隠かくれたのは、怖こわがっているのではなく驚おどろいたからだろう。耕一郎は私大の歴史学教授、由紀恵も英語の翻ほん訳やくを手がける兼けん業ぎよう主婦で朝食は七時過ぎが通例。黎の早起きにはつきあわない。両親との鉢はち合あわせは想定外だ。

「ちょっと待ってね。すぐにふたりの分も作るから」

　黎と美紘が父の向かいに並んで座すわると、ほどなく母が野菜グリルを付け合わせにしたベーコンエッグとヨーグルトサラダ、それにバタートーストを並べる。飲み物は、黎が野菜ジュースで美紘がミルク。卵の焼き加減もそれぞれ違う。美紘は完全に熱を通したターンオーバーで、母は半熟。黎と父はとろりと流れない程度の微び妙みような柔やわらかさ。味付けも同じ塩胡こ椒しよう。

「今日は早いんですね」

「学生からちょっとした相談を受けてな。講義の前に済ませるつもりなんだ」

　微び笑しようを浮かべながら、ブラックコーヒーのカップを傾かたむける。年相応の威い厳げんと穏おだやかさが同居した風ふう貌ぼうだが、パジャマのままなのでどこかちぐはぐな雰囲気だ。

「美紘も早起きしたの？　それとも、また徹夜で読書？」

　由紀恵が、美紘の目の前にミルクのカップを置く。

「うん。勉強とかじゃなく、ただの小説だけど」

「まあ学校の教科書だけが勉強じゃない。まだ一五歳さいだ。義務感や責任感に囚とらわれずに何でも貪どん欲よくに楽しんで、自分が興味を持てるものを探せばいいさ。今は選せん択たく肢しを広げるのが大切なんだ」

　本人に非があった訳ではない。むしろ正しい事をやろうとしたのだから、両親は美紘を責めてはいない。中学卒業後は遠くの高校に通ってもいいし、留学やフリースクールでもいい。自宅学習を続けて高卒資格認にん定ていを受けるという道もあると話している。

「うん、ありがとう」

　両親が微笑むと、美紘も少し口くち唇びるをほころばせた。

「黎の方も、そろそろ進路の話もあるんじゃないか？」

「ええ、まあ……」

　ふと時計を見ると、いつもの登校時間が迫せまっていた。一本や二本の余よ裕ゆうは見ているが、早朝は電車の本数も少なめだ。通学に二時間近くかかるので、なるべくパターンは崩くずしたくない。

「その話はいずれ。それじゃ、行ってきます」

　食べ終えた口元をティッシュで拭ぬぐうと、黎は立ち上がった。




　魁かい国こく市しは東京の西の外れに位置する。山がちな地形、静かな住宅街と賑にぎわう駅前、そして外周の産業地域が共存している。昔から一いち企き業ぎようの経済を基き盤ばんとする「城下町」だからか、都心の衛星というより周囲との関かかわりが薄うすい独立した地方都市に近い。

　魁星学院高校は周辺で随ずい一いちの名門校として知られている。高い進学率、いくつかの強きよう豪ごう運動部、評価の高い文化部、礼れい儀ぎ正ただしい生徒、そして充じゆう実じつした奨しよう学がく金きん制度。

　他に誰だれもいない二年Ａ組の教室、窓に面した自席で黎は雑誌を読んでいた。ひと区切りで顔を上げ、眉み間けんを揉もみほぐす。文字サイズは大きいが色使いが派手なせいで、思っていたより目が疲つかれる。

　ガラッ！

　静せい寂じやくが、扉とびらの音で破られた。

「こら、お前！　何をしてる？　今は授業時間だぞ！」

　若い男性教師が尖った声を上げ、数歩だけ教室内に踏ふみ込んだ。

「二年Ａ組、神鎚黎です。体育の欠席については、担当教師の許可を受けています」

　立ち上がって答える。こちらが二歩ほど進むと、相手は半歩後ずさる。

　欠員補ほ充じゆうで赴ふ任にんして間もない男で、二年生を受け持ってもいない。黎の事も知らないし、魁星の校風にも馴な染じんでいないのだろう。

「だからと言って勝手に教室にいるとは何事だ！　ちゃんと見学してろ」

「ただ見学しているのは時間の無む駄だなので、自由にしていいとも言われています」

「……お、お前なぁ！」

「教室での待機は何の問題もないはずです。それに、僕は神鎚黎と名乗りました。お前呼ばわりされる謂いわれはありません」

「黙だまれ！　生意気を言うな！」

　威い迫はくしても畏かしこまらないのが気に入らないのか。眉まゆをつり上げ、大おお股またで近づいてくる。

　しくじったな――表情には出さず、黎は心の中で舌打ちする。

　無視できない以上、相手の顔を立てて形だけでも謝あやまればいいのに、つい理り詰づめで反発してしまう。無難に受け流して丸く収められない。

　その時――。

「あれ？　黎くんも？」

　教師が開けたままの扉から、微かすかなモーター音を伴ともなって車くるま椅い子すが入ってきた。

「あ……。魁かい冥めい寺じ……くん」

　教師が声を詰つまらせる。

　黎を知らない新人教師でも、魁冥寺京きよう香かはしっかり覚えていた。車椅子という目立つ特とく徴ちようがある上に、理事長の娘むすめならば当然か。

「町田先生はまだ赴任したばかりでご存じないのかも知れませんが、本校では体育が免めん除じよされている生徒は、教室や図書室での自習が推すい奨しようされているんです」

　肩かたまでのストレートヘアに縁ふち取どられた顔に穏やかな笑えみを浮かべ、礼儀正しく説明する。

「そ、そうか。うん、なら構わない。ちゃんと自習してろよ！　そっちの男子もだ！」

　捨すて台詞ぜりふを残し、若い教師は出て行った。とうとう最後まで黎を名前で呼ばなかった。

　その背に向け、京香は舌を出した。黎は笑いを堪こらえ、肩を小刻みに震わせる。

　教師――町田の足音が完全に遠ざかってから、ようやく黎はぷっと噴ふき出した。

「いいのか？　理事長の娘で生徒会長、優等生の君が、陰かげでそんな事を」

　口元を押おさえ、まだ湧わき上あがってくる笑い声を抑えながら、

「だって黎くんしか見てないもん。それとも、先生に告げ口とかする？」

「……そんな事、するはずないだろ」

「そうよね。わたしと黎くんの仲だし」

　その場で車椅子を回して黎に向き直り、今度はウインクしながらちろっと舌先を出す。

　京香と黎の付き合いは長い――というと少々語ご弊へいがある。

　小学校の頃ころ、入院していた病院で励はげまし合あい、支え合い、誓ちかいを交かわした間あいだ柄がらだが、黎が先に退院してからは、自然と疎そ遠えんになっていた。魁星学院で偶ぐう然ぜん再会してからは、まだ一年半しか経たっていない。

「ああいうのは真ま面じ目めに相手しないで、適当にあしらっちゃえばいいのに。正論言ったって通じるとは限らないんだから」

「それはそうなんだが……。対人関係はあまり得意じゃない」

　頭を掻かきながら、苦く笑しようする。

「そっちは首席で特待生なんだし、その肩かた書がき使えば黙らせられたんじゃない？　わたしを見ていきなり態度変えたくらいなんだから」

「……合理的なんだろうけど、そういうやり方は嫌いやだ」

「うん。わかってる。黎くんが入学以来、首席キープしてるのは権威や名誉が欲しいわけじゃなく、単に授業料免除目当てだもんね。おかげでわたしも助かってるし」

「助かってるって、何が？」

「だって理事長の娘で生徒会長で、しかも薄はつ幸こうの美少女よ？　この上に首席の特待生って肩書きまでくっついたらさすがに盛りすぎだもん。席次を落とすために、わざと手を抜くなんてのも趣しゆ味みじゃないし。全力で挑いどんで、目指せる目標が上にいるって楽しいわ」

　ぬけぬけと薄幸の美少女を自じ称しようし、京香は大げさに両手を広げた。

「他の奴やつの前でそういう事を言うと、反感を買うぞ」

　魁星学院は真面目で穏やかな校風だから、知る限りイジメやスクールカーストなどは存在しない。それでも妹の件があるから、黎は敏びん感かんになってしまう。人間の群れは些さ細さいなきっかけで「異物」を排はい斥せきする。そして京香は自分で言った通り、特異な要素の塊かたまりだ。たとえ理事長という権力が背景にあっても無敵ではない。

「だ・か・ら、黎くんだけしかいないから言ってるの。他の人には正体なんか見せない。あくまで控ひかえめでしっかりもののいい子ちゃん」

　立てた指をメトロノームのように振りながら、京香はいたずらっぽく微笑する。これも他人にはあまり見せない、黎だけが知る彼女の素す顔がおだ。

　トラブルを避けたくて人付き合いを避ける黎と違って、京香は社交的だ。あからさまに言えば、外そと面づらがいい。立場や境遇からすれば敬遠されたり特別視されたりしそうなものだが、普段は級友ともごく自然に談だん笑しようしている。

「それにしても、わたしはいつもの事だけど黎くんが見学なんて珍めずらしいわね」

「今日は、種目があれだから」

　動かない己の太ふと股ももを叩たたく京香に、顎あごを巡めぐらせて窓の外を指し示す。グラウンドでは同じクラスの男子たちがラグビーボールを抱いて走り、激しくぶつかり合っていた。

「あ、なるほど。万一にも、ぶつかり合いで怪我けがでもしたら大変だって判断？」

「そういう事。他のクラスメイトも、負傷のリスクは同じはずなんだけどな」

「現実問題としては仕方ないでしょ？　怪我の危険性は一緒でも、その後の面めん倒どうくささは同じじゃない。異なるものは、異なるように扱うのが合理的」

「まあな」

　黎の身体に流れているのは、Ｌｎ－エルエヌバーという希少なタイプの血だ。

　正確な統計はないが、全世界でも保有者は数十人程度だと言われている。不時に備えて定期的に採血保存するのはもちろん、負傷のリスクは可能な限り遠ざけている。体育の授業でも持久走やテニスなどは普通に参加するが、ラグビーやサッカーなどボディコンタクトを伴うものは免除――というより遠回しに「自じ粛しゆく」する事になっている。

　万一大怪我をしたら、他人よりも輸血の確保が難しい。単に観念として知っているだけではなく、体験済みの事実だ。実の両親が死に、黎自身が生死の境を彷徨さまよい、そして神鎚耕一郎から輸血を受けた六年前の事故の際に。

　自分で選んだ訳でも決めた訳でもない。生まれ持った血という現実、そしてそれがもたらした境きよう遇ぐうが、黎の「今」をかたちづくっている。

「で、黎くんは何を読んでたの？」

　好こう奇き心しんを隠そうともせず、京香は身を乗り出してくる。

　机の上にある表紙は、派手なロゴがちりばめられ、少女がふたり頬ほおをくっつけるようにして笑っているティーン向けのファッション誌だった。ちょうど発売日なので、通学途と中ちゆうのコンビニで買ってきたものだ。真面目で無口な特待生というパブリックイメージからは隔へだたった雑誌だが、京香は茶ちや化かしたり不思議がったりしない。

「変な髪にしたら大変だしな。いつでも笑顔で外に出て行けるようにしてやりたい」

「確か今は長くしてるのよね？　わかってると思うけど、あまり短くすると散さん髪ぱつの手間を減らすのを優先しているって感じるかも知れないから気をつけてね」

「ありがとう。美紘の希望を優先したいけれど、あいつ、時々変に遠慮するからな」

「そういうところって、一緒に暮らして仲良くしてると似るのかな？　妹さんが変な事言ったら『お前にはこれが似合う』とか強ごう引いんに言っちゃえばいいの」

「そ、そうか……？」

「そうそう。お兄ちゃんに懐なついてるんでしょ？　だったら少し強引なところをアピールすればさらに好感度アップ間ま違ちがいなし」

「好感度って……確かに血のつながらない妹だけど、ゲームとかじゃないぞ」

　美紘と直接の面識はないが血けつ縁えんや不登校の件は知っているから、今さら取とり繕つくろう必要もない。むしろ長期入院経験者としての、実感に基もとづく助言に助けられる事の方が多い。

「さすがにその本にツッコまれてたら、自習じゃ通らなかったかも」

「自習とは言ってない。教室で待機していると説明しただけだ」

「ああいうタイプにはその手の理り屈くつは通じないって。辻つじ村むら先生なら、事情を話せば理解してくれただろうけど」

　辻村は若い女性教師だ。一年生の数学を担当しており、去年は黎たちも世話になった。

　だが、彼女は行方ゆくえ不明になった。

　状況も原因も不明。突とつ然ぜん出勤しなくなり、ひとり暮らしのマンションには生活の痕こん跡せきを残したまま。一か月が経過し、欠員補充で採用されたのがさっきの男性教師だ。

「……気にはなるけど、失しつ踪そうなんてありふれた話といえばありふれた話なのよね。男と逃げたとかストーカーに殺されたとか、無責任な噂うわさならいろいろあるけど」
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　小さな溜ため息いきが、京香の口くち唇びるから漏もれた。

「日本国内で、行方不明者がどのくらいいるか知っているか？」

「確か、年間で一〇万人前後だっけ？　ピークよりは減っているらしいけど」

「今は警察に届け出があったものだけで八万人強だな。じゃあ、その中で、届け出の後で結局見つからなかった人の数は？」

「悔くやしいけど、そっちは知らない」

　京香は肩を竦すくめる。

「データとしては、実は一年以内に所在が判明するのが九割だそうだ」

　大半は普通に保護されたり、本人から連れん絡らくが入るケース。犯罪や事故に巻き込まれているのが発覚する事や、行旅死亡人として処理されていたのが判明する場合もある。

「つまり失踪自体はありふれてても、そのまま見つからないのは実はレアって事？」

「辻村先生の場合はまだ一か月だから、考えすぎかも知れないけどな」

　魁星学院は校風のいい名門で、魁国市も治安のいい街だ。

　それでも、完かん璧ぺきに安全で清潔という訳ではない。校内に限っても辻村教きよう諭ゆに限った話ではなく、黎が記き憶おくしているだけでも昨年ふたり、今年に入ってからひとり、いきなり自主退学扱いで姿を消してその後の消息が知れない生徒がいる。

　三人とも親元を離れてひとり暮らししていた生徒だ。辻村先生も独身独居。何か特別の意味があるのか。それともトラブルに巻き込まれやすい条件でしかないのか。

「失踪届が出ても事件性が明らかでない限り、警察は積極的には動かないって話もある。限られたマンパワーの割り当ての現実問題で、仕方ない話ではあるんだが」

　一年以内に大半が見つかるのは、捜そう索さくの成果ではない。自発的に現れたり、迷子や徘はい徊かい老人などが近所ですぐに見つかった場合も統計上にはカウントされる。数字だけで大おお騒さわぎする者の大半は、そういう実情を知らない。

「特に、魁国市の警察に多くを期待するのは無理かもね」

　京香が吐ついた溜息は、今度は大きかった。

　静かで歴史ある企き業ぎよう城下町では、支配企業の意向が全すべてに優先する。行政も、警察も、会社には逆らわない。社会や経済が表面上上手く回っている間は、自分に直接累るいが及およばない限り市民も声を上げない。古くからの地回り暴力団も存在するが、それも魁国市の一部として組み込まれていて警察となあなあの関係を保っている。

　魁国市の実質的な主――カイ・ケミカルグループ社長・魁冥寺義よし貴たかの娘である京香は、普通の市民よりもはっきりと知っている。君臨する事に慣れきった者にとっては、他者の生命も尊厳も、全て利用可能な道具であり資源であるという事を。

「それなら逆に、その辺りのデータを調べておけば使える手札になるかもな。辻村先生だけじゃない。家族から離れたひとり暮らしなら、魁国市の外に家族や友人がいるって事だ。そっちから突つつかれたら、街の中の権力なんて通用しない」

「そうね。あいつの足あし下もとを崩す武器になるかも」

　あいつ――黎とふたりきりの時には、京香は父をそう呼ぶ。

　魁冥寺義貴は他者を道具としか思わない。それは家族であっても同じだ。

「まあ、多分使うまでもないだろうけどね。下した拵ごしらえはもうかなり進んでるんだし」

「焦あせりは禁物だぞ。万ばん全ぜんの準備をしても、京香がまだ未成年で、親権の下に置かれているのが現実だ。実力とは別に、法律や制度の面で難しい事だっていろいろある」

「わかってるって。こっちに関しては、もうわたしの方が専門家よ。最初は押しつけられたものでも、今は充じゆう分ぶんに使いこなせる武器。無理をする気はないし、いざという時に無理をするための切り札だって用意してる」

「それなら、いい。僕に手伝える事があるなら、いつでも声をかけてくれ」

「うん。必要な時は、遠慮しない」

　黎が差し出した右手に、京香も笑顔で拳を打ち合わせる。

　ふたりだけが共有する、危険な秘密。

　体育の見学で束そく縛ばくしないという校風がありがたい。こうして、他人に干かん渉しようされずに話し合う時間を持つ事ができた。

「黎くんに再会しなかったら、戦えるなんて思わなかった。だから本当に感謝してる」

「そう言われると面おもはゆいな。僕の方は君ほど苦労していない。恵めぐまれた立場だ」

　実の両親とは死別したが、自分の命は取り留めた。養子として引き取ってくれた神鎚家の三人との関係も良好と言っていい。

「世間的にはわたしの方が『お姫ひめ様さま』扱いだけどね。ところで、黎くんは将来どうするの？　志望校とか、考えてる？」

「まだ悩なやんでいるところだ。そろそろ決めなきゃいけないんだが」

　今朝の、家族の会話を思い出して呟く。

「黎くんの成績なら選びたい放題だろうし、ご両親も好きにしろって言ってるんでしょ？　わたしと違って、予あらかじめ決められている訳でもないし」

「そうだけど、やはり父や母に希望があるのなら……」

　神鎚夫妻の期待に応こたえたい。可能なら恩返しをしたい。

　他人は偽ぎ善ぜんや綺き麗れい事ごとと言うだろうが、黎にとっては真しん摯しな気持ちだ。

　希少なＬｎ－エルエヌバーを耕一郎が限界ぎりぎりまで供血してくれなければ、自分はここにはいない。京香と出会う事もなかっただろう。

　別の事故で先に入院していた彼女と知り合ったのも、あの病院だった。

「クラスのみんなは、もうだいたい決めちゃってるみたいよ。去年教わった先生がひとり消えた事より、進路の方が切実な問題」

「……まあ、そうだろうな」

「あ、でも今一番の話題は進路の事でも辻村先生の件でもないかな？　黎くんの事」

　京香の口元が緩んだ。

「僕？　何の事だ？」

　排はい除じよされたり孤こ立りつしたりという訳ではないが、元々人間関係が希き薄はくなクラスだし、黎自身京香以外に個人的な友達はいないので周りの話題には疎うとい。余計な事に煩わずらわされたくないが、必要な情報まで見落としたり、危険を見過ごしたりしてはいけない。

「……実はね」

　よほどの重要事なのか。声量が抑えられる。聞き取ろうと、自然に顔を寄せる。

　真しん剣けんな目が、こちらの顔をじっと見つめている。吸い込まれそうな、深い鳶とび色いろの瞳。かたちよい口くち唇びるが自然な湿しつ気けを帯びて艶やかに光っている。互いの息づかいまで感じとれる。

　胸の内側がきゅっと緊きん張ちようしているのは、これから切り出される話題への不安のためか。それとも別の原因か。

　京香は、まだ口を開かない。

　真まっ直すぐな瞳で、じっとこちらを見つめている。引ひき締しめられていたピンクの口くち唇びるが、ほんの数ミリ開いた。

「……僕が、どんな話題になってるんだ？」

　微妙な緊張に耐たえられず、潜めた声で尋ねる。

「……内ない緒しよよ。誰にも言わないで」

　念を押され、頷うなずく。

「黎くんとわたしが、つき合ってるって思ってる人が結構いるみたいなの」

　深刻だった京香の表情が、一いつ瞬しゆんで解ほぐれた。

　黎は絶句し、片手で目元を覆おおう。

　つんのめりそうになったが、かろうじて背筋に力を入れて耐える。この距きよ離りでそんな事をしたら、顔と顔がぶつかりそうだ。

「ははっ！　びっくりした？」

　明るく笑いながら、京香が黎の額をちょんとつついた。その威い力りよくに押されるみたいに立ち上がり、間合いを開いて大きくため息を吐く。

「……その……どうして、そんな誤解が？」

　全く見当もつかない。それこそ教師の行方不明以上に、自分には無縁の話ではないか。

「もちろん、主に話題にしてるのは女子ね。自覚あるかどうか知らないけど、黎くんって結構人気あるのよ」

「ええっ？　そうか？」

　変な声が漏れた。

「うん、そう。でもガード堅かたそうだし、みんな遠慮し合ってるっていうか牽けん制せいし合ってるっていうか、そういう感じで遠巻きにしてたって訳」

「……知らなかった」

　確かにそういう話題なら、自分自身の耳に入らないのも当然か。

「それにしたって……何でそんな事になるんだ？　僕なんて仏ぶつ頂ちよう面づらで無愛想だし……。女の子が好意を持つような要素なんて何もないぞ？」

「うーん。顔は結構――っていうかかなりイケてる方よ。あと、成績トップっていうのも充分セールスポイント」

「そうなのか？　普通は勉強ばかりしてる奴より、会話が面白おもしろかったりスポーツや音楽で目立つ奴の方がモテるものだと……」

「確かにそういう傾けい向こうはあるけど、女の子の方の好みだっていろいろあるって事。それに人付き合いが悪いのだって、見方を変えるとクールで神秘的って言えるし」

「誤解だ！　それは根こん拠きよのない幻げん想そうだ！」

　まるっきり予想外の指し摘てきに、つい声が大きくなってしまう。

「そうよね。本当の黎くんは妹のために女の子のファッション誌を買って熱心に研究するような、優やさしいお兄ちゃんだもんねー」

「……そっちに混ぜっ返すのか？」

「ま、そういう実態はわたししか知らないし、誰にも喋しやべったりしないけど」

「話されてたまるか」

「そうそう。わたしたち、ふたりだけの秘密」

　面白がって、京香は更さらにこういう言い回しを重ねる。

「僕だって京香の事はずっと腹に抱かかえている。家族にだって漏らしたことはない」

　両親も美紘も、京香の事を知らないから当然と言えば当然なのだが。

「ははっ、冗じよう談だんだってば。黎くんって注意力はあるし博識だけど、こういう個人的な感情の機き微びとかは疎いよね」

「……自覚はある。改善したいとも思ってるんだが……」

　妹の一件もあって、正論や善意が通じない現実は煩わしい。色いろ恋こい沙ざ汰たに関しても小説で読む事はあっても、自身の私的な体験となると小学校に入ったばかりの頃の既すでに記憶も定かでない初恋くらいだ。

「その……普通の高校生は、こんな風に男女ふたりきりでよく会ったりしてると、それだけでそういう目で見られたりするものなのか？」

「ケース・バイ・ケースだけど、まあ、基本的に女子はみんな恋バナ好きだしね」

「京香の方は迷めい惑わくじゃないのか？　変な噂で困っているなら、僕の方からきちんと否定する方がいいのか？」

「……否定、したいの？」

「え？」

　潤うるんだ眼まな差ざしを向ける京香に、戸と惑まどって声を詰まらせる。

「わたしは、別に構わないんだよ。黎くんとそういう噂になっても……ううん、そんな関係になっても……」

「そ……その……。えっと……」

　戸惑う黎に向かって、車椅子が近づいてくる。

　モーター音が短く奏かなでられ、止まる。

　ぷっ！

　沈ちん黙もくを破ったのは、吹ふき出だした京香の笑いだった。

「え？　ええ……と？」

「まさか黎くんってば、本気にしたの？　冗談よ、冗談。冗談に決まってるじゃない」

「……びっくりさせないでくれ。さっき京香が言ったばかりだろ。僕ぼくは、人間関係のニュアンスには疎いんだ」

　自然と、右手が頭を掻く。

「黎くんがわざわざ公式否定なんかしたら、かえって騒さわぎになっちゃうって。もし何かあったらわたしは適当にスルーするから、黎くんもごまかせばいいの。さっきのジョーク程度でうろたえてちゃ駄だ目めよ」

「……まあ、今まで何もなかったんだから、今さら僕のところに聞きに来る奴もいないだろうしな」

　安あん堵どで力が抜けて、いつの間にか肩が強こわ張ばっていたのを自覚する。演技力では京香には敵かなわない。

「でも、やっぱりわたしと黎くんって特別な関係よね。普通の『友達』っていうのとも、ちょっと違うと思わない？」

　上半身をぐっと乗り出し、どこかいたずらっぽい表情で京香が尋ねる。

「それはそうかも知れないが、幼なじみって訳でもないよな。確かに偶然高校で再会はしたけれど、病院では二か月一緒だっただけだし。『親友』というのもニュアンスが違ちがう」

　今度は人差し指一本で眉間を押おさえ、考え込む。

　確かに気は合うし、それぞれの事情も理解しているから、他人には軽々しく打ち明けられない事でも腹を割って話せる相手でもある。お互いに特別な境遇でもある。

　何より京香が今進めている「陰いん謀ぼう」を最初に焚たきつけ、協力してきたのが黎なのだから。

「似た者同士……っていうのもちょっと違うわよね。共通点もあるけど、わたしと黎くんじゃむしろ対照的だし」

　事故でそれまでの家族と別べつ離りしたという点は一緒だ。だが、神鎚家で家族の一員になった黎。実父に引き取られたが、単なる所有物と見なされた京香。

「あ、それがいいんじゃないか？」

「似た者同士？」

「そうじゃない。志こころざしの『同志』。もちろん、君が認めてくれるならだが」

「確かに、一番適切かもね。うん、気に入った。彼かれ氏し彼かの女じよより、ずっと素す敵てきかも」

　京香が目を細めるのに、黎も安堵の笑みを返す。

　最初に病院で出会った時――まだ互いに「神鎚」でも「魁冥寺」でもない頃に、黎と京香は志を共有していた。

　自分の力ではどうしようもない事なんて、現実にはいくらでもある。いつでも勝てる手札が配られる訳じゃない。現にこうして傷つき、入院している。それでも命と意志がある限りは戦い続けられるし、再起のチャンスだってあるのだと。

「変な雑談になっちゃったわね。お互い時間を無駄にはできないのに。じゃ」

「ああ」

　京香は自分の席に戻もどって、机の中から経営学の本を取り出した。黎も、改めてファッション誌を開いてページに視線を落とす。

　無音の教室の中で、ふたりはそれぞれ読書を続けている。この光景をクラスメイトが目もく撃げきしたら、多分恋こい人びと同士だなんて勘かん違ちがいはしないだろう。もちろんこの光景を見られる訳にはいかないのだけれど。




　つけられている――黎は確信していた。

　学校からではない。放課後に寄った図書館を出たあたりからだ。

　立ち止まり、スマートフォンのチェックを装よそおって何度目かの後方確かく認にんを行う。

　相手は三人組。派手なスカジャンやレザージャケット、髪かみ型がたもドレッドなどの目立つスタイルで尾び行こうには向かないが、黎が足を止めると向こうも速度を落とし、気づかれないように自じ販はん機きなどの陰に引っ込んでいる。

　死にかけた経験があり、己おのれの命が他人より「脆もろい」自覚もあるから、日ひ頃ごろから危険への警けい戒かいは怠おこたらない。車に用心するのはもちろん、面倒な相手とは関わらないよう注意する。性しよう分ぶんが性分なので、リスクを避けるには最初から接せつ触しよくをしないのが一番なのだ。

　距離がある上に皆みなサングラスをかけているから年ねん齢れいは判別しづらいが、三人とも二十歳はたち前後というあたりか。目立つ服装は尾行には適さないのに、敢あえてあんな格好をしている以上は何か理由があるはずだ。

　第一に考えられるのは囮おとり。しかし本命が別にいるという線は薄い。周囲をチェックしたが他の不ふ審しん者は見当たらないし、不自然で非効率的すぎる。

　次の可能性は偽ぎ装そうだ。特とく徴ちよう的てきな服装で印象を誘ゆう導どうする事で、本来の素す性じようをごまかす手口。それにしたって目立ちすぎだ。無個性な学生やサラリーマン風の方が無難なはず。

　最もありそうなのは「あの服装に相応ふさわしい事を企たくらんでいる」というものだ。

　偶然を装っての暴力的なアプローチ。他人が目撃しても計画的行動ではなく、若者同士のありふれたトラブルという印象になる。

　金品が狙ねらいとは考えにくい。一いつ介かいの高校生の所持金を巻き上げるのに、わざわざこんな手間をかける意味はない。拉ら致ちか、あるいは危害を加える事そのものが目的だ。

　学校で京香と話した事を思い出す。

　辻村教きよう諭ゆや他の失踪した生徒と自分では条件が異なるが、前提の認にん識しきが間違っていたのかも知れない。あれは少数の身近な例から類推しただけだ。

　相手に心当たりはないし、どこかで怨うらみを買った覚えもない。両親とも「名前の出る仕事」だが派手にメディアに出ている訳でもない。営利誘ゆう拐かいの線も薄い。神鎚家は飛とび抜ぬけて裕ゆう福ふくではないし、記き憶おく力りよくも体力もある男子高校生は人ひと質じちに適さない。

　それなら、計画的に自分を付つけ狙うのは何のためか？

　まだ手出ししてこないのは、偽装工作するにしても騒ぎを大きくしたくないからだろう。明確な目的で動いてはいても、訓練された犯罪のプロの線は薄い。尾行がすぐにバレたし、気づかれている事を認識もしていないようだ。

　単に殺傷目的ならもっと簡単な手はある。事故を装って自動車で突っ込むとか。しかし、簡単ではあっても確実ではない。事実、黎は両親が死んだ事故でも生き残ったのだ。

　相手が慎しん重ちようを期しているのは、絶対に殺害したいか、あるいは制せい御ぎよした適量の危害を加えるのが目的だからではないのか？

　尾行者の意図を推測した上で、黎は遠回りにはなるが人通りが多く、交番などに近いルートだけを選んで歩いてきた。

　しかし、警察に駆かけ込むのは賢けん明めいな手ではない。

　まだ具体的に何かをされた訳ではないし、もし辻村教諭のケースと根が同じなら、魁国市の警察とは裏で通じているという最悪の状じよう況きようもあり得る。

　何にせよ、いつまでもこのままではいられない。

　大通りを選んだつもりでも思いがけない細い路地もあれば、シートに覆われて外から見えない工事現場もある。いつもの駅を利用すれば、別動隊が待ち構えている怖おそれもあるが、普ふ段だんと違ちがう行動を取れば取ったで、焦った敵が強きよう硬こう手段に出るかも知れない。

　ちょうど通りかかったバスに飛び乗るのが、ベストか。下校中を狙ったからには、自宅襲しゆう撃げきという選択肢は取りにくいはず。最悪、自分がトラブルに巻き込まれても家族に危険が及ぶのだけは避さけなければ。

　そこまで考えて、黎はもう一度さりげなく背後を確認する。

　いない――？

　三人組の姿は、消えていた。

　行動方針を変えたのか。それとも尾行というのが自分の思い込みだったのか。

　緊張が解れて、つい息が漏れる。

　いや。完全に弛し緩かんしてはいけない。相手の素性も真意も不明のままだ。自分が想定していない目的を果たして離り脱だつしたかも知れないし、トラブルで中断しただけの可能性もある。いずれにせよ、速すみやかに魁国市から離はなれるのが現状では妥だ当とうな選せん択たくか。

　気を張はり詰めすぎるのも逆効果だが、頭の片かた隅すみには留め置いておこう。

　己を納なつ得とくさせるために小さく頷き、バス停で立ち止まる。バスが走ってきたタイミングはほぼ時刻表通り。先に並んで待っている客たちに不審な様子はない。車内にも特に違い和わ感かんは覚えない――最低限のチェックを終えてから、黎はバスに乗り込んだ。




「てめぇっ！　何モンだ！」

「坊ぼつちゃん、声が大きいです」

　ブルーシートで外界から遮さえぎられたビルの建築現場。更さら地ちに資材が積まれているだけで、作業員の姿はない。

　魁冥寺貴たか士しがナイフを抜いて大声で叫さけんだのを、同行している岩島が制した。

　何から何まで不ふ愉ゆ快かいだった。

　神鎚黎というガキひとり片付けるのに面倒な手順を命じられたのも、自分を差し置いて岩島が仕切るのも、「坊ちゃん」なんて間の抜けた呼び方も腹立たしい。

　妙みような邪じや魔まが入って、その尾行を中断させられたのが何よりの不愉快だった。

　不意に工事現場の中から飛び出してきた影かげがメンバーのひとり・岸田をシートの内側に引きずり込み、貴士も岩島もついそれを追いかけてしまったのだ。

「……た、助けて……くださ……っ！」

　黒マントにフードというふざけた格好の何者かに押さえ込まれ、岸田が懇こん願がんする。岩島とは違って彼は地元暴力団・垂たる木き興業の正式な構成員ではない。今回の計画では貴士が人ひと気けのない場所で黎を片付けた後、岸田が身代わりに出頭する手はずになっていた。

　些細なきっかけからの喧けん嘩か。計画性のない衝しよう動どう的てきな犯行で未成年なら刑けいも軽くすむし、警察の面めん目ぼくも立つ。貴士も人殺しを経験できて万ばん事じ上う手まくいくはずだったのに、なかなか都合のいい場所を通らない。そうこうしている間に、この様ざまだ。

「てめえ何者だ？　こっちの素性を知っての事か？　それとも金目当てか？」

「……交こう渉しようするつもりはない。貴様らに、あのお方を害させはしない」

　岩島の問いに、しわがれ声が答える。性別も年齢もよくわからない。フードが作った影の中で、ふたつの赤い光が灯ともる。小さく開いた口くち唇びるの隙すき間まから細い犬歯が露出し、岸田の首筋に突き刺ささる。

「ひぎっ！」

　強張った岸田の顔から急速に血色が失うせていき、青白く変わる。

「……奴らを殺せ」

　マントの男が命じると、解放された岸田がゆらりと動き出す。

「かぁっ！」

　岸田の口が開いた。あるはずのない白く鋭するどい牙きばが唾だ液えきの糸を引く。両りよう腕うでを掲かかげ、獣けもののように岩島へと飛びかかった。

「何すんだ、てめぇ！」

　岩島も荒あら事ごとの専門家だ。隠かくしていたナイフを即そく座ざに取り出し、素す早ばやく水平に薙なぐ。岸田の首筋に、真っ赤な傷口が開く。肋ろつ骨こつに守られた心臓や肺ではない。大量の出血を待つ必要もない。即そく死しさせるためには最適な急所のひとつだ。

　だが、岸田は倒たおれない。溢あふれるはずの血は少量がどろりと流れ出ただけで止まり、傷口そのものが瞬しゆん時じに塞ふさがっていく。

「ひ……ひぃっ！」

　あり得ない出来事に恐きよう慌こうを起こした岩島が、滅め茶ちや苦く茶ちやにナイフを振ふり回まわす。ひと振りごとに刻まれる裂れつ傷しようは即座に閉じ、岸田は――岸田だったものは痛みさえ感じていないかのように真っ直ぐ近寄り、両手を岩島の首に掛かけた。

「……ぐ、う……」

　絞しめられて呻うめいたのは一瞬。口から紫むらさき色いろの舌をはみ出させ、あり得ない角度で首を曲げた岩島の身体からだが、どさりと地面に落ちる。

　ようやく貴士は我に返った。

　予備知識として知ってはいた。起こりうる事として「上」から警告もされていた。しかし実際に遭そう遇ぐうするとは考えていなかった。

　愛用のナイフをポケットに仕し舞まい、代わりに万一の用心に渡わたされていた「特別な武器」を取り出す。ジャックナイフやバタフライナイフとは違い、グリップから三〇センチほどの金属が真っ直に飛び出して伸のびたもので、切きり裂さく刃やいばのない錐きりのような形状だ。

「クソがぁっ！」

　背後から飛びかかり、岸田の肝かん臓ぞうの位置に刃を突き入れる。

　手て応ごたえは普ふ通つうの人間と同じだった。すぐに引き抜き、バックステップで距離を取る。

「……あ……が？」

　岸田の口から、疑問とも苦く悶もんともつかない奇き妙みような音が漏れた。

　刺し痕あとからは赤黒く濁にごった液体が流れ落ち、下半身を汚よごしていく。今度は、傷が塞がらない。全身が痙けい攣れんし、立ったまま枯かれ木きのようにひからびていく。

　人間を殴なぐったり切り裂いたりしたのとは違う。未知の恐きよう怖ふへの嫌けん悪お感で嘔吐えずきそうになるのを堪こらえ、黒いフードの方へ向き直る。

「くたばれ、化け物がっ！」

　対応の暇ひまを与あたえず間合いを詰つめる。急所を狙う余よ裕ゆうはない。広い腹に武器を突き刺し、抉えぐる。抜いては刺し、捻ひねるのを数度繰くり返かえす。顔立ちを隠す暗い影の中で、赤い双そう光こうが弱々しく明めい滅めつする。

「へ……、へへっ！　どうだよ、化け物が！」

　罵ののしり、相手を蹴けり飛ばし、間合いを開ける。

　化け物――「上」からは禁じられているが、自然とその言葉が出た。

　フードの男は即座に風化しない。腹に埋うまった凶きよう器きを押さえながら、残った片かた腕うでを前に伸ばしてよろよろ貴士へと近づいてくる。

「ひ……っ！」

　頬が引きつる。

　大だい丈じよう夫ぶだ。もう勝負はついた。それより大事なのは見失った標的を捜さがし出して始末する事だ。だからこれは、逃にげるんじゃない。

　己に言い訳すると、貴士は黒衣の男に背を向け、その場から走り出した。




　貴士が去って数分後――同じ現場にふたつの影が現れた。

　ゴシックロリータスタイルに身を包つつみ、日ひ傘がさで夕ゆう陽ひを遮った銀ぎん髪ぱつの少女。そして彼かの女じよに付き従う巨きよ大だいな犬。体高一メートルに達する巨きよ体たいを漆しつ黒こくの毛皮で覆い、頑がん丈じようそうなハーネスと口輪を装着したアイリッシュ・ウルフハウンドだ。

「大丈夫？」

　黒フードに、少女が駆け寄よる。黒犬は現場入り口に向かって監かん視しの姿勢を取った。

「……リ、リーリヤか……？」

　弱々しい声が確かめる。

　リーリヤと呼ばれた少女はそっと男のフードを脱ぬがせた。出てきたのは年齢も定かでないミイラめいた顔だった。薄うすい瞼まぶたが、まぶしそうに細められる。

「あ、ごめんなさい。まだ光が強い？　わたしは平気なんだけど……」

　日傘の角度を調整し、男を陰かげの中に収める。

「陰の中なら大丈夫だが、いずれにせよもう助からん。〈穢れし白銀アルゲントウムルトウレントウス〉でやられた……」

「わたしがもう少し早く合流していれば……」

「……仕方がない。我ら〈王党派ロイヤリスト〉は人手不足だ。お前のような歴戦の戦士が駆けつけてくれたのはありがたい。自分の力では、人間相手でもあの程度しか……」

　フードの男は苦しそうに首を巡らせ、周囲を見た。人間の死体がひとつと、どす黒い灰の塊かたまりが一山。

「〈貴族派アリストクラシスト〉に与くみする人間どもだ。王ロードへの襲撃は食い止めたが……。奇妙な点もあるが数百年ぶりに迎むかえる王ロード。奴やつらの手に掛けさせてはいかん……。自分が調べた情報、用意したものは全てこれに記してある……」

　フードの男は、震ふるえる手で折りたたんだメモを差し出した。

「わかったわ。あなたの仕事は、わたしが引き継つぐ。そのために来日したんだもの」

「……頼たのむ。それと、願わくば最後に〈慈悲の毒牙ミゼリコルデイア〉を……」

　切れぎれな男の声にリーリヤは頷く。いつの間にか、少女の白い手の中に短たん剣けんが現出していた。太めの柄つかには複雑で精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされ、刃は針のように細く、長い。

「使命を全まつとうした長き生の後に、果てしなき良い眠ねむりのあらん事を」

　目を閉じて定型の祈いのりを唱え、刃を仲間の胸に――心臓に差し入れる。

　枯れた顔に、笑えみが浮うかんだ。

　抱だいていた身体が崩くずれて粉と化し、マントだけを残して風に紛まぎれて消えていく。

　圧あつ倒とう的てきな再生能力を有していても〈穢銀アルゲントウム〉で受けた傷は回復しない。急所に致ち命めい傷しようを受ければ生命力が仇あだになって苦しみが長引くだけ。既に夕暮れの弱い陽光も、同どう胞ほうにとどめを刺すほどの力はない。

　だから〈慈悲の毒牙ミゼリコルデイア〉を用いる。単に〈穢銀アルゲントウム〉製であるだけではなくある種の薬物も用いるが、使用条件が限られるため敵と戦う武器としては実用的ではない。あくまで、安楽死をもたらすためのものだ。

　短い黙もく祷とうの後、リーリヤはすっと立ち上がった。呼ぶまでもなく傍かたわらに黒犬が寄り添そう。リーリヤが手のひらを返すと、どこへ隠したのか〈慈悲の毒牙ミゼリコルデイア〉は消失していた。

「行くわよ、サクラム」

　愛犬のハーネスをつかんで、工事現場から外へ出る。更に弱まった夕暮れの赤い陽光に眩まぶしそうに目を細めながら、少女と犬は歩き出した。

　急がなければ――リーリヤは薄い口くち唇びるを結び、己に厳命する。

　彼かれは、自分が「王ロード」である事さえまだ知らない。しかも生来ではなく、成長してから「王の証レガリア」が見つかった史上初の事例。平和な日本で生まれ育ったのなら、生命いのちの危険に対処するのは不慣れなはず。

　神鎚黎に仕え、守る――リーリヤはそのために来たのだから。







第二章　決別の夜







「ん～～っ！」

　椅い子すに座すわったまま、パジャマ姿の美み紘ひろは大きく伸びをした。

　どれだけ机に向かっていたのか、気がつくと窓の外は薄うす暗ぐらくなっていた。

「……お兄ちゃん、今日は遅おそいなぁ」

　登校だけでなく、黎れいは下校のタイミングも規則正しい。クラブや委員会には入っていないし、放課後は図書館に寄るか買い物をしてすぐに帰ってくるのがパターンだ。読書に夢中になって、つい夜よ更ふかししてしまう自分とは違う。

「……考えてもしょうがないか。さて、こっちも日課日課っと」

　引きこもりを始めてから独り言が多くなった気がする。立ち上がり、自分で「一、二」と号令を掛けながら上体をリズミカルに捻る。

　学校には行きたくないし、知り合いと会うのも嫌いやだから外出はしたくない。だけど引きこもったせいで太ったりするのは御ご免めんだ。もちろん勉強ができなくなるのも。

　逃げたせいで自分が駄目になったら、あいつらの思おもう壺つぼだ。

　虐いじめた奴らと手を切って、前よりもずっと綺き麗れいで、賢かしこく、強くなってやる。連中とは無関係なところでかっこよく幸せになってやる――それが、美紘の復ふく讐しゆうだ。

　こんな暗い事を考えてると知られたら、黎に叱しかられるだろうか。

『外出しないと運動の機会が減る。少しでもいいから、毎日身体を動かすよう心がけた方がいい。ラジオ体操というのは馬ば鹿かにされがちだけど、実はかなり効果的だぞ』というのは、黎のアドバイスだ。

『もちろん身体でも心でも、きちんと癒いえる前に無理に動かそうとしても回復が遅おくれるだけだ。あくまでも無理や焦りは禁物。コンディションを見み極きわめてのんびり行こう』と言ってくれたのは、自身の入院経験を踏ふまえての事だろう。

　黎はリハビリ中の自習で授業に遅れないどころか、中学レベルに手をつけていたという。

　退院後入学した中学でもめざましい成績を挙げて周囲からは天才と褒ほめそやされたが、美紘は知っている。確かに黎は元々聡そう明めいだけど、それ以上に両親が――神み鎚づち夫妻が誇ほこれるような人間になろうとした努力の成果だ。

　元の家族の事は詳くわしく知らないが、実父は平へい凡ぼんな勤め人だったという。神鎚家が大学教授と翻ほん訳やく家かの夫ふう婦ふだから、それに相応ふさわしくなろうと考えたのだろう。実の子で、親との関係について真しん剣けんに悩んだ経験もない美紘自身には考えもつかない事だった。

　退院した黎をこの家に迎え入いれた日の事を、ふと思い出す。

『今日から、黎は正式に神鎚家の一員。美紘のお兄さんだ』

　既に何度も顔合わせし、充分に説明も受けていたが、父の耕こう一いち郎ろうは改めてそう宣言した。

『よろしくお願いします』

　右手を差し出してきた黎は、美紘が首を横に振ると一瞬傷ついた表情を浮かべた。

『家族なんだから、そんな他人行ぎよう儀ぎな挨あい拶さつなんていらないよね、お兄ちゃん』

　黎ならそうするという予想通りだったから、美紘も予定の台詞せりふを笑え顔がおで口にしたのだ。

『ありがとう。じゃ、よろしくな、美紘』

　握あく手しゆをやめ、肩かたを軽く叩たたいて微笑ほほえみ返す。

　多分、心から打ち解けたのではなく『家族』として接してきた美紘を気き遣づかっての対応。

　黎はずっとそうだ。周囲の期待に応えて「より強い」「より正しい」自分であろうとたゆまず努力している。

　憧あこがれても、とても追いつけない。

「ふぅ……」

　考え事をしながらの体操を終え、そのままベッドに座る。額に浮かんだ汗あせを拭ぬぐい、つい今朝の会話を思い出して前まえ髪がみを指に巻き付ける。髪かみの質も色合いも、美紘と両親は似ているけれど黎だけは違っている。

　中一から中二にかけて、成績以外にも黎はさまざまな逸いつ話わを残した。クラスで起きそうになっていたイジメの兆候を発見して、発火前に消し止めたのもそうだ。ただ、二年遅れで同じ学校に美紘が入学してからは目立つ言動は控ひかえていた。特に必要がなかったというのもあっただろうが、恐らくは妹が変に注目されないよう気遣ったのだ。

　それでも友達からは『お兄ちゃんに紹しよう介かいしてよ』とせがまれ、教師からは成績を比ひ較かくされて落らく胆たんされた。黎が魁かい星せいに進学しても、その傾向は変わらなかった。

　だから美紘は、去って行った兄の声名を汚けがさないよう「黎の妹」に相応しくあろうと、自分自身に呪のろいをかけてしまった。勉強も頑がん張ばって上位には食い込んだけれど、トップにはほど遠かった。そんな美紘の空回りを、周囲は陰で嗤わらっていた。

　決定的だったのは、二年になってすぐ、クラスでイジメが起きそうになった時だ。

　黎と同じように解決しようとした美紘の稚ち拙せつな行動は、全部無む駄だどころか逆効果に終わった。当然の帰結としてターゲットは美紘に変わった。

『神鎚黎の妹だからっていい気になってんじゃないの？』

『お兄ちゃんと違って出来悪いんだから、愚ぐ図ずらしくしてればいいのに』

『レベル違いすぎるよねぇ。あ、血ぃ繋つながってないんだっけ』

　血けつ縁えんがない事をわざわざ言いふらしたりはしなかったけれど、ひた隠しにもしなかった。だから、どこかから話が漏もれていつの間にか広まっていた。

『黎先せん輩ぱいに紹介してくれなかったのって、男として好きだからじゃないの？』

『血縁ないからセーフ？　あ、美紘みたいなビッチだったら、実の兄妹きようだいでもやっちゃってるかもねー』

　暴言がそんなレベルに至り、美紘の教科書や体操服が得体の知れないモノで汚お損そんされ、髪が切られるまでにエスカレートした。

　ここに至って気づいた両親は事態を冷静に、しかし温かく受け止めた。

『髪を切るのは傷害罪。本来なら、警察に訴うつたえるべき刑けい法ほう犯はんです』と抗こう議ぎした上で騒ぎが広まるのは防ぎ、再発の防止を訴えた。美紘の不登校も受け入れ、自宅にカウンセラーを招いたりもしてくれた。

　兄と同じレベルで期待に応こたえるのは無理でも、やっぱり家族の気持ちは無駄にしたくないし、ずるずるとイジメに屈くつしてしまうのも嫌だ。

「ただいま」

　玄げん関かんから聞こえてきた声が、美紘の思考を断たち切った。

「おかえりなさい、お兄ちゃん」

　階段を上ってくる足音を出で迎むかえ、ドアを開けて微笑む。

「美紘、どうする？　夕食はまだだし、約束通り髪切ってやろうか？」

　美紘が頷くと、黎は一度自室に行ってレジャーシートとビニール製のポンチョ、それに鋏はさみを用意して戻ってきた。

　シートを敷しいた床ゆかに美紘がぺたんと座り、黎はベッドに腰こし掛かける。ローテーブルに鏡を置いて、シャキシャキと軽く鋏の滑すべり具合を確かめてから、美紘が自ら解ほどいた髪をブラシでくしけずった。




「どんな感じにする？」

　黎が買ってきた雑誌のページを開いて尋たずねると、美紘がくすっと笑った。

　無理して作った訳ではない、自然な笑みだった。

「お兄ちゃん、こんな本買ったの？」

「一応参考になるかと思ってな。これなんかどうだ？　美紘に似合うと思うぞ」

　前髪にシャギーの入ったセミロング写真を指し示す。モデルの顔立ちも、ちょっと美紘に似ている。

「ホント、お兄ちゃんってやりすぎっていうか、徹てつ底ていしちゃう質たちなんだよね」

「そうか？　いや……まあ、そうかな」

　そういう一面があるのは否定できない。小学生の頃ころから、教科書は手に入れたその日に読めるだけ読み進める質だった。神鎚家で暮らすようになってからそれに拍はく車しやがかかったし、高校で京きよう香かと再会してからは更にその傾向が強まったような気もする。

　誰だれかから望まれ、期待された事を完かん璧ぺきに――あるいは完璧以上に実行する。それが黎の生き方の指針だ。

「普通に、ちょっと切るだけでいいよ。凝こった髪型は、ちゃんとプロにお願いするから。いくらお兄ちゃんでも、ぶっつけ本番で難しいのは大変でしょ？」

「確かにそうだな」

　今までも伸びすぎた分を整えるだけだった。放課後、図書館で理容美容の本を読んではきたが、実際に手を動かす技術となるとさすがに心こころ許もとない。

「そう言えば、今日、ちょっと遅かったね」

「ごめんな。髪切るって言ってたのに」

　シャン！

　後うしろ髪がみを、数ミリ切り落とす。黒い欠片かけらが即そく製せいポンチョに零こぼれ、滑り落おちていく。細く滑なめらかで硬こう質しつな、頭とう髪はつ特有の感かん触しよくが鋏越ごしに伝わる。

「ううん。別にそれはいいんだけど、何かあったのかなって思って」

「大した事じゃないよ。ちょっと寄り道してきただけだ」

「お兄ちゃんにしては、珍めずらしいね」

　いつもより一時間ほど遅い帰宅を、美紘が気にするのも当然だろう。だが、不審人物に尾行されていたという話はできない。黎の勘違いという可能性もゼロではないし、ただでさえ精神的に万ばん全ぜんでない妹を不安にさせてはいけない。

　一応、最も寄より駅から自宅までの道でも尾行や張り込みがないか警戒したが、それらしい者は見当たらなかった。神鎚家があるのは閑かん静せいな住宅街で、近所も古くからの住民が多い。先刻の尾行者のような異物が紛れ込めば目につく。大がかりで計画的なプロでもなければ、自宅を狙ったりはしないはず。不良っぽい三人組からは、そこまでの事とは考えにくい。

　そう考えて、黎は己の手が止まっている事に気付いた。

「どうしたの、お兄ちゃん？」

「いや。ちょっと考え事。お前の大切な髪を整えてるんだから、集中しないとな」

　額との間に左手のコームを差し入れ、前髪を持ち上げる。

　シャキっ！

　毛というよりは粉と言った方がいいような、ごく短い毛先が落ちる。切りすぎたらリカバリーが利きかないから、面めん倒どうでも切るのは少しずつ。

　きっちり整えすぎず、自然で適度な乱れが生じるように気を配る。

「んっ！」

　美紘が小さな声を上げた。

　前髪を持ち上げた黎の手が、額に触ふれたのだ。

「ごめん。嫌だったか？」

「ううん、そうじゃないよ。ただ、お兄ちゃんの手がひんやりしてて、それでちょっとびくっとなっちゃっただけ」

「……そうか」

　とりあえず手元が狂くるわなかった事に安堵し、呼吸を整える。

「ほら。手が冷たい人は心が温かいって、よく言うよね」

「ありがとう」

　根こん拠きよのないフレーズだし、黎の手が冷たいというより美紘の体温が高いからそう感じるのだろうが、自分を気遣う妹の気持ちをわざわざ混ぜっ返す事もない。

　ふと息をついて机に目を向けると、大判の園芸図ず鑑かんが開いたままになっていた。

「あ、それ？　将来は、そういう仕事もいいかなーって思って。太陽の下で花育てたり。重労働なのはわかってるけど」

「そうだな。じゃあ、園芸科があってそっちに強い高校とか探してみるか？」

「い、いいよ。まだそこまで本気で絞しぼった訳じゃなくて、何となくいいなって思っただけだから。花とかだけじゃなくて、例えば牧場とか、そういう仕事も面白おもしろそうだし。今、引きこもってる分、将来は太陽の下で生き物に関かかわるのがいいかなって」

　自分の現状を、冗じよう談だんめかす。完全に立ち直った訳ではなく、いくらかは無理をしているにしても、いい傾けい向こうだと思う。

「わたしよりお兄ちゃんだよ。高二なんだし、本気で決めないと」

「……僕の方も決めかねてるんだ。何が向いているかもよくわからないしな」

　今日は朝からずっとその話題だ。つい、苦く笑しようで口元が歪ゆがむ。

「髪切るのが上手うまいんだし、美容師とか？」

　鋏を動かす手を止めて、黎は少し考え込む。

「そうだな。父さんや母さんが望む道があればそっちに進むし……。いずれにしても学部や職業とは別に『なりたいもの』ははっきりしてる」

「何？」

「美紘を、幸せにする人間だ」

「……もうっ」

　鏡に映る美紘の頬ほおが、暖かな色に染まった。




　呼べば、市内のどこへでも迎えを呼び寄せられる。父の義よし貴たかは車くるま椅い子すを無様だと考え、人目につかぬよう車を使えと命じる。しかも実家は坂の上の高台だし、運転するのは京香も信しん頼らいする教育係兼けん執しつ事じの橘たちばなだ。

　だからこそ、京香は今日も車椅子で日が暮れる頃に帰宅した。

　非効率的な稚ち気きなのはわかっている。それでも、単なる合理性を超こえて己の気分を押し通すのが、率そつ直ちよくに心地ここちよい。

　市内の最高級住宅街。中でも一ひと際きわ大きく、高台の頂点を占せん有ゆうし、王城のように周囲を睥へい睨げいしているのが魁かい冥めい寺じ邸ていだ。江え戸ど時代から当地の有力者、戦後は魁冥寺薬品工業を興おこし、かつての領地を企き業ぎよう城下町として経済で支配した。それは社名が魁冥寺薬品からカイ・ファーマシーに、さらにカイ・ケミカルグループへと変化しても変わらない。

　もちろん全国チェーンのファストフードやコンビニも存在しているが、魁かい国こく市し市民の半数はカイ・グループや関連企業の従業員とその家族だ。市政は完全にカイ・グループの傀かい儡らいだし、警察でさえ魁冥寺の意向を無視できない。そして住民の大半はそんな状況を意識すらしていないし、気付いても異常とは思わない。
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　市街からだと正門より裏口の方が近く、便利だ。さすがに敷しき地ちを取り囲む塀へいに沿って遠回りする気にはなれない。京香は監視カメラ越ごしに警備員に会え釈しやくし、裏門を開けさせる。

「あれ？」

　中に入ると、奇妙なものが目に付いた。裏の駐ちゆう車しや場じように見慣れぬ自動車が三台。黒くろ塗ぬりで窓に遮しや光こう処理が施されたリムジンが一台と、同様の黒いワンボックスが二台。普通の来客なら、正門の方から入るはず。

　そして見知っている乗用車が一台。こちらは父の手て駒ごまである地元の暴力団・垂たる木き興業だから、公然の秘密であっても目立たぬよう裏に駐とめるのはいつもの事だ。

　だが、気になった三台はこれとは違って、ナンバーも地元のものではなくバラバラだ。

　好こう奇き心しんを刺し激げきされつつ、京香は屋や敷しきに入った。滅めつ多たに使わない奥おくの応接間に気配を感じて近づいていくと、重々しい扉とびらの前に見知らぬふたりが番人のように立っていた。

　揃そろいのレザージャケット姿の若い男女。年齢は京香よりやや上か。日暮れで屋内だというのに、濃こい色のサングラスを掛けている。

「……誰だ、お前は？」

　男がこちらに気付き、誰すい何かする。正面から見上げると、胸むな板いたが厚く肩かた幅はばも広い。格かく闘とう技ぎでも心得ていそうな雰ふん囲い気きだ。

「そちらこそどなた？　わたしは魁冥寺京香。ここの、娘むすめよ」

「魁冥寺の、娘？　息子むすこなら知っているが……」

　男の眉まゆがぴくりと動く。押おさえてはいるが、口調は攻こう撃げき的てきだ。

「落ち着いて、凌りよう牙が。確認すればいいだけでしょ」

　女が穏おだやかに窘たしなめる。ボリュームあるウェーブヘア、厚めで肉感的な口くち唇びる。彫ほりが深く、肌はだは褐かつ色しよくがかっている。ラテンアメリカ系の血が流れているのかも知れない。

　彼女がドアをノックして何かを室内に告げると、部屋の中から壮そう年ねんの男が現れた。

　丁てい寧ねいに整えられた髪。節制で引ひき締しめた身体は実じつ年ねん齢れいよりも少々若く見える。来客を迎えるからか、自宅だというのにダブルのスーツ姿。

　魁冥寺義貴――京香の父親だ。法的にも、生物学的にも。

「どうした、京香？　何か用か？」

　整った顔に不快を隠そうともせず、義貴が尋ねる。

「お父様に帰宅の報告を。お客様にも、ご挨拶をしたほうがよろしいかと思いまして」

　上品な作り笑いを浮かべ、殊こと更さらに仰ぎよう々ぎようしい口調で父に、そして部屋の前を守っていたふたりに告げる。車椅子でなかったら、スカートを両手で軽くつまみ上げたいくらいだ。

「お前にゃ関係ねえよ。俺おれと、親父おやじの客だ」

　応接間の奥から現れたもうひとりの男が、不ふ機き嫌げんな声を吐はいた。

　ドレッドヘアで派手な銀のピアス。頬に入っているトライバルタトゥーは、実はシール。一応は大学生だが、講義にはほとんど出ていない――義貴の息子・貴たか士しだ。つまり一応は京香の兄という事になる。

　義貴相手には平静も装えたが、さすがに京香も不快感で眉み間けんが強こわ張ばった。

「あら。噂うわさのお嬢じよう様さまがいらしたの？」

　応接間の奥から、女の声が聞こえた。若い――というよりは幼いと評したい高い音色で舌足らずな口調。それでいて、どこか老成したような落ち着きも感じる。

「い、いえ。貴方あなたにお目通りするような者では……。京香、お前は離はなれに戻もどれ。橘に勉強を見てもらうんだ」

　一度室内に声をかけてから、まるで犬を追おい払はらうように義貴は手を振った。

「承知いたしましたわ、お父様」

　慇いん懃ぎんな挨拶をすると京香は応接間のある本宅を後にして、裏庭の一角にある離れに帰宅した。「離れ」とは言っても広い勉強部屋と寝しん室しつの他、バストイレも備えている。六年前、京香が引き取られた際に建てられたもので、車椅子で不自由のないよう段差はなく、ドアも大きめ。ベッド以外は土足のままという生活スタイルで設計されている。

　勉強部屋の机に車椅子を滑り込ませると、京香はパソコン他数種の機材のスイッチを入れる。静かだった室内が、冷れい却きやくファンの作動音に満たされる。

「京香お嬢様、よろしいでしょうか？」

「ええ。入って」

　父に指示されたのだろう。ノックに続いて、執しつ事じの橘が入ってきた。

　かつては義貴の第一秘書としてカイ・ケミカルグループを支えてきたが、数年前に定年で引退した後は京香の教育係を務めている。教えているのは高校で教わるような科目ではない。橘の専門である経済・経営・経理・投資などだ。

「今日の来客は、どういう人たち？」

「申し訳ないですが、私にも詳しい事は。恐おそらく、以前から魁冥寺家とこそこそとやりとりしていた方かと。ただ、直接訪ねてきたのは自分の知る限り初めてです」

　京香の肩かた越ごしにパソコンのディスプレイを覗のぞき込みながら、橘が小声で答える。

「以前から……というと？」

「先代――義貴様や自分が魁冥寺製薬に入った時分にはもう接せつ触しよくがありましたので、恐らくはそれより前から。当然同一の個人ではなく、代だい替がわりしているのでしょうが」

「……何者なんだか……」

　潜ひそめた声で答え、モニタを確かく認にんする。

　やはり音声データは拾えていない。義貴の私室など本宅にはいくつかの盗とう聴ちよう器きを仕し掛かけているが、滅多に使わない応接間には設置する機会がなかったのだ。

　京香は、義貴の愛人の娘だ。母の存命中から認にん知ちはされていたが、父の写真一枚すら見せて貰もらった覚えがない。だが六年前の交通事故で母が即死して、京香が重傷を負った時。唯ゆい一いつの身寄りとして連れん絡らくを受けた義貴は、京香が小学校で飛とび抜ぬけて優ゆう秀しゆうな成績を収めている事を初めて知った。

　そして、改めて我わが子ことして家に迎え入れたのである。

『お前には、会社の方を継いでもらう。今からそのための勉強を始めろ』

　嫡ちやく男なんの貴士は性格的にも能力的にも経営者向きではない。政治の道にでも進ませるから、京香は会社を発展させて貴士の子に継がせろ。まだ子供で身寄りもない、脚あしも動かない、お前にとって唯一最良の道は父に従う事――入院中にいきなりそう告げられたのだ。

　退院後も京香の住まいは基本的に離れだけで、本宅への立ち入りは制限された。代々受うけ継いできた風格ある屋敷を、無ぶ粋すいなバリアフリー仕様にするのを嫌きらったのだ。この離れにしても、なるべく外から目につかぬよう植え込みで隠されている。

　確かに日常生活に不自由はなかったし、経済的にも恵めぐまれた。本妻――貴士の母も既すでに他界していたため、そちらからの風当たりもなかった。見せかけの愛情を偽ぎ装そうされたり形式的な家族らしさを強要されたりするよりは、気も楽だった。

　単なる道具、手駒として、将来まで決定済みの人生。

　それも仕方ないと思っていた。

　ただ生きるだけでも、手間もコストも余分にかかる不自由な肉体。他に身よりもない未成年が、魁冥寺の家から離はなれるのは困難。ならば現実を受け入れ、無意味で無駄な反はん抗こう心しんなど抱かず、諦てい念ねんに浸ひたって役割を果たしていくのが賢けん明めいなのだと。

　高校で黎に再会するまでは。

　無力で、傷ついた子供でありながら、理り不ふ尽じんで残ざん酷こくな運命の前に項うな垂だれずに戦おうと誓ちかい合った彼が言ってくれた。

『支配者が己おのれの都合で押しつけた武器を、当の支配者に向けてはいけない理由はない。歴史上も、多くの者がそうして自由を勝ち取ってきた』

『僕ぼくの言葉は、幸運な者の傲ごう慢まんな理想論かも知れない。それでも、君とは無む縁えんじゃない。もし君が戦うなら、知ち恵えでも力でも貸せる限りのものは差し出だすつもりだ』

　京香の事情を知った直後にそう断言できるのは、それこそ恵まれた人間としての自負、崇すう高こうな義務感があるからだろう。気軽に他人と関わろうとしない分、縁えんのある相手にはとことんまで真しん摯しで誠実なのが黎だ。

　一秒だけ瞼を閉じて、同志――あるいは戦友の顔を思い浮かべた後、パソコンに向かって株式チャートや外貨の値動きをチェックする。

　盗とう聴ちようが無理でも、他にやるべき事はいくらでもあるのだから。




「お嬢じようさんがいるのなら、紹介してくれればいいのに。わたくし若い子って好きよ」

　魁冥寺本宅の応接間。本ほん革がわ張りのソファに、ひとりの少女が身を横たえていた。

　京香を「若い子」と呼んだのに、彼女自身は一二、三に見える。豊かな白金プラチナ色の髪に真しん紅くの瞳ひとみ、肌の色は透すき通とおるように白い。纏まとっているのは黒地に赤い薔薇ばらを描えがいた振ふり袖そでだ。着き崩くずして襟えり元もとや裾すそから素す肌はだが覗いているが、不思議と無様ではない。まるで、そのような着方こそが正式であるかのようにさえ見える。

　その後方には、先刻京香に相対したレザージャケット姿の若者と美女。更にもうひとり、スーツ姿の老人が立っている。

「娘とはいっても妾しよう腹ふくで、後々会社の表向きだけを任せ、貴士の監かん督とく下に置くつもりです。こちらに関わらせる必要はないかと……。まして貴婦人ダーメ閣下にお目通りなど……」
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　額に汗を滲にじませつつ義貴が説明すると、貴婦人ダーメと呼ばれた少女は退たい屈くつそうな欠伸あくびひとつだけを見せて、微び笑しようの形に口を噤つぐんだ。

「さて、魁冥寺貴士。作戦失敗の申し開きをしてもらおうか」

　老人が厳しい声で告げる。

「……わぁったよ」

「貴婦人ダーメの御おん前まえである。跪ひざまずけ！」

「そのままで構わないわ。話しなさい」

　だが、当の貴婦人ダーメがソファに横たわったままで貴士に告げる。ひらりと振ふった手のひらの動きは「貴士に作法を求めても無駄」と語っているかのようだった。

「さっきも説明したよな？　俺はちゃんと尾び行こうしてたんだよ」

　謎なぞの妨ぼう害がい。岸田の変へん貌ぼう。岩島の死。果か敢かんな反はん撃げきによる黒マントの殺害――貴士は一応事実を曲げずに説明した。自分の立場や功績を過大に表現はしたが。

「それで標的を見失って逃げ帰かえったばかりか、貴婦人ダーメ閣下から貸たい与よされた〈穢銀アルゲントウム〉の武器も放置してきたという訳か？」

　レザージャケットの男――霧きり島しま凌牙が直立不動の姿勢のままで尋ねた。

「し、仕方ねえだろ！　こっちはまだ普ふ通つうの人間なんだ。あんな――」

　慌あわてて口を押おさえる。「化け物」「怪かい物ぶつ」は、貴婦人ダーメたちの前では絶対の禁句だ。

　言いかけた言葉を凌牙は敏びん感かんに察したのか。濃いサングラスの向こうからでも感じる強きよう烈れつな視線を貴士に向け、半歩だけ前進する。

「凌牙、別に構わないわ。それより、貴士くんの不始末の後片付けは、あなたとパウラが行ってくれたのよね？」

「はい。夕暮れとはいえまだ日が残っていましたし、迅じん速そくな活動は俺たち〈黄昏ダスク〉が出向いた方がいいだろうって事で」

　態度は謹きん厳げんだが、口調はラフ――というより慣れていない中で精せい一いつ杯ぱい礼れい儀ぎ正ただしく振る舞まおうとしている言葉遣いだった。

「残ってたのは、岩島の死体だけ。他には同族の痕こん跡せきが二体分。邪じや魔ました〈王党派ロイヤリスト〉と、そいつが噛かんだ岸田でしょう。現場には〈穢銀アルゲントウム〉のナイフは残っていませんでした。誰かが持ち去ったって事でしょうね」

「だ、誰かって……誰だよ？　死体見つけたら、普通は警察呼ぶんじゃねえのか？」

　貴士が尋ねる。当初の予定は狂ったが垂木興業が身代わりを差し出してくれるのは変わらないので、警察沙ざ汰たになっても貴士に責任が及およぶ危険はほぼゼロだ。

「あの灰が血族の残ざん骸がいだと判断できて、警察に首を突っ込まれるのを嫌がる。そして俺たちの仲間じゃない――だったら決まってる。別の〈王党派ロイヤリスト〉が接触したって事だ。標的を始末するにしても、向こうに味方がついたならやりにくくなる」

　きっぱりと凌牙は言い放った。

「いずれにせよ、せっかくの好機に任務に失敗したのは事実。これは魁冥寺家に対する処しよ遇ぐうも考え直さねばなりませんな」

「失態であるのは確かです。何としても償つぐないますので、成功の暁あかつきには何なに卒とぞ〈恩おん寵ちよう〉を賜たまわりますようお願いいたします。貴士、お前も謝罪しろ！」

　老人の呟つぶやきに、義貴は貴婦人ダーメの前に跪いて頭を下げる。

「仕方ねえだろ！　武器は預かったけど、あんなのとやり合うのは初めてだったし……標的の追つい跡せきを優先したからだ。それに責任っていうなら俺のせいじゃねえ！　岩島が立てた作戦が駄だ目めで、岸田があっさり捕つかまったのが悪いんだよ！」

「……と言っているけれど、そちらとしては何か反論があるかしら？」

　歳としに不相応の艶えん然ぜんとした笑みを浮かべ、貴婦人ダーメは部屋の片かた隅すみを見る。

　そこには若い女性がずっと口くち唇びるを結んだまま、壁かべに背を預けて立っていた。仕立てのいいパンツスーツにリムレスの眼鏡めがね。知的で整った装いは一流企業の総合職のようだ。

　二年前に病死した先代から組織を継いだ垂木興業の若き社長・垂木憧しよう子こである。

「確かにこいつぁあたしらの不ふ手て際ぎわだ。貴婦人ダーメさんにも魁冥寺の社長さんにも詫わびいれなきゃなりませんねぇ」

　見た目にそぐわぬ、時代がかって芝しば居いじみた口調だ。それこそ貴婦人ダーメのように振り袖を着崩した異相の美少女が使った方がいっそ自然に聞こえただろう。

「本来ならケジメとしてあたしらだけで命タマ取らなきゃなんないトコですが、生あい憎にくと魁国市の外で派手に動く訳にもいきません。ここは恥はじを忍しのんで貴婦人ダーメさんお抱かかえの腕うでっこき――〈黄昏ダスク〉の方々にお預けしますよ。もちろん、お手伝いはさせていただきますがね」

「変な意地や見み栄えを張らないのは素す敵てきね。よろしければ垂木さん、あなたも〈恩おん寵ちよう〉の候補に加えてあげてもいいのよ。綺麗な子って、わたくし大好きだから」

〈恩おん寵ちよう〉という言葉に、義貴のこめかみが引きつる。

「ありがたい話ですが、あたしらはあくまで魁冥寺の社長さんの下で働く身。本来なら直接貴婦人ダーメさんにお目通りかなうような立場じゃござんせん。〈恩おん寵ちよう〉って話なら、まずは魁冥寺の社長さんや坊ぼつちゃんからってのが筋でしょうよ」

「あら、残念」

　憧子が辞退すると、義貴は安あん堵どで胸を撫なで下おろした。

「じゃあ凌牙、あなたなら標的をどうやって片付ければいいと思う？」

「魁国市の高校に通ってんのに、この街で始末し損そこねたのは痛いです。明日あした以降また登校するのを待って同じ手でってのも間ま抜ぬけだ。〈王党派ロイヤリスト〉が首を突っ込んできてるのは確実ですからね。けど、連中は絶対的に人手不足だ。万全な迎げい撃げき態勢を取れるはずもない。だったら優先するのは時間。乱暴な手使ってでも、さっさと片付けるべきでしょう。えっと……巧こう遅ちより拙せつ速そくでしたっけ？　それです」

　凌牙が説明するのを、貴士は不快そうに、憧子は面白そうに聞いている。

「標的はまだ自分の力に気づいてないでしょうが、直接手を下すのは人間にやらせるしかないです。万一の用心に、血族のひとりでも付けてやれば充じゆう分ぶんかと」

「そうね。その線で進めて頂ちよう戴だい」

「人間にしかできないんだろ？　じゃあ俺も行くぜ。舐なめられたまま、黙だまってられるかってんだ！」

「駄目だ、貴士。市外ではもみ消しも難しい。お前は、魁冥寺家を継つぐ男だ。万一にも、経歴に傷を付ける訳にはいかん」

「俺にだってメンツがある。〈黄昏ダスク〉の連中にケツ拭われて、黙ってろってのかよ？」

　父が宥なだめても、貴士は眉まゆを歪めたまま反はん駁ばくする。

「元気な子は好きだけど、聞き分けのない子は嫌いよ、貴士くん」

　貴婦人ダーメが名を呼び、真っ赤な眼まな差ざしを向けると、貴士の全身が硬こう直ちよくした。顔を冷ひや汗でぐっしょりと濡ぬらし、立ちすくんだ膝ひざはがくがくと震ふるえ、強張った喉のどは小刻みに痙けい攣れんして言葉を放つどころか呼吸すらままならない。

　捕ほ食しよく者しやと対たい峙じした小動物が感じる根源的で絶対的な恐きよう怖ふ。それに貴士は囚とらわれていた。

「魁冥寺一族のこれまでの貢こう献けんを忘れた訳じゃないわ。でも、標的の始末は〈貴族派アリストクラシスト〉にとって大切な事。彼かれを殺せばわたくしたちはまた何百年か安心できる」

「……こ、殺せばいいんだろうが！　王ロードとか言っても、ただのガキだ！」

　首筋を押さえて、貴士はたどたどしく声を絞り出す。

　その瞬しゆん間かん、余よ裕ゆうを誇こ示じしていた貴婦人ダーメの眉根が寄った。

「忘れたの？　標的を、その言葉で呼んではいけないの。聞き分けのない子どころか、簡単な言いつけも守れない子はもっと嫌いなの、わたくしは」

　すっ――貴婦人ダーメが片手を上げる。

「お、お許しくださいっ！」

　跪いていた義貴がそのまま両手を突つき、額を床に擦こすりつける。

「礼れい儀ぎ知らずは自分がしっかりとしつけ直しますので、どうかこの場はお慈じ悲ひを！」

「……まあ、いいわ」

　許した――というよりは興ざめの表情で貴婦人ダーメは手を下ろす。

「魁冥寺家の奉ほう仕しは本当に評価してるのよ。先だっての女教師もなかなか美味だったし」

　貴婦人ダーメの小さな口くち唇びるをピンクの舌が一周した。粘ねん膜まくが濡れて、つやつやと光る。

「会社も役に立ってるし、義貴くんにはそろそろ〈恩おん寵ちよう〉を授さずけてもいいかも。そしたら、表の事を引き継ぐ貴士くんとは長いつきあいになるし、働いてもらわないと」

「ほ、本当ですか！」

　貴婦人ダーメが姿勢を変えないので、義貴は平へい伏ふくして彼かの女じよの足ではなくカーペットに口づける。上げた顔は、歓かん喜きの涙なみだで濡れていた。

　老人は深く眉を歪めたが、憧子はずっと芝居じみた微笑のまま。

　そして凌牙とパウラは、義貴に冷ややかな眼差しを向けていた。




「黎、少しつき合わないか。話がある」

　風ふ呂ろを済ませて部屋に戻ろうとしていた黎は、ＤＫにいる父に呼び止められた。

　先に入浴を終えた耕一郎はバスローブ姿で、ウォッカのグラスを傾かたむけていた。黎の方は就しゆう寝しん直前まで着き替がえないのが習慣なので、普通の部屋着のままだ。向かいに座すわると、由ゆ紀き恵えがフレッシュジュースのグラスを黎の前に置く。

　耕一郎の晩ばん酌しやくは珍しくないが、その席に呼びつけられるというのは初めてだった。

「今朝の続き、お前の進路の話だがな。研究者として、我が子にも同じ道に進んでほしい気持ちがないと言えば嘘うそになる。しかし、残念な事にお前は学者向きじゃない」

　耕一郎は苦笑した口くち唇びるを、透とう明めいなウォッカで湿しめらせた。

「えっ……？」

　自分で言うのも何だが成績は優秀だ。記き憶おく力りよくにも自信はあるし、資料調べや精査なども得意だと思っている。父の言葉は、黎の自己評価とは隔へだたったものだった。

「確かに知識はあるし万ばん事じ丁てい寧ねいだから、既き存そんの説を整理分類するのは向いているだろう。だが研究者に必要な欲望というか、闇やみ雲くもで根源的な好奇心とか、自分の説を究きわめたい、掘ほり下さげたいという情熱は、お前にはないだろう？」

「……そう……かも知れませんね」

　口に残った言葉の苦い後味を、ジュースを含ふくんで打ち消す。

「同どう僚りようも大半は学者馬ば鹿かだな。出世欲や名声欲が強い奴やつもいない訳じゃないが、お前はそっちの方も希き薄はくな質たちだ」

　また、苦笑で頷うなずくしかない。

　魁星で特待生になったのも、学費の負担を減らすのが目的。それ以外の面ではむしろ目立たないよう、波風を立てないよう心がけている。他人より抜きん出でたい、注目を浴びたいというような純じゆん粋すいな競争心は希薄だ。

　京香は明確な目標を持ち、実現のために着々と準備を進めているが、自分には彼女のような強い動機――復ふく讐しゆう心しんなどもない。たまたま思いついた園芸家や酪らく農のう家かを可能性として語った美紘の無む邪じや気きさとも違ちがう。

「芸術家はもちろん、政治家も駄目だな。調整役は務まるかも知れない。しかし成なし遂とげたい理想、達成したい目標を持たず、ただ『誰かの期待に応えよう』というだけで実務能力を振るえば、最悪のポピュリズムに堕だす危険もある。歴史上どころか、我々の身近にいくらでも実例がある話だ」

　口調は柔やわらかいが内容は辛しん辣らつ、しかも的確な耕一郎の言葉に、黎は口を噤むだけだ。

「引き取りたいという相談をした時、言った事を覚えているか？」

「はい」

　黎ははっきり答える。一字一句、忘れた事はない。

『君を養子にするのは、ただの同情や善意ではない。同じ血を持つ君が健康で、身近にいてくれるというのは私にとってもリスクを減らせるのだから。だから君も遠えん慮りよしないで、お互たがいにメリットある形で利用し合うと考えてくれればいい』

　耕一郎は、小学生の黎にそう告げたのだ。

「養子だからと無む闇やみに畏かしこまらないで欲ほしかったし、お前ならちゃんとこの説明の意味を理解してくれそうだと判断した。だが、私の想定よりも深く理解してしまったようだな」

「……そう、ですね」

　父と子は、苦く笑しようして顔を見合わせる。

　指し摘てきされた通りだ。耕一郎の意図を読み取ったからこそ、黎は配はい慮りよに感謝し、神鎚家に相応ふさわしい「息子」になろうと努力してきたのだ。だが、それが巡めぐりめぐって美紘が引きこもる遠因にもなった。それなのに黎は、相変わらず「良き兄」であろうとする事以外何もできない。

「例えば……そうだな。お前、目玉焼きは柔らかめの黄身で塩胡こ椒しようにするよな？　昔からそうだったか？　『親子らしく』なるよう、私の好みに合わせたんじゃないのか？」

　図星だった。子供の頃は固くなるまで熱を通して、味付けはウスターソースだった。

「最初のうち、父さんと同じにしようと意識したのは事実です。だけど、もう六年も続けてますから。今は素す直なおに塩胡椒の旨うまさがわかるようになりましたよ」

　微び苦笑で答えたのも、本心だ。

　変わろうと願って変わった結果も、今では己のあり方になっている。人間は、生きているものは、変化していくのだから。

「お互い、構えすぎていたのかも知れないな。『普通の家族』を目指してぎこちなく藻も掻がくのから逃にげて、一足飛びに『特別な事情はあるが、それを受け入れ昇しよう華かした家族』というスマートな結論に着地しようとしてしまった」

　傾けたグラスから、透明な液体が耕一郎の口へと流れ落ちる。

「お父さん、ペースが早いですよ」

　由紀恵が苦笑しながら、チェイサーのグラスとチーズの皿を並べる。耕一郎は「ありがとう」と小声で応えた。

「まあ、情けない父親だな。これを言うために、酒の力を借りたりして」

　くすっ――黎の口元が緩ゆるむ。

　ウォッカのストレートを好むだけあって、耕一郎はアルコールには強い。少なくとも黎は父が酔よって潰つぶれたり乱れたりという姿を見た記き憶おくはない。これも実際に酒の勢いを借りたというよりも「勢いを借りた」という言い訳というか、儀ぎ式しきが必要だったのだろう。

「月並みな言い方だが、お前が成人したら酒を酌くみ交かわしたいと思っている。その時には、無理にウォッカに合わせる必要はないぞ」

「はい」

　黎の実父も下戸ではなかったが、晩酌はビール程度だった。多分、自分もアルコールに強い体質ではないだろう。

「それで、だ。飲んでないお前に本音を強要するのは心苦しいんだがな。実際のところ、お前は将来どういう道に進みたいんだ？」

「わたしも聞きたいわ」

　母も興味深そうな表情で、父の隣となりに腰掛ける。

「そうですね……。本当に、何も考えてなかったんです。やっぱり、期待に応こたえようとする事に慣れすぎていたみたいで。美紘とは美容師なんて話もしましたけど」

　本心を包つつみ隠かくさず打ち明けると、胸の芯しんが少し軽くなったような気がする。もちろんこの瞬間から、何もかもが変化する訳ではない。癖くせがついて凝こった筋肉のように時間を掛かけて揉もみほぐしていかなければいけないだろう。

　それでも、変わっていくのだ。

「差さし迫せまった件ではあるが、まだ高二なのも事実だから。大学に入ってから考えたっていいし、一生の問題としてではなく当座の興味で決めるのも悪い事じゃない。幸い、我が家やにはその程度の余裕はあるしな」

「ありがとうございます」

　笑う父に、笑え顔がおで肯うなずく。

「お前だけじゃない。親としては子供に『こうなれ』って強制するんじゃなく、沢たく山さんの選せん択たく肢しを示して、子供自身がもっと多くの選択肢を探し出せるようにして、選んだ道を進む手助けをしてやれれば……それでいいと私は思ってる」

　空いたグラスに、透明なウォッカが注つぎ足たされる。

「黎。誰かの期待に応えようとするのは、素す晴ばらしい事だ。だが理想や目標、あるいは価値観や美意識、そういったものでもいい。自分なりの軸じくを持たなければ、期待してくれた人を巻き込んで、無自覚なまま不幸へ転がり落ちていく事になりかねない。力が大きければなおのこと、飛び火を受ける人間も多くなる。その事だけは忘れないでくれよ」

「はい」

　運命なんて存在しない。全すべては己の意思で切り開き、選び取れる――そんな楽観論には与くみしない。事故による実の両親との死別という、個人の力ではどうしようもない経験を既に味わっているのだから。

　降りかかった運命――あるいは状じよう況きようを受け止め、必要ならば抗あらがい、最善を尽つくす。

　それは黎自身が、高校で再会した京香を励はげます際に言った事でもある。だが、何が最善であるのかは自分で探さぐり、選ばなければいけないのだ。

「父さんが歴史学者になったいきさつとかきっかけとか、教えてもらえますか？」

　だから、まず指針を探すためのサンプルを求める。最も身近な、尊敬できる大人から。

「ああ、いいぞ。小学生の頃ころは読書嫌いで、外で遊び回ってばっかりでな」

「本当ですか？」

　生まれた時から学者風を吹ふかせていたような、現在の父からは想像もできない。

「父さんが終わったら、次はわたしも話そうか？　翻ほん訳やく家かになった理由」

　両親が笑い、和なごやかな会話が続く。

　いつかはこの席に美紘も加われば――黎はそんな風にも思う。「少し普通とは違う家族」としてリスタートするためにも。多分、それはそう遠い未来ではないはずだ。

「――っと。いかんな。もうこんな時間か」

　父が壁の時計を見た。ふたりの話を聞いているうちに、日付が変わろうとしていた。

「そろそろ切り上げないとまずいな。黎は明日も早いんだし」

「ですね」

　母がテーブル上のグラスを片付ける。

　その時――。

　ふっ！

　不意に、灯あかりが消えた。

「停電……でしょうか？」

　黎はカーテンに手を掛ける。外も真っ暗だ。近きん隣りんの家や街灯、全すべての光が消えている。

　首筋の毛が逆立つような感覚を覚える。

　不意の停電など、この家に住んでから初めてだった。単なる偶ぐう然ぜんの事故という事もある。しかし、うなじがヒリつくような感覚が拭ぬぐえない。

　取りあえず光を得ようと、柱に据すえてある非常用電灯に向かおうとする。

　玄げん関かんの方から荒あらっぽい物音が聞こえてきた。

　夕方尾行していた奴がここにまで来たのか？

　だがあの時の素人しろうとが、地域一帯の電源に細工するなんて大がかりな手を使うか？

　思考を巡らせている一秒の間に、音が伝わってくる。

　玄関のドアをこじ開け、そのまま家に上がり込んでくる。足音からすると複数、乱れがなく、早足だ。暗くら闇やみでも問題なく行動できるという事か？

「いたぞ、ここだ！」

　黒ずくめの一団が、ＤＫまで押し入いってきた。

「何だ、君たちは！」

「危ない、父さん！」

　毅き然ぜんと誰何する耕一郎の声と、黎の叫さけびが重なる。

　何者かはわからない。ただはっきりしているのは、周しゆう到とうな準備と明確な悪意を持って神鎚家に乗り込んできたという事実。対話や交こう渉しようは無意味。

「標的以外はどうします？」

「全員殺せ。働きがいい者には〈恩おん寵ちよう〉も考えてやるぞ」

　若い男の声が、闇の中で響ひびく。

「きゃあっ！」

　母の悲鳴が上がった。

　黎はやっと掴つかんだライトのスイッチを入れ、侵しん入にゆう者しやたちに向ける。

　浮うかび上あがった姿は五人。全員が特とく殊しゆ部隊めいた黒ずくめのコスチューム。そのうち四人は推測通り暗視ゴーグルらしき装備を着けている。そのひとりが、母の手首を掴んでねじり上げていた。

　残ったひとりだけが素す顔がおを晒さらしたままだ。年ねん齢れいは二〇代か。短く刈かった髪かみで、夕方尾行していた連中とは別人と判断できる。

　黎は躊ちゆう躇ちよせず、その素顔に向けてジュースの残ったグラスを投げつけた。

　恐怖はある。驚きよう愕がくもある。

　だが実父母を失って以来、黎は常に頭の片隅でさまざまな「危険」をイメージしてきた。道を歩いていて自動車が突っ込んできたら？　乗っている通学電車が脱だつ線せんしたら？　不意にチンピラに絡からまれたら？

　想像を繰くり返かえしたシチュエーションのひとつに沿って、身体からだは自然に動いてくれた。

　しかし素顔の男は左手を振り、飛んできたものを冷静に払い落とす。床ゆかに落ちたガラスが砕くだけ散ちる。

　それでも、全くの無む駄だではない。

　抵てい抗こうの意思を示した事で、ほんの一いつ瞬しゆん侵入者たちの動きが鈍にぶった。連中は訓練され統とう率そつされているが、経験が豊富な訳でも精神的に完成されている訳でもない！

　次にさっきまで座っていた椅い子すをつかみ上げ、母を拘こう束そくしている男目め掛がけて放ほうる。

　こっちは肩かた口ぐちに命中した。ショックと狼ろう狽ばいで緩んだ手から、由紀恵が逃のがれる。

「母さん、こっちへ！　早く」

「何をしてる！　さっさと片付けろ！」

「は、はいっ！」

　リーダーと思おぼしき素顔の男が声を荒らげ、暗視ゴーグルの部下が答える。

「黎！　美紘を連れて逃げろ！」

　耕一郎が暴漢たちに飛びかかる。

「父さん！」

　自分がどう動けばいいのか。それは何度も想像してきた。しかし父の行動は予想していなかった。

　親として、危機の際には自身より我が子を守ろうとするのは、不思議ではないのに。

　聞こえたのは、短い呻うめき。

「ぐ……ぁっ！」

　黎は、見た。

　素顔の男の手にあるナイフが、父の腹を抉えぐったのを。

　易やす々やすと貫つらぬかれたバスローブは腹部から溢あふれた血で真っ赤に染まっていく。

　次は母だ。

　黎に向かう別の男を阻はばもうとした由紀恵の喉が、長い刃やいばのナイフで切きり裂さかれる。

「父さん、母さんっ！」

　叫びは、己の奥おく底そこから噴ふき上がっていた。冷静ではない。合理的でもない。ただの激情の発現として。

　暗視ゴーグルが、ナイフを手に近づいてくる。

　落ち着け、考えろ、思い出せ、冷静になれ、行動しろ！

　父は殺された。母も死んだ。

　怖おそれは感じている。鼓こ動どうは激しさを増し、気を緩めると膝が崩くずれて歩けなくなりそうだ。

　だが、それ以上に怒いかりを感じている。噛みしめた奥おく歯ばが砕けそうな程に。両親の仇かたきをずたずたに引き裂いてやりたいという衝しよう動どうは、胸の中で渦うず巻まいている。

　それでも優先すべきは美紘と自分の命だ。

　怒りと悲しみで赤黒く染まっていく脳の中に、強ごう引いんに理性の領域を切り分ける。知識と観察眼と判断力をフル回転させ、行動に直結させる。

　テーブルを蹴けって滑すべらせ、相手の腹にぶつける。動きが止まった隙すきに、手近な消火器を頭目掛けて叩たたきつける。

「ぐほっ！」

　空気が漏もれるような声を上げて、男が倒たおれた。

　装備しているのはゴーグルだけで、ヘルメットなどの防具はない。家庭用の小型でもボンベはスチール製で三キロの重さがある。

　躊躇はなかった。相手が死傷するリスクは計算に入れた。それでも己と美紘の生存が最優先だ。

　男の手から零こぼれて床を滑ってきたナイフを拾い上げて後ずさり、玄関ではなくリビング側に通じる扉とびらから逃げる。少しでも時間を稼かせぐため、蹴ってドアを閉じる。

「家族だけ殺して、肝かん心じんの標的を逃がしてどうすんだ！　追え。とどめを刺させ！」

　リーダーが命じる声が聞こえる。

　やはり狙ねらいは自分。夕方の連中と根は同じか。

　衝動に身を委ゆだねるな。

　戦力は相手が上だ。闇雲に反撃しても勝ち目は薄うすい。今は美紘と一いつ緒しよに逃げる。敵の正体や真意を探って反撃のチャンスを見み出いだす。絶対に法の――あるいはそれ以上の裁きを受けさせる！

　誰だれかの期待に応えるためではない、神鎚黎自身の願い。

「お兄ちゃん？　何なの？」

　スマートフォンをライトにして、美紘が恐るおそる階段を下りてきた。

　音だけなので、状況を理解していないのか。

「馬鹿、こっちに来るな！」

「え？」

「いいか、美紘。勝手口に向かえ。そこから逃げるんだ！」

　敵の規模は不明だが、この場に動員しているのは恐らく五人だけだ。裏口に人を配置しているのなら、最初から挟きよう撃げきもできたはず。

「待て！」

　ゴーグルの群れが追いかけてくる。ひとりが、ナイフを投げる。

　咄とつ嗟さの苦くるし紛まぎれだ。標的には命中しない。

　黎の肩かたをほんの少し掠かすめただけで――標的でないものに突き刺さった。

　美紘の、脇わき腹ばらに。

「あうっ！」

　漏れた悲鳴は、短かった。

「美紘っ！」

　倒れる妹を抱だき留とめる。華きや奢しやな身体が、今までのどの瞬間より儚はかないものに思えた。流れ出る血が、黎を真っ赤に染めていく。

　出血量が多い。跪いて身体を抱き寄よせ、圧あつ迫ぱく止血を試みるが、どくどくと脈動する熱く滑ぬめる感かん触しよくが手に伝わるだけ。切れたのは動脈だ。既に顔色は白く、呼吸は浅くて速い。

「止まれ！　止まれ！」

　叫びが口を突いて飛び出す。

　傷口の血管を強く押おさえる。やり方は間ま違ちがっていない。対処としてはベストのはず。だが、正確な知識に基もとづいた適切な行動だけでは、転がり落ちる現実の重さと大きさを止められない。

　流出する熱く赤い血が、黎に染しみ渡わたっていく。

「手こずらせやがって」

　嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべ、暗視ゴーグルの三人がじりじりと近寄ってくる。消化器の一いち撃げきで気絶したか、あるいはそれ以上の怪我けがをしたのか、もうひとりは倒れたまま。

　そして、素顔の男はまだＤＫから動かない。

「お……にい……」

　消え入りそうな声で、美紘が呟く。言いたいのは「助けて」か「逃げて」か。

「しっかりしろ！　お前は、僕が守ってやるからな！」

　膝に美紘を乗せ、左手で傷口を押さえ、右手は拾ったナイフを握にぎりしめる。

　だが、どうすればいい？

　人数も武装も相手が上。こちらは怪我人を抱えていて動く事もできない。

　時間を稼げば騒さわぎに気付いた近所の人の通報で警察が駆かけつけるかも知れないが、それまで持ちこたえられるか？　いや、まだ来ていないという事は、電話にも何らかの妨害が施ほどこされているのかも知れない。

「来るな！　この家から出て行け！」

　明確な意図があった訳ではない。激情に駆られて叫んだだけだ。

　だが、この言葉に反応する者がいた。

「う……うう……」

　ＤＫに残ったままのリーダーが呻き、頭を抱えている。まるで己の身体が自由にならないようなぎくしゃくした動きで、じりじりと玄関に向かって後ずさっている。

「た、隊長！　しっかりしてください！」

　敵のうちふたりが、リーダーに飛びついて強引に押さえつけようとしている。

　何だ、これは？

　いきなり我わが家に押し入り、両親を殺した敵だ。こんな言葉で怯ひるむはずはないし、殺そうとしている標的に従うはずなどない。それなのに何故なぜあいつは出て行こうとしている？　それ以前に、どうしてあの場所から動かない？

　一秒の間に、黎は己の記憶を走査する。

　二階から美紘が下りてきた時、自分は何と言った？

『馬鹿、こっちに来るな』だ。

　次の言葉とは違って、主語はつけていなかった。

　それが、敵の隊長への命令として有効だった？

　荒こう唐とう無む稽けいな想像だ。だが、現状が理不尽で異常なのだ。不自然な状況ならどれほど不自然な可能性でも試ためしてみる価値がある。自分が生き残り、美紘が助かるチャンスが少しでも増えるのなら！

「隊長！　他の連中を排はい除じよしろ。僕ぼくを守れ！」

　高らかに命じる。

「う……うぉおっ！」

　隊長は苦く悶もんし、自分を押さえている部下ふたりを振り払はらった。

　意思と命令の間でせめぎ合っているのか、糸の絡んだマリオネットめいた動きだ。

　片かた腕うでで部下のひとりの首をつかみ、高々と持ち上げる。

　人間離ばなれした腕わん力りよくだ。

「慌てるな！　予定通り対処するんだ。まさか、使う羽目になるとは……」

　部下のひとりが、ポーチから大型の無針注射器のようなものを取り出だした。どうにか飛びついて隊長に押し当て、薬液を注入する。

　一本だけでは足りないのか。続けてもうひとりも同じようにした。

「あがっ！　あがががっ！」

　隊長の喉から引きつったような声が漏れる。

「そいつらを倒して、僕たちを守れ！」

　黎は更さらに命じる。

　その言葉に従おうとしているのだろう。隊長が藻掻く。だが、薬が力を抑えているのか。ふたりがかりの拘束を振り解ほどく事はできない。

　間違いない。自分には隊長を従わせる力がある。敵はこれを知っていて、だからこそ殺そうとしているし、事前に対策もしてきたのだ。

　何故隊長だけなのか？

　異様な腕力や暗視ゴーグルを着けていない事とも関係があるのか？

　生き残りの道を探って、思考の断だん片ぺんが脳のう裏りに閃ひらめく。

　だが、黎の眼前に、最後に残った自由に動ける刺し客かくが迫ってくる。

「お、俺おれがとどめを刺せる。最高の手て柄がらだ。〈恩おん寵ちよう〉だって受けられるかも……」

　恐おそらくは襲しゆう撃げきメンバーの中で一番の下したっ端ぱで、だからこそリーダー対策ではなく黎へと割り当てられたのだろう。口調に高こう揚ようがはっきりと現れている。

「来るな！」

　声に出して威い圧あつするが、相手には通じない。

　駄目か。これが限界か？

　抱きしめた美紘の身体から流れ続ける血の熱さと滑ぬめりを腕に感じながら、黎は座ったまま脚あしを蠢うごめかせてじりじりと後ずさる。

　いや、まだだ。最後の瞬間まで諦あきらめるな。状況を覆くつがえす意思を放ほう棄きするな。

　敵から目を逸そらさず、美紘を支え、右手だけでナイフを握り締しめる。手が妹の血に濡れているせいで感触は頼たよりない。しかも怪我人を抱えているから動きは不自由だ。

　相手が襲おそってきた時、カウンターで反はん撃げきして仕留める――勝機があるとすればその一点だけ。自分にそれが可能なのか？

　いや、可能にする。実行するしかない。

　その時――。

　窓ガラスが砕けた。

「何だっ？」

　黎たちに迫る敵の視線が、一いつ瞬しゆんそちらに逸れた。

　飛び込んできたのは、口輪とハーネスを着けた大型犬。そして、それに続いてゴシックロリータファッションの少女。薄うす闇やみの中で、銀河のように煌きらめく長い髪。

　少女の手には、まるで西洋の衛兵が扱あつかうような長い鉾槍ハルバードが握られている。

　声もなく、それが振ふるわれる。

　黎に迫る男の首が、先せん端たんの斧ふ刃じんで切り裂かれた。

　スプレーのように鮮せん血けつを噴出させながら、敵が倒れる。

　同時に、黒いウルフハウンドが黎を守るように傍かたわらに立つ。

「き、貴様……〈王党派ロイヤリスト〉か？」

　リーダーを押さえている男が呻く。

　銀髪の少女は微び笑しようでその問いに答え、更に鉾槍ハルバードを振るった。

　狭せまい室内でも武器の長大さは障害にならない。

　彼女の身長よりも長い鉾槍ハルバードの柄えだが、中国武術の多節棍こんのように無数の関節で滑なめらかに折れ曲がっているのだ。

　先端の槍やりが、鋭えい利りな斧刃が、リーダーに纏まとわりつく男たちの延えん髄ずいを抉り貫き、脳天を叩き割わる。

　複雑極きわまりない不安定な武器を精せい妙みようにコントロールした、文字通りの一撃必殺。
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　黎は気づいた。

　鉾槍ハルバードの先端は、普ふ通つうの形状ではない。磔たつ刑けいの聖者を象かたどった十じゆう字じ架かを土台に、三方に刃を取り付けた異様な造形だ。

「……き、貴様ぁっ！」

　自由になったリーダーは怒ど号ごうを上げると手のナイフを捨て、別の武器を構える。さっきまでと似た形状の刃は物ものだ。大きさもほとんど変わらない。強しいて違いを見出すなら、金属の色合いが多少違うだけ。

　何のために持もち替かえたのか。

　同時に、ゴーグル無しの両眼が赤い燐りん光こうを発した。犬歯が鋭するどく伸のびて口からはみ出す。筋肉が盛り上がってレザージャケットを内側から引ひき裂く。否いや、筋肉だけではない。明らかに骨格も拡大して、身長も体重も増している。

　人間ではありえない、それどころか物理的に不可能な現象。

「戦せん闘とう形態への変へん貌ぼう――重要な仕事を任されるだけあって、単なる小物ではないようね」

　鉾槍ハルバードの少女が評するが男は答えない。

　小こ柄がらな娘むすめと怪かい物ぶつじみた巨きよ漢かん。武器の違いはあれど、普通なら勝負は明らかだ。しかし、この場に「普通」など微み塵じんも存在しない。

　黎が隊長に向けて放った言葉は「他の連中を排除しろ。僕を守れ」だ。先に口にした「この家から出て行け」という両立し得ない命令は、上書きで無効になった公算が大きい。

　倒すべき三人が死んだから、自由に行動できるようになったのか。

　思考し、行動し、状況を打開するための手を打つ。

　隊長にまた何か命じるべきか？

　恐らく少女は味方。ただの人間ではなく、隊長と同質の存在。人間離れした戦闘能力はそう考えた方が自然だ。ならば自分の「言葉」がどういう効果を持つのか不明なままの下手な干かん渉しようは、彼女の危険を招く恐れがある。

　軽挙せず、ギリギリまで観察し、必要なタイミングで必要な言葉を放つ。

　少女と隊長の戦いを見つめながら、右手のナイフは放さず、美紘の傷を押さえ続けるのも忘れない。

　だが、左手に感じる血流はかなり弱まり、体温もはっきりと下がっている。息づかいはほとんど聞こえない。

「がぁっ！」

　獣けものめいた叫びで、リーダーは少女に襲い掛かる。身を低く屈かがめて鉾槍ハルバードの横薙ぎを躱かわし、素す早ばやい足取りで華奢な身体へと肉にく薄はくする。

　少女が手首を返すと、多節の柄が巻き取られて組み合いの間合いまで縮んだ。

　キィンっ！

　磔刑像が刻まれた斧おのが、突き出されたナイフを受け止める。

　スカートを翻ひるがえして細い脚が躍おどった。ムエタイスタイルのコンパクトにしなるキックが密着距きよ離りのリーダーを蹴り飛とばす。ピンボールのように弾はじかれた巨きよ体たいが、壁かべに激げき突とつする。

「はっ！」

　リーダーが立ち上がる前に、少女は棹さお状に戻もどした鉾槍ハルバードを真まっ直すぐに突き出す。

　先端の槍どころか、その先の斧までが男の腹に深々と突き刺さる。しかし、男は腹を貫かん通つうされながら強引に前進して右手のナイフを差し伸べる。

「隊長、ナイフを捨てろ！」

　黎は叫んだ。主語を明確に、具体的な内容で。

　錆さびついたバネ仕じ掛かけを思わせるぎこちない動きで男の指が開き、手の中からナイフが落ちる。空っぽになった手が少女の胸に迫り――しかし届かずに止まる。

　ふっ――嘲ちよう笑しようか、安あん堵どか。

　短く息を吐はくと少女は数歩後ずさり、グリップを操作した。胴どうを貫いていた鉾槍ハルバードが蛇へびのようにくねって手元に戻っていく。

　隊長の腹に空いた大穴から流れて出していたのは、普通の血ではない。赤い事は赤いが、黒っぽく濁にごって粘ねん性せいの高い液体だ。膝ひざを突き、手を突き、完全に倒れる前に男の肌はだは茶色く乾かわいたものに変質して崩れ落おちていく。抜ぬけ殻がらになった裂けたジャケットが、ふわりと床に落ちて褐かつ色しよくの灰に重なる。

　夕方の尾び行こうや襲撃を受けた事は、まだ想像のうちだった。経けい緯いや背景は不明でも犯罪や事件に巻き込まれるのはあり得ない話ではない。かつて実の両親を奪うばった交通事故のように。あるいは統計の中に紛れてしまう若い女教師の失しつ踪そうのように。

　しかし物理法則を破って変化した男の肉体が、生物ではあり得ない形で崩ほう壊かいするなどというのは、さすがの黎も想像していない事態だった。

　いや、惚ほうけている場合じゃない――己おのれに警告する。

　どれほど異常な事態でも両親が死に、妹が死にかけているというのは紛れもない現実だ。

　考えなければならないのは、どうやって美紘を救うかという一点。

　思考を絞しぼろうとする黎の前に、銀ぎん髪ぱつの少女が歩み寄ってきた。片かた膝ひざを突つき、武器を傍らに置いて頭こうべを垂れる。

「わたしはリーリヤと申します」

　見た目の通り日本人ではないらしい。名前からするとスラブ系か。

「遅おそくなって申し訳ありません。貴方あなたを救出に参上いたしました、我らが王ロード」

　流りゆう暢ちような日本語で告げる少女の口くち唇びるから、白い犬歯が僅わずかに覗のぞいた。

「王ロード……？」

「貴方こそ、わたしたちが長きに渡り待ち続けていた新たな君主なのです。神鎚黎陛下」

「……君は、僕の名前を知っているのか？」

「疑問もあおありでしょうが、まずはわたしとふたりでこの場を離はなれてください。暗殺失敗を知った〈貴族派アリストクラシスト〉が次の手に出る恐れもあります。留とどまるのは危険です」

「ふたりで……？　妹がいるんだ！　まだ生きてる！　美紘も一緒に！」

　叫ぶ。

　抱きしめた腕うでに感じる体温は、既すでに温ぬくもりとは呼べないほど。出血が収まったのは止血が効果を上げたのではなく、流れ出るものが枯かれかけているからだ。今から病院に運んでも助かる可能性は小さい。既に力ちから尽つき、ただ完全な死に向かって転げ落ちている途と中ちゆうなのは理性ではわかっている。

　言葉の通り、まだ生きているだけ。次の瞬しゆん間かんはわからない――いや、もうすぐ確実に絶命する。

　それでも、言わずにはいられなかった。

「……残念ですが、普通の方法ではもう……」

　リーリヤは悲しげに首を振る。

「そういう言い方をするという事は、助けられる普通でない方法があるんだろう？　お願いだ、頼たのむ！　美紘を救ってくれ！」

　黎が口走った直後、リーリヤの身体がびくんと震ふるえた。

「承知いたしました、我らが王ロード」

　虚うつろな口調で答え、リーリヤは左手で銀髪をかき上げながら美紘に口くち唇びるを寄せた。

　白い首筋にそれよりさらに白い牙きばが触ふれ、滑らかに突き刺さる。

　待て――その言葉は、黎の喉のどに凍こおり付ついて外には出なかった。

　一瞬で理解する。自分は、命じてしまった。敵である隊長を支配したのと同様、リーリヤも「救え」と命令を受ければ、実行してしまうのだ。

　牙と傷口の僅かな隙すき間まから細く赤い線が肌の上に引かれていく。真っ青だった美紘の顔に微かすかな赤みが差していく。止まっていた胸に動きが戻り、穏おだやかに上下を始める。気がつくと、ずっと押さえ込んでいた傷口さえ塞ふさがっていた。

　身を起こしたリーリヤは立てた小指で赤く濡ぬれた口くち唇びるをすっと拭った。見ると、さっきまで牙が刺さっていた美紘の首筋にも、うっすらしたふたつの痕あとしか残っていない。

「……君は……」

「ご明察の通りです、我らが王ロード。わたしは吸血鬼ヴアンパイアと呼ばれる存在です。そして、妹君もそうなりました」

　告げられた言葉に背筋が冷たくなっていく。

　吸血鬼ヴアンパイア――現実離れした言葉も、この状況では信じるしかない。絶命寸前だった美紘が蘇そ生せいしたのだ。

　だが、目を覚まさない。

「美紘！　大だい丈じよう夫ぶか、美紘？　目を開けてくれ！」

　呼びかけるが、反応はない。

　妹が吸血鬼ヴアンパイアになったというのなら、血を与あたえればいいのか――思い立ち、ナイフで己の指先を傷つける。血が溢れ出でる人差し指で美紘の口くち唇びるに触れる。冷たくも柔やわらかく湿しめり、微かに震える感触を覚え、思い切って第二関節までを口中に差し込む。

「おやめください、我らが王ロード。妹君が目覚めないのは奇き妙みような事ですが、陛下の血では効果がありません」

　それよりも急いで離り脱だつしましょう。妹君もご一緒に――そうリーリヤは告げた。

「何故だ？　どうして僕の血は無駄だと？」

「それは、貴方が王ロードであるからです」

　吸血鬼ヴアンパイアの存在を事実として受け入れてなお、少女の答は要領を得ないものだった。







第三章　永く紅い系譜







　目覚めない原因は不明。ここでただ覚かく醒せいを待つのは危険。美み紘ひろも一緒に連れて行くので、隠かくれ家がへの待たい避ひを優先。時間が惜おしいので両親の遺体は放置しますがご容よう赦しやを。

　幾いくばくかの冷静さを取とり戻した黎れいはリーリヤの提案に従った。敵の再来が危険なだけでなく、警察が駆けつけたとしても非現実的な話を信じてもらえるとは思えない。むしろ面めん倒どうが増えるだろう。

　リーリヤが運転するワンボックスカーは黎と美紘、それに黒犬サクラムを乗せて夜の道を走っていく。

「……免めん許きよはあるのか？」

「いいえ。ですが運転には慣れてます。わたしは一〇〇歳さい程度。〈王党派ロイヤリスト〉の中では新参ですが、御おん身みをお守りするために必要な技術を身につける程度には生きております」

　黎の疑問に、リーリヤはあっさり答える。

　三〇分ほどでたどり着いたのは、郊こう外がいにある貸倉庫群の一角だった。リーリヤが案内した「隠れ家」は倉庫のひとつで、ベッドやピクニック用の折りたたみテーブルと椅子、更には簡易シャワーや仮設トイレまで用意されていた。食料や日用品なども備え、数日間完全に籠こもっているのも可能だという。

「仲間が用意しました。整ったのはほんの数日前で……。間に合ったのは何よりです」

「その仲間、というのは？」

「陛下をお守りすべく密ひそかに付き添そっていたのですが、今日――いえ。既に昨日ですか。夕方に御身を狙った〈貴族派アリストクラシスト〉の襲撃を防ぐため……」

「犠ぎ牲せいになった……という事か？」

　黎の問いかけに、リーリヤは小さく頷うなずいた。

　やはり気のせいではなかった。三人の尾行は夜の襲しゆう撃げき者しやの仲間で、黎を殺すためにつけていた。リーリヤの仲間が、身を挺ていしてそれを食い止めてくれたのだ。

　今まで知らなかっただけで、既に自分を守るために命を落とした者がいる。

「血族――吸血鬼ヴアンパイアは強い再生能力を持っていますし、自然死する事もありませんが、不死身という訳ではありません。弱点を突けば、普通の人間でも殺傷は可能です」

「強い再生能力……か」

　部屋の隅すみで、簡素なパイプベッドに横たわっている美紘に目を遣やる。

　安らかに眠ねむっているが、まだ目覚める気配はない。口くち唇びるには、黎が押しつけた指先の血が少しこびりついている。傍らでは、黒犬サクラムが護衛のように控ひかえていた。

「あ、そうだ。まだきちんとお礼を言ってなかったな。ありがとう、リーリヤ」

「そんな、もったいないお言葉を」

　背筋を伸ばし頭を下げると、リーリヤの顔に戸と惑まどいが浮かぶ。

「僕と妹が、君のおかげで助かったのは紛れもない事実だ。僕を守るために死んだ者までいるというのなら、いくら感謝しても足りない」

　半ばは、己に言い聞かせるために口にする。

　まだわからない事が多すぎるし、突とつ然ぜんの出来事に当とう惑わくもしている。両親の死には怒りも感じている。だが、その感情を整理するために、まずは状況を理解しなければ。

　命を救われたら相応の返礼をする――黎にとっては、初めての事ではない。

「……そんな……。わたしが後手を踏ふんだばかりにご両親は助けられませんでしたし、妹君にしてもあの状態で……」

「君の責任じゃない。僕が命じたから、逆らえずに救った――そうだろう？」

　リーリヤが頷く。

「まずはいろいろと教えてくれないか？　吸血鬼ヴアンパイアとは何なのか。どうして僕が『王ロード』と呼ばれるのか。まさか、僕も吸血鬼ヴアンパイアなのか？　〈王党派ロイヤリスト〉や〈貴族派アリストクラシスト〉というのは？」

　小型冷蔵庫からミネラルウォーターのボトルを取り出して喉を潤うるおし、テーブルに着く。

　命令ではなく質問になるよう、言葉は慎しん重ちように選んだ。強制はしたくないという気持ちもあるし、「どの程度で効果を持つのか」を実験する意図もある。

「陛下は吸血鬼ヴアンパイアではありません。正しよう真しん正しよう銘めいの人間です。吸血鬼ヴアンパイアが『王ロード』になる事は決してあり得ません。順を追って説明した方がいいでしょうね」

　話が長くなるからか、リーリヤは向かいの席に座すわった。

「まず吸血鬼ヴアンパイアについてお話しした方が理解しやすいでしょう。基本的な性質は伝承やフィクションと大差ありません。伝説の方が、後に断だん片ぺん的てきな事実から生まれたからですが」

　不死身と言えるほどの再生力と生命力を持ち、筋力も敏びん捷しよう性せいも常人を上回る。様々な特殊能力も有するが、陽光などの弱点も多い。そして人間の生き血を活力源とし、吸血行こう為いによって人間を同族に変質させる事もできる。リーリヤが美紘にしたように。

「これらの要素は確実に共通していますが、能力も弱点も個体差があります。例えば陛下を襲った〈貴族派アリストクラシスト〉は肉体を変化させましたが、わたしにはあれは不可能です」

　一いつ般ぱん的てきな傾けい向こうとして、能力が強く豊富なほど弱点も多くなる。リーリヤ自身特殊能力は乏とぼしい反面太陽への耐たい性せいは高く、白昼は辛つらいが夕暮れ程度なら問題なく行動できると付け加えた。

　だからこそ黎の保護という「昼間も活動する役目」を任され、来日したのだ。

「陽光ともうひとつ、全すべての血族に致ち命めい的てきなのは〈穢れし白銀アルゲントウムルトウレントウス〉という合金です。普ふ段だんは〈穢銀アルゲントウム〉と呼んでいますが、これによる傷は決して再生しません。わたしの〈敵意の聖像ホリステイス〉――あの鉾槍ハルバードの刃も〈穢銀アルゲントウム〉で作られています」

「そういえば、あれは十字架の形をしていたな。問題ないのか？」

「宗教シンボルを忌き避ひする者は、絶無ではありませんが少数です。特に、原種やそれに近い古い個体には無効です。何しろ吸血鬼ヴアンパイアの歴史はキリスト教より古いのですから」

　そのままリーリヤは吸血鬼ヴアンパイアの起源について説明を始めた。

　今から一万五〇〇〇年以上昔――いわゆる黄河文明に数千年先さき駆がけて、現在の中国東岸を中心に高度な文明を有する王国が存在していた。

「吸血鬼ヴアンパイアとは、その国の王が人間を素材に作り出した一種の生物兵器なのです」

　黎は無言で頷く。一万五〇〇〇年前の古代文明というのは俄にわかには信じられないが、生物兵器というのはむしろ納なつ得とくできた。

　兵器は危険でなければ無意味だが、同時にその脅きよう威いが己に向けられるリスクも想定しなければいけない。伝えられる吸血鬼ヴアンパイアの強力さと弱点の多さ、しかもそのどちらも「人間」の社会や文化に依い存そんするというあり方は、自然に進化した生き物としても、吸血鬼ヴアンパイア自身が望んで到とう達たつした姿だとしても無理がある。しかし、最初から管理できる人工物として設定されたのならある意味合理的だ。

「兵器でも意思や知性を持つ生物なら、反乱や技術盗とう用ようのリスクもある。様々な弱点や制限を組み込んでおくのは一種のセキュリティという訳か……」

「ええ。そして王は――最初の王ロードは、吸血鬼ヴアンパイアに対して最も強固な鍵かぎを設定したのです」

　言い直したのは、現在の「王ロード」である黎と区別するためか。

「わたしたち吸血鬼ヴアンパイアには『王の血』を感知する能力が備わっています。その血を持つ方に直接危害を加える事は叶かなわず、発せられた命令には絶対に従わねばなりません。それは本能よりも強い――生理的な制約と呼んだ方がいいものです。そして王ロード自身は吸血鬼ヴアンパイア化に絶対の免めん疫えきを持っていますし、王ロードに対し吸血を試みるのも不可能なのです」

　黎が美紘に血を与えるのを「無駄」だと言ったのも、それが理由だという。

「王の……血」

　神み鎚づち家を襲ったのがリーダーを除いて人間ばかりだった事。自分が口走った言葉に敵のリーダーが従った事。王の血の力だとすれば、辻つじ褄つまは合う。

　だが、それは疑問をひとつ先送りにしただけだ。

「古代の王は慎重――というより猜さい疑ぎ心しんの強い方だったそうです。吸血鬼ヴアンパイアを従わせられるのはあくまで自身の血のみ。家族親族にも限定的な支配権さえありません。吸血鬼ヴアンパイアは敵国と戦うだけでなく、身内の反逆や暗殺への対策としても考えられたのです」

　黎が疑問を口にする前に、リーリヤは説明を続ける。

　吸血鬼ヴアンパイアの能力は軍と軍が正面でぶつかるような戦いより、諜ちよう報ほう・謀ぼう略りやく・暗殺・そして反乱対策向きだ。制限つきだが人間に紛れて活動できるし、「敵国の首脳」や「有能だが叛はん意いを持つ部下」を絶対の忠臣に変えられるのだから。

「王は紛れもない人間、つまり定じよう命みようの存在だ。なら、王の死後はどうなったんだ？」

「まさしく、貴方が危き惧ぐした通りの事が起きました」

　黎が口にしなかった想定を読み取って、リーリヤは答えた。

　あくまでも個人の才覚と権力に固こ執しつする王は、老ろう齢れいになっても吸血鬼ヴアンパイアたちに課した制限を解除も変へん更こうもせず、自ら吸血鬼ヴアンパイアに変じて永遠の命を得る事もできなかった。

「吸血鬼ヴアンパイアを生み出した叡えい智ちも、人のままで不老不死になる術すべを見いだすには至りませんでした。足あ掻がいた末に何の遺ゆい言ごんも残さずに王が崩ほう御ぎよすると、吸血鬼ヴアンパイアたちは二派に分かれたのです。それまでの絶対的な命令から解放され、自ら支配者になろうとする者たち。もう一方は不自然な人工物の宿しゆく業ごうを受け入れ、残された国と人間を守るべきという者たち」

　同族であるが故に弱点も能力も知り尽つくした同士の戦いは激化の末、双そう方ほう壊かい滅めつの痛み分けに終わり、文明そのものも痕こん跡せきさえ残さずに消しよう滅めつした。

「争あらそい続ける力さえ失った生き残りの吸血鬼ヴアンパイアたちは、それぞれの思惑を抱いたまま各地に散っていきました。人間を支配する野望を捨てず、力を蓄えて再起しようとする者たちは〈貴族派アリストクラシスト〉となり、吸血鬼ヴアンパイアの本分に従って〈貴族派アリストクラシスト〉の横暴を食い止めようとする者たちは〈王党派ロイヤリスト〉を名乗るようになったのです」

「そこまではわかった。けど、どうして僕が『王ロード』なんだ？　Ｌｎ－エルエヌバーは確かに珍めずらしい血液型だけど、全世界で僕だけって訳じゃない。現に、同じ血を持つ父を手に掛かけたのは〈貴族派アリストクラシスト〉の吸血鬼ヴアンパイアだった」

「古代の王が設定した条件の詳しよう細さいは最も古い血族にも伝わっていませんし、後代の研究でも解明されていません。しかし長い時間の中、無数に近い試行の結果として偶ぐう然ぜんに『王と同一の血を持つ者』が生まれる事はあり得るのです。Ｌｎ－エルエヌバーの中でも、ごく希まれに」

　過去にも何人かの「王ロード」が人の世に顕けん現げんした。ある者は〈王党派ロイヤリスト〉に助けられ人生を全まつとうした。別の者は〈貴族派アリストクラシスト〉の刺客により命を落とした。支配を目指す〈貴族派アリストクラシスト〉にとって、自分たちの上に無条件に君臨する「王ロード」は存在自体が許しがたいのだ。

「両派ともそれぞれの情じよう報ほう網もうで世界中から『新たな王ロード』の情報を収集しています。閣下の場合も、新生児検査でＬｎ－エルエヌバーと判明した時点で調べられ、該がい当とう外と判断されました。ところが二か月ほど前、自己血保存の際に偶然『王の血』であると判明したのです。最初の検査に見落としがあるとは思えないのですが……」

「……多分、輸血が原因だ。僕は父から大量の輸血を受けている。それが原因で体質が変化し、後天的に条件を備えたのかも知れない」

　数秒の思考の末に、推測する。

　現代医学では検知できない「何らかの要素」が六年がかりで黎の血を変えたとすれば、一応の辻褄は合う。黎の実の両親も普通の血液型だったし、耕こう一いち郎ろうの実子である美紘も当たり前のＡＢ型だ。Ｌｎ－エルエヌバーの発現には隔かく世せい遺伝や突然変異など複雑な条件が多く関かかわっていて、完全には解明されていない。

　言いい換かえれば〈貴族派アリストクラシスト〉にとっても「王の血」を根絶させる方法がないという意味でもある。Ｌｎ－エルエヌバー以外からでも条件を有した者が生まれるのだから、完全に芽を摘つむには人類を絶ぜつ滅めつさせるしかない。しかし人間の血に依存する吸血鬼ヴアンパイアにそれは不可能だ。

「つまり、僕が王ロードと呼ばれるのは全くの偶然の結果か」

　あるいは実際に最初の王の血を引いているのかも知れない。だが、一万五〇〇〇年の間に重ねた世代の数を考えれば、無意味なレベルに希き釈しやくされているはずだ。

「そういう事になります。貴方ご自身には何の責任もなく、わたしたち吸血鬼ヴアンパイアの抗こう争そうに巻き込んでしまった事は、お詫わびの言葉もありません」

「言っただろう？　謝あやまる必要はない」

　謝罪するリーリヤに、きっぱりと言い返す。

　この身体からだを巡めぐる「王の血」は偶然ではあっても、単なる遺伝ではない。耕一郎が、血を分わけ与えて命を救ってくれた結果だ。それを、悲劇や不幸だとは思いたくなかった。

「しかし、わたしたちが力及およばず、ご両親を守り切れなかったのは事実です。この失態、どれほど詫びても償つぐないきれるものではありません」

「それが失態だというのなら、まず責められるべきは僕だ。僕が、自分の――『王の血』の効果にもっと早く気づいていれば……」

「予備知識が一いつ切さいない状態で、あれだけの事ができたのは称しよう賛さんに値あたいします。貴方が力を使って敵を食い止めなければ、わたしも間に合わなかったかも知れません」

「……そう言ってもらえると、少しは気が楽だな」

「えっ？　いえ、そんな……」

　ふと零こぼした言葉に、リーリヤが意外なほど恐きよう縮しゆくする。

「そうだな……。最善を尽くして、それでも届かなかったのだから、次は今のベスト以上の事を実行するだけだ」

　自分を苛さいなむのも、リーリヤを憎にくむのも同じ事だ。やり場のない感情を、ただ手近で責めやすい対象にぶつけているだけ。

　真に憎ぞう悪おすべきは、父と母を奪った〈貴族派アリストクラシスト〉。

　怒いかりを濃のう縮しゆくし、研とぎ澄すまし、正しく敵に向けなければいけない。中ちゆう途と半はん端ぱな発散で、圧力を低下させてはいけない。

「王ロードを辞やめる方法はない。それなら受け入れる。そして王ロードとして己の為なすべき事を見定め、確実に実行する。自分たちを脅おびやかす敵を、倒たおす」

　顔を上げ、断言する。

　耕一郎の言葉を思い出す。

　他者の期待に応こたえようとするだけで人の上に立つのは、むしろ有害。自分自身の中に目標や指針を持たなければいけない。

　ならば、吸血鬼たちの王ロード・オブ・ヴアンパイアとして神鎚黎がやるべき事、やりたい事は明白だ。

　復ふく讐しゆうであり、殲せん滅めつ。

　敵は最初から対話や和解を拒きよ否ひしている。存在そのものが根源的に相あい容いれないものだというのなら、こちらが配はい慮りよする必要もない。

　ただ、決意と同時に疑念も湧わき上あがる。

　戦うといっても、自分はただの人間でしかない。

　吸血鬼ヴアンパイアから直接の攻こう撃げきは受けなくても、人間の暴力には常人として相対するしかなく、戦うための技術は何も持っていない。ここに逃にげてくるための自動車の運転さえリーリヤに頼りっきりだ。

　いや――口くち唇びるを引き締めて、悲観的な思考を打ち消す。

　かつて自身が京きよう香かに語った事だ。

　戦わねばならない敵がいるのなら、あらゆる戦い方を考える。力が足りなければ身につける。必要なら逃げも隠れもする。闇やみ雲くもに正面から挑いどみかかる愚おろかな蛮ばん勇ゆうを、崇すう高こうさだとすり替えたりはしない。

「改めて、よろしく頼む。それと、時間を見ていろいろと教えてほしい」

　右手を差し出す。

　戦う技術は一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは身につかないだろうが、例えば自分が自動車を運転できればそれだけリーリヤが動きやすくなり、トータルでの戦せん闘とう力りよくは上がる。

「畏かしこまりました、閣下」

　リーリヤが跪ひざまずき、その手に口づけようとした。

「ああ。違ちがう」

　黎は慌あわてて膝を折って顔の高さを合わせると、リーリヤの右手を取って握にぎりしめた。

「王ロードたる貴方が、わたしに握あく手しゆなど……」

　純白の肌に、微かな赤みが差した。

「確かに僕は王ロードなんだろう。けど、戦いについてはまだ何も知らない初心者だ。いろいろ教えてもらいたいし、目的は一いつ緒しよだ。だから、主従というよりは仲間に――いや、戦友になってくれないか？　運命や制約ではなく、互たがいの意思で結ばれた間あいだ柄がらとして。もちろん、上に立つ人間としての責任から逃げるつもりはないが。だから閣下という呼び方も遠えん慮りよしてほしい。君たちからすれば自然なんだろうが、その……少しくすぐったい」

「あ……ありがとうございます。黎様」

　一〇〇年以上を生きたという少女の手は冷たく、しかし柔らかかった。




「偉えらそうに俺を責めたくせに、結局そっちも本命は逃がしたって訳か？」

　深夜、魁かい冥めい寺じ邸ていの応接間――作戦失敗の報を聞いて貴たか士しは嬉うれしそうに笑った。

　嘲ちよう笑しようを受け、凌りよう牙がは口くち唇びるを噛かんで黙だまり込んだまま。

　既に後始末の要員を派は遣けんしているし、「普通の事件」を偽ぎ装そうする事も織り込み済みだが、魁かい国こく市しの外では警察を押おさえておくのも無理だ。できる事は限られる。

「閣下におかれては責は問わないとのお考えだ。努めて、汚お名めい挽ばん回かいに励はげむよう」

　貴婦人ダーメの欠伸あくびを、側近の老人が翻ほん訳やくする。

「承知しました。次こそは標的を必ずぶっ殺します。必要なら、俺自身も出向いて」

　屈くつ辱じよくと決意の混じった声で、凌牙は答えた。

「偉そうな事言ったって吸血鬼ヴアンパイアはロ……標的を直接ぶっ殺せないんだろ？　しかも魁国市の外で下手打ってこのざまだ。だったら次こそ俺が殺やってやるぜ！」

　張り合うように、貴士も声を上げる。

「逸はやったところで、貴様こそこの街を一歩出ればただの人だろうが！」

「何を！」

「落ち着け、貴士」

　静観していた義よし貴たかも口を挟はさんできた。

「何度も言わせるな。お前は我わが家やの跡あと取とりだ。無む闇やみに危ない橋を渡わたらせる訳にはいかん。もちろん貴婦人ダーメ閣下のため、仇きゆう敵てきを倒したいという志は立派だが」

「……そんな風に及び腰ごしだから、親父おやじは駄だ目めなんだよ。いざって時にはヤバい事だってやってのけてこその手柄だろうが！」

「しかしだな……！」

「みんな、落ち着きなさい」

　緩ゆるい口調だが、室内は緊きん張ちようで満たされた。

　凌牙は背筋を真っ直ぐに伸ばして姿勢を正し、貴士は忌いま々いましげに顔を逸らす。

「部隊が全ぜん滅めつした以上、標的が〈王党派ロイヤリスト〉と接せつ触しよくしたのは間ま違ちがいないわ。もうのこのこと登校するとは考えられないし、足取りを追うのは難しくなったかも知れないわね」

「殺人事件に巻き込まれた形です。標的が、警察に保護を求めるという可能性は？」

「人間ならそういう発想をするでしょうね。でも、〈王党派ロイヤリスト〉が一緒なら違うわ」

　老人の進言を、貴婦人ダーメが否定する。

「自分は以前人間だったからこそ、その立場から進言するのです。〈王党派ロイヤリスト〉がついていても標的の意思が優先されます。この件、魁冥寺や〈黄昏ダスク〉ではなく自分にお任せください。人間の手て駒ごまもおりますし！」

「貴方、わたくしの考えに不満があるの？」

　貴婦人ダーメの声に、空気が冷たくなる。錯さつ覚かくや比ひ喩ゆではない。実際に室温が低下したのだ。

「ん……っ！」

　憧しよう子こは小さく呻うめき、己の肩かたを抱だきすくめる。口元の息が白い。

「そ……そうではありません。ただ、自分はあくまで〈貴族派アリストクラシスト〉全体の利益を考え、確実かつ速すみやかに目標を達成するための一案として……」

　反論する老人の乾いた肌の上を、冷ひや汗あせが流れていく。

「〈貴族派アリストクラシスト〉全体？〈貴族派アリストクラシスト〉とは、わたくしの事よ。わたくしの意思が全てに優先する。貴方のごとき人間上がりが、その原理を否定するというの？」

「……に、人間上がりの新参というのなら、霧きり島しま凌牙もそうではありませんか！　パウラに至っては〈恩おん寵ちよう〉さえ受けていない半端者ダンピールだ！」

　老人が口走ると、凌牙とパウラの顔に怒りの色が浮うかんだ。

「もういいわ。お黙りなさい。その口を閉じて」

「――っ！」

　命じた通りに、老人の口が閉ざされた。本人は懸けん命めいに動かそうと顎あごをひくつかせるが、上下の口くち唇びるが溶よう接せつされたかのようにくっついている。

　吸血鬼ヴアンパイアは、上位の吸血鬼ヴアンパイアには逆らえない。直接自分の血を吸って血族に変えた「親」はもちろん、更さらにその親に当たる上流ほど強い支配力を及ぼせる。

〈貴族派アリストクラシスト〉に属する者は、ほぼ全員が貴婦人ダーメの「子孫」だ。

「……っ！　……っ！」

　反論したいのだろうが、口を閉じろという命令がまだ効いている。

　すっ――貴婦人ダーメが右手を掲かかげた。

「こちらに来て、首を差し出だしなさい」

　命じながら、ソファから身を起こす。

　下手な使い手に操あやつられるマリオネットのように、ぎこちない足取りで老人が貴婦人ダーメの前でがくりと跪く。自らの両手でネクタイを緩め、シャツの襟えり元もとを広げる。

　項うな垂だれ、むき出しになった首筋に口くち唇びるを寄せ、牙が突き立たてられる。

「んんっ！」

　老人の閉ざされた口くち唇びるから、痛苦の悲鳴が漏もれた。身体が痙けい攣れんし、元々かさかさに乾いていた皮ひ膚ふが更にどす黒く変じて完全な骨と皮だけになる。

「……ふぅ」

　貴婦人ダーメが口を離して顔を上げると、さっきまで老人だった枯れ枝えだ細工の人形は、その場に倒れ伏ふした。そのままぼろぼろに崩くずれて、くすんだ色合いの灰と化す。

　パウラが白絹のハンカチで口くち唇びるを拭ぬぐってやると、貴婦人ダーメは短いため息を漏らした。

「……あまり美味おいしくないわね。とりあえず何かお酒を開けて」

「は、はい！」

　命じられるまま義貴はキャビネットから秘蔵のアルマニャックを取り出す。

「ヴァ、吸血鬼ヴアンパイアが吸うのは人間の血じゃねえのか？　同族のを吸って不味まずいって文句言うのは何なんだ？」

「お前が――人間が知る必要のない事だ」

　貴士が口走った疑問を、凌牙がきっぱりと撥はね除のける。

「人間の飲み物としては悪くないけど、やっぱり一時しのぎね。本格的な口直しに、新しん鮮せんな血が欲ほしいわ。一〇代の処女がいいわね」

　拒否される可能性など考こう慮りよしていない、気軽だが絶対的な要求。

「承知しました。急いで用意させます」

「はいはい。こちとらそれも仕事のうちですからねぇ。今夜のうちにどうにかしましょ。それと、標的の足取りも探さぐらせますよ。人間ってのはメシも食えばクソもする。逃げ隠れすりゃあどっかに痕こん跡せきが残ります」

　義貴が即そく答とうすると、実行に当たる憧子が大げさに肩を竦すくめた後、部下に電話する。

　家族のない独居者、夜遊びの多い若者など「行方ゆくえ不明になっても比ひ較かく的てき騒さわがれない市民」のリストは義貴から垂たる木き興業に提供されている。元々は警察が「市民の安全と防犯のため」に収集した情報が横流しされているのだ。

　こういう「餌えさ場ば」は日本国内だけでも十数か所存在するし、もちろん他の国にもある。

　現代の統治機構は複雑化している。少数の有力者を操るだけでは支配には遠いし、大規模な工作を目もく論ろめばさすがに発覚する。

　吸血鬼ヴアンパイアは確かに強力だが弱点も多く、少数派だ。存在を暴ばく露ろされて人類との全面的な戦いになれば、勝利したとしても多くの「餌」を失う結果になってしまう。

　だから貴婦人ダーメたち〈貴族派アリストクラシスト〉は、事実上の「小さな王国」を押さえる戦略を選んだ。

　世せ襲しゆうによって支配され、民意を汲くみ取る制度は形けい骸がい化か。経済が安定していれば、多少の不公正は住民自身が見過ごす。自分も与あずかれる既き得とく権益なら、不当であっても賛同する。

　自分たちを「他の人間」とは異なる存在と見なす権力者は、人間以外とも気軽に取引し、同どう胞ほうである人間の生せい命めいを差し出す。不ふ壊えの生命や若さ、一族の永遠の繁はん栄えいなどを得るための代だい償しようとして。

　都市化による人間の集中と流動の結果、多少のつまみ食いは目立たなくなった。全員が顔見知りである一〇〇人の村からひとりが消えれば騒ぎになるが、互いをよく知らない一万人の街なら、いつの間にか行方不明者が一〇〇人に達していても気づく者すらほとんどいないのだから。







第四章　集結する力たち







　柔らかく、生暖かい刺し激げき。しかし不快ではない。

　深い眠りの淵ふちから、ゆっくりと意識が浮かび上がっていく。

「……ん……」

　黎れいが薄うすく瞼まぶたを開くと、見覚えのない高い天てん井じようがぼんやりと目に流れ込んできた。

「お目覚めになりましたか？」

　硬こう質しつな音色のソプラノが聞こえる。

　まだ眠ねむ気けが残る顔を向けると、ベッドの傍かたわらに銀髪の少女が跪き、黎の身体をタオルで拭っていた。

「……えっ？」

　昨日の出来事が頭にフラッシュバックする。闇やみ夜よの襲しゆう撃げき、両親の死、瀕ひん死しの妹、そして予期せぬ救きゆう援えんと逃とう走そう――ここは我が家ではなく、隠れ家の倉庫だ。

　だが、何故なぜ自分は上半身裸はだかなのか？

「あ、ありがとう、リーリヤ。だけど、もういい」

　慌てて起き上がる。

　上半身は綺き麗れいになっているが、動くと脚あしにべったりと衣服が張り付くのがわかる。かなりの寝ね汗あせをかいていたらしい。

　リーリヤによると、昨夜の黎は一通りの説明が終わるとそのまま疲つかれに任せるように着き替がえもせずに眠ってしまったのだという。

「少々うなされていましたし、お召めし物ものも血で汚よごれたままでしたので……。いけませんでしたでしょうか？」

「……いや。心こころ遣づかいは感謝する、うん」

　声が、妙みように強こわばる。

　床とこに就ついた覚えも夢の記き憶おくもないが、妹の血で汚れた格好のまま寝ね入いってしまったのか。いつもならアラームより早く自発的に目を覚ますのが習慣だが、昨日は就しゆう寝しんも遅おそかったし、心身ともに疲れきっていた。時刻を確かく認にんすると、既に七時台になっている。

　リーリヤは実際には一〇〇歳さいを越こえていても、見た目は同じ年とし頃ごろの少女だ――しかも、美しい。

　自分をあくまで「王ロード」として遇ぐうし、それ以外の感情はないのだとしても、眠っている間に服を脱ぬがされ、汗を拭われるのは気き恥はずかしい。危険やトラブルに巻き込まれるのは何度も想像したが、女の子にこんな事をされるのはまるっきりの想定外だった。

「よろしければシャワーを、替かえのお召し物も用意してあります。どうぞ」

「ありがとう」

　リーリヤに促うながされ、物もの陰かげで服を脱いでからシャワーボックスに入る。コックを捻ひねると、冷たい水が勢いよく降り注いだ。全身の汚れを叩たたき落おとすと同時に、睡すい魔まの残ざん滓しを吹ふき飛とばしていく。

　手早く身体を洗い、腰こし回まわりをタオルで隠して扉とびらを開けると、リーリヤが控えていた。

「え？　えっと……その……？　何かな？」

　シャワーボックスに戻もどってドアを閉ざしたくなる衝しよう動どうを抑おさえ、訊たずねる。

「お身体を拭ふかせていただきたく」

　真新しいタオルを手に、真しん剣けんな表情で答える。

「い、いや。気持ちは嬉うれしいけれど、自分でやるから構わない。着替えも、そこに置いてくれれば充じゆう分ぶんだ」

「そうですか？」

「昨日も言った通り王ロードという立場から逃げるつもりはないが、僕ぼくはその……現代の日本で普ふ通つうに育ったんだ。そういう態度で応対されるのには慣れていない。できれば目を離はなしてくれないか？」

「承知しました。ですが日本の男子高校生だからこそ、こういう扱あつかいを喜ばれるのかと思いましたが？」

「……それは勘かん違ちがいだ」

　一〇〇歳の吸血鬼ヴアンパイアが、どこでそんな誤解を仕入れたのか。運転と同じで、日本で活動するのに必要だから知識を身につけたという訳でもないだろうに。

「そうですね。黎様は、日本の高校生離ばなれした胆たん力りよくの持ち主ですから。危機に際しての落ち着きぶりや判断力など、王に相応ふさわしい資質、感服いたしました」

「いや、そういう意味でもなくて……。実際に一七年しか生きていないのも事実だ。一〇〇年以上生きている君から褒ほめられると、何だかむずむずする」

　王ロードだから持ち上げてくれるのかも知れないが、過分な評価は居い心地ごこちが悪い。そもそも美み紘ひろや京きよう香か以外の女の子と話す事自体不慣れなのだ。

「追従ではなく、本心です。それに吸血鬼ヴアンパイアも肉体から自由ではありませんよ。一〇〇歳を超こえていても一〇代の身体が器うつわなら、心だけがそうそう老成する訳ではありません。さすがに千年万年となれば話は変わるのかも知れませんが」

「そういうものなのか……。そうだ。よかったら、リーリヤもシャワーを使ったらどうだ？　顔とか、少し汚れているみたいだし」

　黎の視線を受けて、リーリヤは己おのれの頬ほおを指先で擦こすった。白の中に混じっていた微かすかな茶色が落ちる。生物である以上代謝はするだろうし、外からの汚れも付くのだ。

「では、失礼してありがたく使わせていただきます」

　スカートの端はしをつまんでリーリヤが一礼する。黎はそれに背を向け、用意されていた着替えを身につけた。下着に加えて、シンプルなコットンのシャツと黒のジーンズ。血液型以外のデータも入手していたのだろう。サイズは、ぴったりだった。




　透とう明めいで冷たい水が白い肌はだの曲線を辿たどり、幾いく筋すじもの複雑な流れを作りながら、足あし下もとへと滑すべり落ちていく。吸血鬼ヴアンパイアであっても呼吸し、鼓こ動どうを打つのと同様、汗もかく。激しい戦いの汚れを洗い流すのは、やはり心地ここちよい。

　簡易シャワールームの中、リーリヤは濡ぬれて重くなった髪かみを両手でかき上げ、細く息を吐はいた。

　いくつもの偽装名義を迂う回かいしているがこの倉庫はきちんとした手続きで契けい約やくし、水道や電気は普通に通じている。インフラの充じゆう実じつと飲料水の豊かさ、平均的な治安では、日本は未いまだに世界有数。〈王党派ロイヤリスト〉の戦士として各国を回ってきたリーリヤの率そつ直ちよくな実感だ。

　平和で安全で豊か――言い換えれば、日常が生命の危険に直結していない。

　黎は、そんな国で生まれ育った若者だ。さっきのやりとりで改めて実感した。

　王ロードとしての宿命を拒こばみ、危険な戦いからは逃げたがる。自分の日常を奪うばったリーリヤに怒りをぶつけるだろう――そう予想していたから、彼かれの態度は意外でもあった。襲撃者への対処も、あの状じよう況きよう下では最適どころか最高以上と言っていい。

　予備知識がないのに断片的な事実から己の能力を理解し、駆く使しした。襲撃してきた隊長が相打ち覚かく悟ごで捨て身の攻撃を仕し掛かけてきた時、黎がナイフを捨てさせなければリーリヤも傷を負っていただろう。

「……王ロードが、彼でよかった……」

　乳ち房ぶさの上にそっと手のひらを当て、率直な感情を口にする。

　たったの一〇〇年しか生きていないから、リーリヤにとっては黎が初めての王ロードだ。これまでは〈王党派ロイヤリスト〉の仲間のため、あるいは〈貴族派アリストクラシスト〉に脅かされる人を助けるために戦ってきたので、古い仲間とは違い「王ロードに仕える光栄」は実感していなかった。

　血族である以上王のために命を賭かけるのは当然と考えていたが、同時に敬意と忠誠に値しない相手ならどうしようかという不安もあった。
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　だが、黎は違った。

　事態を理解して行動する聡そう明めいさと、運命を受け止める強きよう靭じんな精神。日常を破は壊かいされても嘆なげかず狼狽うろたえず、〈貴族派アリストクラシスト〉との戦いに意識を向ける鋼の意思。

　彼を守るためなら、戦っていける。

　人間としての祖国の消滅を経験し、いくつもの戦争や内戦にも立ち会ってきた。組織力で劣おとる〈王党派ロイヤリスト〉にとって吸血鬼ヴアンパイアの力を活いかした傭よう兵へいや暗殺業は、資金稼かせぎとコネクション作りのための基本だから。

　個人崇すう拝はいを進めた末に国を混乱させ、最後は革命で処しよ刑けいされた独裁者もいた。昨日までの隣りん人じんが不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵となり、殺し合いと民族浄じよう化かという名のレイプの泥どろ沼ぬまに沈しずんだ国もあった。神の名を掲げて子供を兵士に仕立て、自身は漁色と放ほう蕩とうに耽ふけっている宗教指導者を殺した事もあった。

　重ねてきた戦せん闘とうの経験が、リーリヤの強さの源だ。

　しかし組織を守るため、あるいは自分の命を守るためとは異なる、特別な高こう揚よう感。

　最初に黎を助けた時よりも、言葉を交かわし、決意を確かめた今の方が、胸の奥おくで熱く渦うず巻まくものを強く感じる。

　これは、ただ「血」の働きではない。

　リーリヤという一個の人格が感じる歓かん喜きだ。

　地位や特権に自制を失い、殺される恐きよう怖ふから逃のがれるために殺す愉ゆ悦えつに酔よう――そんな凡ぼん庸ような人間たちと、黎は異なる。実父母と死別した経験もあるだろうが、それ以上に天性の資質と自らを律する心の強さが王器を育はぐくんだのか。

　守らねばならないという義務感と、守りたいという感情が一いつ致ちする幸福。

　きゅっ！

　水を止め、リーリヤがタオルに身を包つつんで出て行くと、黎は律りち儀ぎに離れた位置でディレクターズチェアに腰こし掛かけ、こちらに背を向けていた。

「出たのか？　着替えが終わったら、声をかけてくれないか？」

「はい。承知いたしました」

　相手に見えていないのは承知の上で、リーリヤは笑って一礼した後で髪の滴しずくを拭った。




「大だい丈じよう夫ぶですよ、黎様。着替えは、終わりました」

　声を掛けられてから、敢あえてもうふた呼吸ほどカウントを開けてから振ふり返かえる。リーリヤの服装は元の通りのゴシックロリータスタイルだった。

　黎は、自分が寝ねていた隣となりのベッドに横たわる美紘に目を向けた。こちらは毛布で隠かくれてはいるが、昨日と同じ血で汚れたパジャマのまま。

　寝ね息いきも静かで安定していて、一見しただけでは普通に眠ねむっているようにしか思えない。

「……まだ、目覚める様子はないのか？」

「はい。呼吸も心しん拍ぱくも正常なのに……」

「……僕が『王の血』を与あたえたのがまずかったのか……」

「その可能性も考えられますが、本来ならわたしが因子を与えた時点で目覚めているはずなのです。吸血鬼ヴアンパイアの生理作用に詳くわしい仲間を呼んで診みてもらうべきかも知れません」

「そうか……」

　歯がゆいが、黎の方にもできる事は何もない。

　呼び寄せるというより、この街を脱出してリーリヤの仲間と合流する事も考えるべきか。せめて服だけでも着替えさせたいところだが、黎本人はともかく美紘の分は準備がないという話だった。

「しばらくは僕が起きているから、リーリヤは少し休んだ方がいいんじゃないか？」

　屋内とはいえ、日光は吸血鬼ヴアンパイアにとって普ふ遍へんの弱点。体力温存のためにも日中は休息を取った方がいいだろう。

「いえ。わたしのように力弱い者であっても、吸血鬼ヴアンパイアは眠らなくても平気です。一いつ切さい睡すい眠みん不要という訳ではありませんが、意識的にコントロールできます」

「そうか。それなら、助かる」

　逃げるにせよ戦うにせよ、頼たよりはリーリヤだ。彼かの女じよが眠らずにいられるのは助かる。

「朝食はいかがですか？　こんなものしかありませんけれど」

　テーブル上に並べられたのは、昨夜と同じミネラルウォーター。それと固形シリアルバーと栄養ゼリー。味気ないが、隠れ家がなら仕方がない。ここにあるのは電気ケトルと小型冷蔵庫程度で、コンロもレンジもないのだから。

　やはり疲れているせいか、シリアルバーを囓かじってもほとんど味を感じない。ぼそぼそ口の中で崩れるものを水で流し込み、小腹を満たす。食事ではなく単なるエネルギー充じゆう填てんという気分だ。それでも詰つめ込まなければ、これからの戦いに耐たえられない。

　昨日の朝は、久しぶりに家族四人の食しよく卓たくだった。母は目玉焼きの焼き加減をひとりひとりの好みに合わせてくれた。二度と、あれを口にする事はない。家族みんなが揃そろってテーブルを囲む事もない。

「……リーリヤは食事――というか、栄養補給はいいのか？」

「人間の血は必要ですが、二、三か月程度吸わずにいても特に支障はありません」

　そもそもが生物兵器だ。必要になった際に満腹でもう敵の血を吸えないとなっても困る。だから吸血鬼ヴアンパイアは睡すい眠みんも吸血衝動もコントロールが容易。吸血する際も死なない程度の量で済ませる事もあるし、血族化の因子を与えないのも自由――古代の王はそこまで考えて吸血鬼ヴアンパイアを設計したのだ。

　周しゆう到とうで合理的だが、無情な扱いに嫌けん悪おを覚える。

「……今後どうするにしても、美紘の回復次し第だいか。それに情報も必要だ」

「この程度は準備してあります。電話は、足のつかないものを複数台」

　リーリヤがテーブルの上に出したのは、ポータブルＴＶと携けい帯たい電話だった。黎自身のスマートフォンは足そく跡せきを辿られないよう自宅に放置してきたので、代わりがありがたい。

　まずテレビのスイッチを入れ、ザッピングして「大学教授一家惨ざん殺さつ事件」を捕つかまえる。他に大きなニュースがないのか、どの局でも扱いは大きい。

　停電が回復した後、近きん隣りん住民の通報を受けた警察が神み鎚づち耕こう一いち郎ろう夫ふう婦ふと犯人らしき数名の死体を発見。計画的・組織的な犯行らしいが動機や背後関係などは不明――。

『大学教授ですから、思想的な問題でテロの標的になったとは考えられませんか？』

『言っちゃなんですが、そこまでの知名度はありませんよ。テロリストが狙ねらうなら、もっとインパクトのある有名人でしょう』

『どうして犯人側に死人が出てるんですか？　しかも身元もまだわからないと来た』

『それより、行方不明の子供たちが気になりますね。その子が手引きをしたんじゃないですか？　その上で、犯人グループで仲間割れがあったと考えれば辻つじ褄つまは合います』

「……どこが、辻褄が合ってるんだ」

　教育評論家の肩かた書がきを持つコメンテーターの発言に苦く笑しようする。

　吸血鬼ヴアンパイアの抗争が原因で、襲しゆう撃げき者しやたちはたったひとりの少女によって全滅させられたなんて事は想定不可能だろうが、家族を殺したいのならわざわざ外部から大人数を動員して夜や襲しゆうさせなくても、手段はいくらでもある。

「しかし、これじゃ警察に頼るという訳にはいかないな」

　非現実的な話は信じてもらえないだろうし、世間は事実よりも「わかりやすく刺し激げき的てきな物語」に飛びつく。

　メディアを批判する連中も「加害者の素す性じようを晒さらせ」とは声こわ高だかに叫さけぶが「被ひ害がい者しやのプライバシーを守れ」という事には無む頓とん着ちやくだ。早晩、黎と美紘の名前や写真もネットに流出する。特に美紘はイジメを受けていて不登校中。級友たちはここぞとばかりに「子供犯人説」に便乗してはしゃぐはず。黎が血の繋つながらない養子である事も憶おく測そくや邪じや推すいを招く。

　標的は「悪者」だから何をやってもいい。むしろ責めて追おい詰めるのが正しい――自覚さえなしに、そういう安心と保証を欲ほつする。

「……それでも、最悪は避さけられたと考えるべきだな。襲撃者の死体や血けつ痕こんを完全に片付ければ、僕と妹を唯ゆい一いつの容疑者にできた。敵も、住宅街の真ん中で作業時間が充分に取れなかったんだろうな」

「日本は比ひ較かく的てき〈貴族派アリストクラシスト〉の勢力が強い国です。しかし、国家中ちゆう枢すうやマスメディアにまで深く食い込んでいる訳ではありません。治安がいい中で、不用意に目立つ事件を起こすのも控ひかえているようですし」

　暗あん闘とうでも規模が大きくなれば露呈の危険も増す。しかも血を必要とするのであくまで人を滅ほろぼすのではなく、支配し、管理しなければならない。

「ですから〈貴族派アリストクラシスト〉も中央政府にコネを作るだけでなく、完全に掌しよう握あくできる手て頃ごろな規模と環かん境きようを持つ街を押さえるのです。日本でも、既すでにいくつか事実上は奴やつらの支配下にある都市があります」

　歴史が古く、特定の家系や企き業ぎようの勢力が強いので体制が安定している。即すなわち、一度コネクションを構築すれば永続的に支配力を及ぼしやすい。その上で、多少の「餌」を供給するだけの充分な人口を有する。〈貴族派アリストクラシスト〉に貢こう献けんするための経済力や生産力、技術力なども持っていれば更に良し。

「……その条件は……！」

「そうです。魁かい国こく市しは、この国における〈貴族派アリストクラシスト〉の拠きよ点てんのひとつです」

　ほんの少し状況がズレていたら、敵の掌しよう中ちゆうでありふれた事故を装よそおってさりげなく殺されていたのだ。そうなっていたら、両親や妹に害が及ぶ事もなかっただろうか――。

「……いや……、違う！」

　心の中で自問し、黎は頭を振った。

　これも本質から目を逸そらし、批難しやすいところを責める間違った思考だ。憎むべき敵は〈貴族派アリストクラシスト〉。決意なら、昨夜のうちに固めたはず。

「平へい穏おんな日常に戻れないのなら、その現実を受け入れる。血ち塗ぬられた世界で平然と眠れるようになるまで、戦い続けるだけだ」

「……ご立派なお覚悟です、黎様」

　リーリヤが恭うやうやしく頭こうべを垂れる。

「そうと決まれば、今後の戦略を考える――いや、その前に彼ひ我がの力の把は握あくだな。敵について判明している限りの情報とこちらの戦力や状況を教えてほしい」

　解決すべき具体的な問題に専念するのは、厄やつ介かいで抽ちゆう象しよう的てきな悩なやみから離れるためでもある。

「正直、あまりご期待には添そえないでしょう」

　リーリヤは首を横に振る。

　人類支配という目的を持ち、協力者の鼻先にわかりやすい人にん参じんをぶら下げ、長い歴史の中で着実に歩を進めている〈貴族派アリストクラシスト〉に対して、原理原則を尊重して〈貴族派アリストクラシスト〉の暴挙を食い止めるだけの〈王党派ロイヤリスト〉は少数派だ。

　人間についても〈貴族派アリストクラシスト〉は魁国市のように地方の有力者や富ふ裕ゆう層そうとコネクションを持っているが、〈王党派ロイヤリスト〉は〈貴族派アリストクラシスト〉の被害者遺族などが主となる。リーリヤも元はそうして〈王党派ロイヤリスト〉と接触を持った家系の娘むすめだという。

　積極的に血族を増やさないのが〈王党派ロイヤリスト〉の方針というから、彼女が変化したのも美紘同様の事情があるのか――黎は想像したが、具体的に尋たずねたりはしない。ただ現状と今後に関かかわる事だけを質問する。

「だからこそ結束と正当性のシンボルとして、王ロードの出現を待望する訳か。しかも血そのものが敵に対する最強の武器にもなる」

「その通りです。ただ、現在国内で動員できる〈王党派ロイヤリスト〉の同志は数えるほどです。だからこそ、御おん身みを守るためにわたしが来日した次第で」

　戦闘力が高い上に弱点が少なく行動しやすいとは言っても、リーリヤの外見は日本では人目を引くし、未成年に見えるから行動も制限される。昨夜の逃走中も、警察の検問があったら強ごう引いんに突とつ破ぱするしかなかっただろう。

　一見すると派手なゴシックロリータスタイルにしても、白い肌と銀ぎん髪ぱつを隠すのが難しい以上、無理に地味に装うよりもこの方が統一感トータルコーデイネイトとして自然に見える。日ひ傘がさを差しても不自然でないというメリットもある。

「最悪、日本を脱出して捲けん土ど重ちよう来らいを図はかる方が得策かも知れません」

　既に黎も同じ事を考えていた。

　弱い側にとっては、逃げて生き延びる事も立派な戦いだ。〈王党派ロイヤリスト〉のＶＩＰであり、〈貴族派アリストクラシスト〉から見れば最も重要なターゲットである自分は、現時点では何の背景も力も持たないただの人間なのだから。

「連れん絡らくを取りたい人がいる。構わないか？」

　事件に巻き込まれたという体で容疑者の汚お名めいを着たまま国外脱出するとしても、真相を知っておいてほしい相手がひとりだけいる。

「確実に信しん頼らいできる方ですか？　その上で黎様がお望みならば」

「ありがとう」

　フリーのアドレスを取得し、京香宛あてのメールを作成する。名前を明記するのはリスクがあるので発信者名は「同志」だけにする。

　表おもて沙ざ汰たにはできないトラブルに関わった。しかし自分は無実だ。自分たちは無事だが、当分会えそうもない――具体的な固有名詞は避け「妹」とさえ書かない。それでも京香なら理解してくれるはず。送信先は、彼女が持つ複数のアドレスのうち黎を含ふくむごく限られた人間しか知らないものだ。

〈貴族派アリストクラシスト〉と魁国市の関係も警告したいが、京香を事件に巻き込んでしまう。彼女には彼女の戦いがあるし、親が有力な協力者なら京香自身に危険が及およぶ恐れは小さいはず。義よし貴たかは京香を「失いたくない、大切な手駒」と考えているだろうから。

　最低限の連絡は済ませた。後はアドレスも完全に消去した上で、電話機本体も破壊した方がいいか。サーバの記録にまでは手を出せないが、少しでも痕こん跡せきは潰つぶす。その上で美紘と自分の安全を第一に――。

　実行に移す前に、即そく座ざに京香から返信が来た。件名は『電話して』。本文は空白。

　状況を吟ぎん味みする時間があったとは思えない。京香らしからぬ焦あせった行動だ。

　既に〈貴族派アリストクラシスト〉が義貴を通じて京香と自分の関わりを知っていて、こちらの所在を探るために待っていたのか――最悪の想定が脳のう裏りをよぎる。

　彼女が自らの意思で裏切るとは考えにくい。脅きよう迫はくなどで強しいられているのなら、それが伝わるようなサインを絶対に忍しのばせる。だが、既に京香が吸血鬼ヴアンパイアにされていたら――？

　様々な可能性を検討した上で、信じると決める。

　義貴は娘の友人関係などプライベートには無関心だ。事前に知っていたのなら、魁国市で黎を仕留めるもっと上手うまい手があった。恐おそらく把握してるのは、同級生という事実だけ。教師や級友に当たれば親しかった――恋こい人びとと勘違いされるほどに――という情報も耳に入るだろうが、事件から一夜明けたばかりの朝ではそれも考えにくい。

　リスクや疑念を完全に払ふつ拭しよくできた訳ではないが、完かん璧ぺきを求めては結局何もできずに終わるだけだ。記憶にある番号を復唱し、確認してから非通知でコールする。

『もしもし、黎くん？』

　繋がると同時に、潜ひそめた声が尋ねる。

『安心して。周りには誰だれもいないし、わたしのところには警察も何も来ていない』

「正直に答えてくれ」

『何？　疑う理由があるの？』

　呆あきれたような口調に、安心する。

　万一京香が既に吸血鬼ヴアンパイア化されていれば、今の「命令」に反応した可能性がある。リーリヤによると「先代」王ロードが存在したのは電話発明以前なので、王の血の効果が回線越ごしでも有効という保証はないが。これもいずれテストして確認する必要がある。

「さっきのメールの通り僕は無実で、無事だ。当分会えないけど、心配はしないでくれ」

『それだけならメールで充分でしょ？　わたしの方から伝えなきゃならない事があるの。貴方あなたを襲おそった連中と、あの男は繋がってる。奴に命令してる変な来客があったの。断だん片ぺん的てきだけど、盗とう聴ちようで情報をつかんだ』

「――！」

　息が詰つまる。

　巻き込みたくないというのは、既に手て遅おくれだった。彼女はもう事情の一いつ端たんに自ら食い込んでいたのだ。

「いいか。その事は気にしないでくれ。僕は、これまでの身分を捨てて潜せん伏ぷくする。この件については、一いつ切さい知らないで通せ」

『わたしたちは――あなたとわたしは、戦友でしょ？』

　しかし、黎の懇こん願がんを京香はあっさりと拒んだ。

「これは、文字通り生死がかかった話だ。僕を助けようだなんて思うな！」

『今さら？　わたしが――わたしたちが今まで続けてきた戦いには、命や尊厳は懸かかってなかったの？　それに黎くんのためじゃない。あの男が隠し事ごとしてるなら、それをつかむのはわたし自身の目的にも適かなう。わたしたちは、特別な関係よ』

　電話越しにでも、京香の強い意志が伝わってくる。

「……そうだな。今のは、僕の方が間ま違ちがっていた。じゃあ、協力し合おう。長電話はまずいな。放課後、合流できるか？」

『放課後なんて時間がもったいない。学校はサボるわ』

　昼間は警察などに見つかるリスクが増すが、吸血鬼ヴアンパイアの行動も制限される。何より、時間が惜おしいのは京香の言うとおりだ。

　一旦電話から耳を離し、リーリヤを見る。

「情報交こう換かんのために直接接触したいが構わないか？　彼女は魁かい冥めい寺じ京香。魁国市を支配するカイ・ケミカルグループの社長、魁冥寺義貴の娘だ」

「つまり〈貴族派アリストクラシスト〉協力者の身内という事ですか？　危険すぎます！」

「彼女は以前から父親と敵対している。それに、家族以外で僕が信頼する唯一の人だ」

　僅わずかな迷いもなく、黎は断言する。彼女が彼女自身の戦いのために行動すると言ったのだから、半はん端ぱな配はい慮りよは不要。そんなものは戦友としての誇ほこりを踏ふみにじる上辺だけの優やさしさだ。

「わかりました。黎様がそう仰おつしやるのなら」

　頷うなずくと、黎はコンタクトの方法を京香に伝えて電話を切った。

　こちらは分けるだけの人手がなく、万一の敵てき襲しゆうを警けい戒かいすると黎とリーリヤが別行動を取る訳にもいかない。結局、黎が指定したポイントまでふたりが車で出向き、京香と接せつ触しよくする事になった。美紘を残していくのは不安だが、仕方がない。

「妹君の警護は、サクラムに任せます」

　そう言ってリーリヤは黒犬の口輪を外し、倉庫の隅すみに積まれている箱の中を探った。ビニールに包まれた新品の服をひと揃い取り出し、黎に差し出す。

「少しでも見とがめられにくいよう、変装した方がいいでしょう」

　黎が頷くと、リーリヤはワンピースを脱ぎかけて――手を止めた。

　真っ白な肩かたと、黒い下着のストラップが一いつ瞬しゆん目に入る。

「あ……。し、失礼しました」

「お互たがいに背を向けていた方がいいな」

　苦笑し、黎は振り返った。

　着替えは水色のツナギと同色のキャップ、それにサングラスも一いつ緒しよだった。徽き章しようなどはないが、一式身につけると何かの整備業者か宅配便の従業員という風ふ情ぜいだ。

「こちらは大丈夫です」

　振り返るとリーリヤも同じ服装で、目立つ銀髪も帽ぼう子しの中に押おし込めている。小こ柄がらな体格は隠せなくても、ゴシックロリータよりは運転席への収まりもいいだろう。




　指定した接触ポイントは魁国市でも神鎚家がある街でもなく、途と中ちゆうにある郊こう外がい型がたショッピングモールの駐ちゆう車しや場じよう。早い時間だが一部のフードコートは営業しているので、車が出入りしても不自然ではない。視界がよく、待まち伏ぶせや奇き襲しゆうを受けにくい利点もある。

　先に来ていたワンボックスに横付けし、京香の車くるま椅い子すを乗せ替える。黎たちの車にはリフトが装備されていないので、運転してきた橘たちばなにも手伝ってもらう。目立たぬようリーリヤは運転席に残した。警察の検問に引っかかったら、強引に突破するしかない。いずれ学ぶにしても、現状の黎は見よう見まねレベルの運転で精せい一いつ杯ぱいだ。万一を考えれば、今はテクニックに長たけたリーリヤに任せた方がいいという判断だ。

「ありがとうございました、橘さん。巻き込んでしまって申し訳ないです」

　別わかれ際ぎわに、橘に一礼する。既に納なつ得とくしている京香はともかく、橘は本来無関係だ。しかも雇こ用よう主ぬしに逆らう事にもなる。

「お構いなく。京香様のためならこの老骨、今いま更さら惜おしむものなどありませんよ」

　直接会話した事は少ないが、京香の真意を知った上で協力している心強い味方だ。

「余計な事かも知れませんが、魁冥寺義貴……それと彼のところへ来訪しているという連中とは、なるべく接触を避けてください」

　敵が吸血鬼ヴアンパイアだから、個人の誠実さを信頼する訳にはいかない。血を吸われれば、本来の意思や感情とは無関係に「親」に従う。

「わかっております。社長はもう私を重視しておりませんから、危険は少ないでしょう。何があっても適当にのらりくらりと逃にげ回りますよ。そのあたりは年の功です」

　答える笑え顔がおは善良なだけの紳しん士しではない。熾し烈れつなビジネスの世界で長い時を戦い抜ぬいた老ろう獪かいな男の凄すごみが隠れていた。

　黎が助手席に乗り込むと、黒いワンボックスは滑なめらかに走り出だす。

「自分の意思で学校をサボるのって、初めて。そっちのお嬢じようさんは？」

「リーリヤといって、僕の仲間だ。詳しい事は追々説明する」

「ふぅん。そう。仲間、ね」

　電話やメールでの接触は最小限だったので、黎は改めて事情の説明を始める。京香は途中で口を挟はさむ事もなく黙だまって聞いていたが、結局移動の車中だけで話は終わらなかった。

「……未知の古代文明から続く吸血鬼ヴアンパイア同士の戦いがあって、黎くんは偶ぐう然ぜんその王ロードになる素質が備わっていたから巻き込まれた。そして魁冥寺義貴は悪い吸血鬼ヴアンパイアの手下――こういう理解で間違ってないよね？」

　隠れ家の倉庫で、京香は黎とリーリヤの長い話をごく簡潔にダイジェストした。しかも〈貴族派アリストクラシスト〉を「悪い吸血鬼ヴアンパイア」扱いだ。

「信じられないだろうが、本当だ」

　テーブルを挟み、黎は真顔で告げる。

「信じるわよ。黎くんがそう言うなら」

「信頼は嬉うれしいけれど、盲もう進しんはしてほしくない」

「何も判断してない訳じゃない。わたしと黎くんの間だから、わかってるでしょ？　家族に死人まで出ているのに、下手な冗じよう談だんを言うとは思えない。少なくとも、黎くんがご両親を殺して逃げたなんて馬ば鹿かげた説よりは信しん憑ぴよう性せいがあるし。それに、そちらのお嬢さんが話してくれた内容は、わたしが把握した状況とも一致する」

　一〇〇年を生きた吸血鬼ヴアンパイアだと説明してあるが、京香はリーリヤを「お嬢さん」と呼んだ。黎は隣に座すわるリーリヤにちらりと目を向けた。呼ばれ方に特に不満はないのか、微び笑しようと呼ぶにも当たらないような穏おだやかな表情のままだった。

「家に、変な客が来ている」

　京香は声を潜めた。時折来訪する市長や警察署長、与よ党とうの有力者などに比べても格別の好こう待たい遇ぐう、ただし人目をはばかって裏口から。荒あら事ごと担当らしき黒いレザージャケットの若い男女も一緒。しかも垂たる木き興業の連中も頻ひん繁ぱんに出入りしている。

「黒いジャケットは、うちを襲撃した連中の同類だろうな」

「恐らく〈黄昏ダスク〉でしょう。日本の〈貴族派アリストクラシスト〉が擁ようする一種の特とく殊しゆ部隊です」

　リーリヤ同様の陽光耐たい性せいの高い吸血鬼ヴアンパイアと配下の人間で編制され、普通の吸血鬼ヴアンパイアでは活動できない日中の任務などを担当するという。神鎚家襲撃は夜中だったが、吸血鬼ヴアンパイアだけでは王ロードである黎を殺せないために彼らが投入されたのだ。

「〈黄昏ダスク〉は〈貴族派アリストクラシスト〉要人の日中の警護も受け持ちます。王ロード殺しのために高位の者が直接指揮に乗り出したのかも。来訪者について、もっと手がかりはありませんか？」

　リーリヤが京香に尋ねる。

「残念だけど、わたしが直接目にしたのはその〈黄昏ダスク〉らしい男女だけ。ただ、かなり若い女の声だった。印象だけなら、貴方より年下。父はダーメとか呼んでいたけど」

　ダーメ――確か、フランス語で「貴き婦ふ人じん」という意味だったか。

　記憶を辿る黎の隣で、リーリヤが小さな拳こぶしを握にぎりしめ、全身を小刻みに震ふるわせていた。

「確かに、そう言っていたのですか？　貴婦人ダーメと！」

「どうしたんだ？　貴婦人ダーメっていうのは、何だ？」

　握りしめた華きや奢しやな拳が小刻みに震えている。奥おく歯ばを噛かみしめる力の強さが、隣で見ている黎にまで伝わってきそうだ。出会ってからまだ一晩しか経たっていない。だが、殺し合いの中でも平然としていた彼女が、これほど激情を露あらわにするのは意外だった。

「貴婦人ダーメは〈貴族派アリストクラシスト〉の首領！　日本に……すぐ近くにいるなんて……！」

　リーリヤにしてみれば長年戦ってきた敵の首しゆ魁かい。黎にとっても両親の仇かたき。父と母を直接手に掛かけた者は、既にリーリヤが始末している。しかし、奴らは単なる実行犯――命令を下した者の道具に過ぎない。

　真の敵は、貴婦人ダーメだ。

　まだ姿を見た事もない。だが、漠ばく然ぜんとした組織ではなくひとりの名前として認にん識しきした事で敵意は鮮せん明めいになる。

「貴婦人ダーメは原種――誰かに血を吸われて変じたのではなく、太古に王の手で直接生み出された吸血鬼ヴアンパイアです。現存するのは彼女と、わたしたち〈王党派ロイヤリスト〉の長老エルダーだけ」

「……つまり、一万年以上生きている訳か」

　黎の呟つぶやきにリーリヤは無言で頷いた。京香の方は頭では理解できても実感が伴ともなわないらしく、戸と惑まどったような表情で小さく息を吐いた。

「貴婦人ダーメが陣じん頭とう指揮に乗り出したからには、どうあっても黎様を亡なき者ものにする気でしょう。悔くやしいですが、やはり一旦日本を離れて潜伏すべきかも知れません」

　リーリヤは下した唇くちびるを噛んだ。

　一〇〇年を生きても、感情を完全に制せい御ぎよするのは難しいのか。

　なら、一万年はどうだ？

「危険は承知だ。だが、裏返せば好機でもある」

「えっ？」

　黎の言葉に、リーリヤは目を丸くする。

「敵の勢力が強く、人間の手下も多く抱かかえているのなら、僕ぼくひとりを始末するためだけにわざわざボスが直接出向く必要はない。敵は僕を――王の血を持つ者を、合理性を越こえて憎にくんでいる。怒いかりや憎しみは行動を起こすための力にもなるが、つけ込む隙すきも生む」

　半ばは、自じ戒かいとして口にする。

　両親の仇に対する熱い憎ぞう悪おをエネルギーとして心臓に注ぎ込み、頭はあくまで冷静さを保ち、敵に不合理な選せん択たくを強いてこちらは着実かつ合理的に迎むかえ撃うつ。

「確かに、過去の王ロードにも貴婦人ダーメが直接当たったという噂うわさはあります。ですが……」

「僕は王の血を持っている。これは単なる偶然で、血筋でもなければ統治者としての教育を受けてきた訳でもない。それでも王ロードと呼ばれ、命じる力を持っているのなら、ただ害されるのを恐れ、秘ひ匿とくされ、逃げ回るだけの宝物にはなりたくない。目指すのは安全ではなく勝利――理解してくれるか？」

　命令にならぬよう、慎しん重ちように言葉を選んでリーリヤに告げる。

　戦う力はない。特別な技術もない。

　だが、意志はある。

　ただ血を持っているという理由だけでなく、両親の仇として〈貴族派アリストクラシスト〉を決して許さないという思いが。

　黎に、王ロードとして示せるものがあるのなら、この感情こそがそれだ。

「もちろん逃とう亡ぼうも選せん択たく肢しには入れる。僕の命そのものが敵と戦うための最大の武器だから、無む駄だ遣づかいは禁物だ。だが、切り札だからこそここぞという時には有効に使う。ジョーカーを温存したまま勝負に負けたら、意味はない」

「承知……いえ、感服いたしました」

　黎を見つめるリーリヤの瞳ひとみに、熱い芯しんが宿る。

「黎様にそこまでのお覚悟があるのなら、わたしもお仕えする甲か斐いがあります」

「ありがとう。まずは、情報だ」

　魁国市同様に〈貴族派アリストクラシスト〉の支配下にある街のリスト。敵の勢力。味方が動員できる戦力。能力や弱点のバリエーションを含む吸血鬼ヴアンパイアの実態。これまでの戦いの歴史――黎が学ばなければならない事はいくらでもある。

　もちろん時間も限られている。ここは整えられた隠れ家だが、やはりひとつところでの潜伏は敵に探さぐり当あてられる危険が増す。かといって事件関係者として警察に追われているから、ホテルなどを転々とするのもリスクは大きい。〈王党派ロイヤリスト〉が国内に用意できる同様のセーフハウスがあれば、移動を考えるべきか。目覚めない美紘の問題もある。

　あるいは――。

　黎の脳裏に、ひとつの考えが浮うかんだ。

　難しく、リスクも大きい。しかし成功した時の見返りも極きわめて大きなプランが。

「京香。君の方の『準備』は、どの程度進んでいる？」

「八割……ううん、九割方済んでいる。その気になれば、今年中にでも実行できるけど？」

　今、どうしてこの話題を持ち出すのか疑問なのだろう。京香は小首を傾かしげた。ふたりの間でしか通じない話題なので、リーリヤはきょとんと目を丸くしている。

「場合によっては、その計画を僕のために利用させてもらう」

　打だ診しんでも懇願でもなく、断言。

「ちょ、ちょっと待って！　わたしにはわたしの都合とか予定があるのよ？　焦るなって言ってたのは黎くんでしょ？」

「もう数年待ちたいのは理解してる。だけど、僕にとっては焦しよう眉びの急きゆうだ」

「……それはわかってるけど……」

「現状の詳しいデータを、確かく認にんさせてほしい。その後で、一度家に戻もどってくれるか？」

「その貴婦人ダーメご一行様や、〈貴族派アリストクラシスト〉関係を探れって事ね？　今までの資料で使し途とがはっきりしてないお金とか、人の出入りとか、裏で吸血鬼ヴアンパイアとつながっているって観点から洗い直せば見えてくるものもあるはず。そのためには、わたしも吸血鬼ヴアンパイアの知識が要いるわね」

　危険で、しかも京香自身にはメリットの少ない依い頼らいだ。彼女の方の「準備」は九〇パーセントほど完かん了りようしている。今いま更さら敢あえてリスクの高い吸血鬼ヴアンパイアの問題に関わる必要は薄うすい。

　それでも京香は即座に同意し、持参したノートパソコンを開いた。

「頼たのむ」

「少しくらい予定が変わったって、元々わたしにとってもやらなきゃいけない事だもの。それが黎くんの――戦友の役に立つなら、望むところ」

「ありがとう」

　短い謝辞を述べる黎の心は、不思議なほど澄すんでいた。

　たとえ復ふく讐しゆうであっても、血ち生なま臭ぐさい闘とう争そうであっても、やりたい事もなりたい物もないまま、無む為いに己おのれを高めようとしていた昨日までよりは、ずっと充じゆう実じつ感がある。

　自ら選び取ったのではなく、拒きよ否ひすらできない地位であっても、その中で何をするか、何を最善とするかは自分自身で選択できるのだから。




　吸血鬼ヴアンパイアは確かに強力であり、組織の触しよく手しゆは各所に入り込んでいる。

　しかし、それでもやはり社会の奥おく深ふかくに潜み、数にも限りがある以上、人間に頼り、任せた方がいい案件はいくらでもある。それは、〈貴族派アリストクラシスト〉も〈王党派ロイヤリスト〉も変わらない。

　現場から姿を暗くらました神鎚黎だが、警察も捜そう索さくしているし、無策で遠くまで逃げ切きれるとは考えられない。時間は、鉄道が動いていない深夜だ。恐らく〈王党派ロイヤリスト〉が近場にセーフハウスを用意していたと推測できる。最初に魁国市内で始末しようとした時も、彼かれを守る吸血鬼ヴアンパイアがいたのだから。ならば、隠れ家確保の過程で何らかの痕跡が残るはず。

「それを垂木興業が探していると？」

　魁冥寺邸ていの応接室。振り袖そでを着き崩くずした姿でソファに横たわり、貴婦人ダーメが尋ねる。

「ええ、そうです。私が命じて、探させております。ご安心ください。これまでの失態、一気に取とり戻してご覧にいれます」

　シルクのハンカチで額の汗あせを拭ぬぐいつつ、義貴はあくまでも自分が主導したと強調する。

　襲しゆう撃げきが魁国市内だったらある程度警察も動かせるし、疑わしい動きがあればすぐに把握できたが、別の街ではそうもいかない。それでも人間社会なら、表裏それぞれのルートで伝つ手てを辿たどる手段はある。

　最初の襲撃を阻はばんだ吸血鬼ヴアンパイアの僅かな遺留品から、表向きの身元や関係者を手た繰ぐる。近隣で最近、至急かつ不自然な形で契けい約やくされた不動産はないか調べる。

「餌えさ」や資金などの提供ばかりではない。こういう形で有用だからこそ、魁冥寺家は関東地方での有力な協力者として認められてきたのだ。

「……たかがガキひとりでも、きっちり始末するってのはこんなに面めん倒どうなモンなのかよ。最初に垂木興業がしっかりやってくれりゃ、こんな苦労はなかったんだ」

　壁かべに背を預けた貴たか士しが、くちゃくちゃとガムを噛む。

「それに関しちゃ弁解の言葉もありませんや。ま、せいぜい今後のご奉ほう公こうで尻しり拭ぬぐいを頑がん張ばりますんで、何なに卒とぞご容よう赦しやのほどを」

　貴婦人ダーメ相手に恐きよう縮しゆくする義貴と不満を露わにする貴士――魁冥寺親子を前にしても、当事者であるはずの垂木憧しよう子こは芝しば居いがかった態度を崩くずさない。スレンダーな身体からだを壁に預け、所在なげに手の中でスマートフォンを弄もてあそんでいるだけだ。

　チッ――その様子が不快なのか。貴士がわざとらしく舌打ちをする。

「まあ、焦ったって詮せん無なき事です。ウチの連中を信じて朗報を待ちましょうや」

　憧子は、大おお仰ぎように肩を竦すくめて笑う。

　彼女の側そばに護衛はいない。部下は全員仕事に当たっている。ネットや資料ではどうしようもない曖あい昧まいな情報を見つけ、手繰るためには頭数とコネクションこそが重要だ。

　魁国市周辺の他の街は他の暴力団のテリトリーであり、垂木興業の人間が勝手に嗅かぎ回ればトラブルを生む。ただ、抗こう争そう状態にある訳ではなく一種持ちつ持たれつの関係なので、人が直接出向いて頭を下げれば協力を仰あおぐのは難しくない。向こうにしても恩を売るチャンスなのだから。

　しばらくすると、憧子のスマートフォンから着信メロディが流れた。短いやりとりだけで通話を終えると、義貴に笑えみを向ける。

「目星がつきましたよ。標的が住んでる街の外れ、バイパス沿いの貸倉庫。見張りは付けてます。ホテルやマンションの類たぐいじゃないってのは、ちょいとした盲もう点てんでしたね」

「垂木憧子さん、お手て柄がらね」

「いえいえ。あたしゃあくまで下働き。お褒ほめの言葉を受け取るべきは社長さんで」

　貴婦人ダーメが声をかけると、憧子は例によって田舎いなか役者めいた口調で一礼する。

「町外れだと、襲撃もしやすいか。警察に通報して身み柄がらを押おさえさせ〈王党派ロイヤリスト〉と分断させるという手もあるが、こちらも手を出しづらくなる……」

「面倒くせえ事言ってる場合かよ。さっさとカタつけちまうのが一番だって！」

「そうね。わたくしも、今回は貴士くんに賛成よ。標的を殺すには人間の手が必要だし」

　貴婦人ダーメが呟くと、義貴は向き直って一礼し、同意を示した。

「あなたの、他人を傷つけたい殺したいっていう気持ちは尊重されるべきだわ。だって貴士くんはただの人間じゃない。このわたくしの協力者なんだから、そうでない人間の上に立つ特権が与あたえられて然しかるべきよ」

「はっ。そうだろうさ」

　誇る貴士は気づいていない。自身に権けん威いがあるのではない。絶対的に貴婦人ダーメの下に置かれているのだという事に。

「凌りよう牙が、あなたの意見を聞きたいわ」

　貴婦人ダーメは小指で口くち唇びるをなぞりながら、視線を動かした。

「俺おれは、貴婦人ダーメ閣下の方針に従います。魁冥寺の坊ぼつちゃんに殺させるってのなら、それで構いません。ただ問題は、確実に〈王党派ロイヤリスト〉の吸血鬼ヴアンパイアが護衛についてるって事です。つまり、標的は自分の血の効果をもう知ってるでしょう」

　人間だけで襲撃しても敵の吸血鬼ヴアンパイアに返り討ちに遭う。だが、吸血鬼ヴアンパイアを多数動員すれば、血の力で支配されてしまう。標的を狙う場合につきまとう難題だ。

「ただ〈王党派ロイヤリスト〉が動員してるのはせいぜいふたりか三人でしょうから、俺とパウラ――少数精鋭の吸血鬼ヴアンパイアと、人間で編制した多数の実行部隊で襲撃ってのがいいと思います」

　背筋を伸のばした姿勢で、凌牙が具申した。

　数を頼んでの力押しなので、隠おん密みつ行動で隠いん蔽ぺいするのは諦あきらめるしかない。幸い、敵の隠かくれ家が周辺に民家がほとんどなく、強襲には向いている。警察が駆かけつけるより前に標的を片付けて撤収する。

「そうね。じゃあ、その通りにやってちょうだい」

　艶えん然ぜんと微笑ほほえむ貴婦人ダーメに凌牙は無言で一礼した。

「人間の手が必要なら、垂木から何人か回してもらったらどうですか？」

　義貴の提案に憧子の薄笑いが僅かに曇ったのを、貴婦人ダーメは見逃さなかった。

　クライアントからの要求となれば断る訳にもいかないだろうが、元々小さな地回り組織で頭数に余よ裕ゆうはない。しかも、今回の件では既に死人を出している。

　危険な作戦に多数を動員させられたくはないはず。一方で義貴の方は貴士を守るための部下として、また囮おとりや壁として人数が欲ほしい。

　くすっ。

　醜しゆう悪あくで滑こつ稽けいな――実に人間らしい思おも惑わくの絡み合いに、貴婦人ダーメは頬ほおを緩ゆるめた。

「垂木興業には、餌の調達とかいろいろ働いてもらわなきゃならないでしょ？　襲撃部隊にはこちらから人を出すわ。凌牙、候補生でもいいから必要な数を召しよう集しゆうして。貴士くん、とどめは刺させてあげるから、現場ではちゃんとこっちの命令に従ってね」

　凌牙やパウラは陽光に強いが、それでも日中は不利になる。夕方の襲撃とするならまだ二、三時間はあるから実働部隊を呼び寄せる余裕はある。

　貴婦人ダーメの意を汲くみ取って凌牙は黙って頷いただけだったが、貴士の方は自慢げに拳を握りしめて見せる。

　その様子がおかしくて、貴婦人ダーメはまた笑った。




　吸血鬼ヴアンパイアサイドの情報、魁冥寺家とカイ・ケミカル、そして魁国市の現状。

　双そう方ほうの情報を照らし合わせ、分析するのはかなりの時間がかかった。黎や京香は途中で食事――また固形シリアルとミネラルウォーター――が必要だし、リーリヤも少しは休憩を挟んだ方が集中力が続く。結局、ひと段落つく頃ころには夕方になっていた。

「……ひとまずここで切り上げよう」

「そうね。わたしの方も帰宅して、使える情報がないか探ってみるわ」

　京香がパソコンを畳たたんだ。

　ここまで車で迎えに来てもらっても大だい丈じよう夫ぶか。それとも、朝と同じように安全な接触ポイントまで送った方がいいのか。

「リーリヤ。彼かの女じよを……」

　黎が相談しようとしたその時――。

「……しっ！　静かに。何か、近づいてきます」

　不意にリーリヤが声を潜め、口くち唇びるの前に指を立てた。

　警告されて意識を集中すると、黎にも物音が感じ取れた。普ふ通つうのエンジン音とは異なる。トレーラーやトラックの類か、あるいはもっと大きな車両が複数近づいてきているようだ。

「道路沿いだし、ただの通りすがりかも知れないけど……」

　京香が呟いたその時、音が間近で停まった。

「……やはり、敵か？」

「黎様、脱だつ出しゆつの準備を」

「僕だけじゃない。逃げるのなら美紘と京香も一緒じゃないと」

　リーリヤにとって最優先は黎の安全だ。非常事態には、他のふたりを見捨てるだろう。まだ目覚めない美紘も、車椅子の京香も、逃とう走そうの足手まといになる。

　だが、それを黎は許さない。

「……最善は尽つくします。それと、これを。万一の際は、ある程度御おん身みをご自分でお守りいただけますよう」

「ありがとう。いい選択だ」

　沈ちん鬱うつな表情でリーリヤが差し出したのは伸縮式警棒とナイフだった。単純に武器としては剣けんやリーリヤ自身が使う鉾槍ハルバードの方が強力なのだろうが、扱あつかい慣れない黎がぶっつけ本番では、使いこなせずに自傷する危険の方が大きい。護身用には警棒が適している。それとは別に、確実なとどめを刺さす時には刃は物ものが便利だ。

「京香は、美紘と一緒にいてくれ。僕とリーリヤ、サクラムでみんなを守る」

「わかったわ。自分だって戦えるとか、意地を張っても無意味だしね」

　肩を竦めて苦く笑しようし、京香は車椅子を眠ねむっている美紘の隣となりに寄せた。黒い巨犬が、僅かに首を巡めぐらす。

　出入り口は二か所あるが、敵がどちらから入ってくるかわからない。いや、人数を動員できるのなら当然両方確保するはず。排はい除じよしない限り、脱出は不可能だ。勝機があるとすれば〈貴族派アリストクラシスト〉が吸血鬼ヴアンパイアを戦力に動員できない点か。黎に直接攻こう撃げきできないし、逆にこちらの手て駒ごまにできる。

　普通の人間ならリーリヤで充じゆう分ぶん対処できるだろう。人数は不明だが、日本国内では用意できる武器も限られる。さすがに大量の銃火器は持ち出さないはず。

　そこまで考えた上で、一度頭をリセットする。

　盤上で最初の駒も動いていないのに先読みに走るのは、思考の柔軟性を損ねる。定石を踏まえた上で、あらゆる状じよう況きように対応できるよう予断を排除するべきだ。

　黎がそう判断した時――。

　ドゥン！

　鈍にぶい音とともに、倉庫の建物が振動した。ぱらぱらと建材の粉が落ちてくる。

「何？」

　京香が目元を手で庇かばいながら天てん井じようを見上げる。

「多分、建機だ。鉄球モンケンじゃなく、油圧ショベルか何か」

　ぶつけられた位置からすると、ブルドーザーよる低い体当たりではない。力の加えられ方も制御されている。上から崩くずせば、こちらが瓦が礫れきの下した敷じきになるかも知れない。外へと飛び出したら、そのまま迎げい撃げきすればいいという事か。

「自分が外へ出て、破は壊かいをストップさせます。黎様はこのまま警戒を」

「ま……」

　待て――と言いかけて言葉を止める。

　敵の狙ねらいは、リーリヤと自分を引き離す事だ。黎だけなら人間で殺せる。敵の思惑に乗るのは危険だ。だが頑かたくなに閉じこもっていても、焦って外へ出ても、いずれジリ貧になる。敵の勢力を把は握あくするためにも、リーリヤが打って出る意味はある。

「わかった。だが、無理はしないで欲しい。敵の撃破に固こ執しつせず、重機による破壊を食い止め、周囲を確認したら速すみやかに戻って合流――それで、いいか？　状況次し第だいでは、僕たちも自力による突破を試みる」

　命令ではなく、あくまで提案と確認の形で口にする。

　畳んだ警棒とナイフをポケットにしまい、肩を組むような形でまだ意識のない美紘を抱き上げる。これなら、いわゆる「お姫ひめ様さま抱き」と違ちがって片手の自由は確保できる。

　京香は自力で動けるが、車椅子のスピードには限界がある。どうせ彼女に合わせなければならないのなら、サクラムには美紘を運ばせるよりも動きの自由を優先。警棒とナイフがあっても、黎自身さえ戦力として心こころ許もとない。その他、役立ちそうなものをいくつか手元に並べる。

「わかりました。では、至急脅きよう威いを排除します」

　鉾槍ハルバードを手に、リーリヤは一度扉とびらに張り付き、小さく隙すき間まを開いて外を確かめてから、一気に飛び出した。




　倉庫を破壊する建機のオペレーターを殺害――無力化にはこれが最も手っ取り早い――した後、他の敵を排除する。少数なら全ぜん滅めつさせ、多ければ急いで黎たちと合流してこの場を脱出。移動手段は乗ってきたワンボックス以外に、建機を奪うのも選択肢に入れる。

　頭の中で方針を確認して、リーリヤはオレンジ色のショベルカーに向かった。

　外は、薄暮。夕日が投げかけた熱を頬に感じる。

　並の吸血鬼ヴアンパイアではまだ苦しむだろうが、リーリヤにとっては真夜中と同等だ。

　建機は一台。こちらの出入り口には、他に大部隊が待ち構えていた訳ではない。これなら対処できるはず。

　低い作動音を鳴らしながら、ショベルのアームがこちらに迫せまる。

　リーリヤの口元が緩む。

　銃や刃物で狙ねらわれるより安全だ。〈穢銀アルゲントウム〉製の建機はありえないから、一いち撃げきでミンチにでもされない限りは致ち命めい傷しようには遠い。操縦者が人間なら恐れる必要はないし、並の吸血鬼ヴアンパイアがひとりかふたりでもリーリヤの敵ではない。

　スカートを翻ひるがえして軽く跳ちよう躍やくし、バケットを蹴けって更さらに高く跳――ぼうとした。

　しかし足が触ふれる瞬しゆん間かんにバケットが動き、彼女を内側に抱だき留とめる。車体が基部から回転する。スイングの勢いで小さな身体が放り投げられる。

「！」

　己の油断と失策に気付き、リーリヤは舌打ちしながら空中で回転、姿勢を整える。

　最短距きよ離りをショートカットしようとしたせいで、動きを読まれてしまった。

　滞空中に判断し、着地と同時に〈敵意の聖像ホリステイス〉を構える。

　敵は既すでに運転席から飛び出して急迫してきた。もうひとりはショベルの陰かげにでも隠れていたのか。フライトジャケット風の黒い戦せん闘とう服の男女。どちらも二十歳はたち前後だが、吸血鬼ヴアンパイアなら見た目の年ねん齢れいは当てにならない。リーリヤ自身がそうであるように。

「はぁっ！」

　大上段から振ふり下ろしつつ、グリップのスイッチを操作する。〈敵意の聖像ホリステイス〉先せん端たん部のワイヤー付槍穂先スピアヘツドが慣性で射出される。柄の伸縮だけではない。〈敵意の聖像ホリステイス〉は様々な戦局に対応するためのギミックを組み込んだ多機能武器なのだ。

　普通の鉾槍ハルバードではあり得ない間合いの奇襲のはずだが、男は腰から抜いた武器で正確にそれを弾き飛ばす。

　分厚い刃やいばの山刀だ。

　女の方は、右手で鞭むちを振るう。

　槍穂先を巻き戻しながら山刀をぎりぎりで躱かわし、避よけきれなかった鞭の先端を鉾槍ハルバードの斧おの部分でブロックする。

　キィイイインっ！

　独特の甲高い金属音が響ひびく。鞭の先端は、リーリヤの得物同様〈穢銀アルゲントウム〉の錘おもりだ。達人が操あやつる鞭は音速に達する。直撃を受ければ、もちろんただでは済まない。

　でも、長い鞭を存分に駆く使しするには広い空間が必要で、予備動作も大きい。対処は難しくないはず。

　建機から追い出したので目的は果たした。このふたりを倒たおす必要はない。かいくぐって躱し、王ロードの御み許もとに戻る。可能ならショベルの運転席に一撃を与え、使用不能にする。

　コンマ秒のうちに優先順位を整理し、リーリヤは身を屈かがめ、力を込めた踵かかとで地を蹴る。

　しかし、さらに低い地を這はう如ごとき姿勢から男が山刀を水平に振るう。

〈敵意の聖像ホリステイス〉の石いし突づきを地面に突き、急制動で直撃を避ける。空気をはらんだスカートの前面が切り裂さかれる。

　動きが止まった一瞬に、頭上から鞭が襲おそい来る。

　棒高跳びを中止する要領で、腕うでの反動を利用して後方へジャンプし、距離を取る。

　先端の金属が地面を叩き、激しい砂すな埃ぼこりを舞まい上げる。

　しなやかなワイヤーをより合わせた鞭本体は男の数センチ横を通り、再び女の手元へと戻っていく。

　驚きよう嘆たんすべき連れん携けいと技量だ。ほんの少し軌き道どうかタイミングがズレていれば、必殺の鞭が直撃したのは男の身体なのだから。

「……手て強ごわい、わね。〈黄昏ダスク〉の中でもエースって訳？」

　呟きながら、裂け目を広げて引きちぎり、スカート丈たけを短くする。破れて形が崩れたままだと、意図せず脚あしに絡む恐おそれがある。

　サングラスさえなく夕日の中で行動しているから、リーリヤ同様人間に近い体質で能力自体はさほど強くないはず。ならば、この強さは純じゆん粋すいに技量によるものだ。

「俺は霧きり島しま凌牙、そっちも噂に聞いてるぜ。〈王党派ロイヤリスト〉の切り札・リーリヤだな？」

「わたしはパウラ。リガ、ハバロフスク、それに香港――あちこちで〈貴族派アリストクラシスト〉の拠きよ点てんを潰してくれたお礼をさせてもらう」

　さすがに、ここ三〇年ほどの主な動きは把握されていた。

「貴様も、貴様が守っている人間もここで仕留める。恐れろ、怯おびえろ、震えて死ね！」

　凌牙の宣戦に合わせ、パウラの鞭が地面を叩たたく。

「言うじゃない？　でも昨日の〈黄昏ダスク〉どもはわたしが片付けたのよ！」

　鉾槍ハルバードを高く掲かかげたまま再びダッシュし、凌牙の目前で――サイドステップ。

　凌牙たちに付き合う必要はない。陽動だからこそ、挑発めいた事を言ってきたのだから。

　意表をついたリーリヤの動きに、凌牙の反応は一いつ瞬しゆん遅おくれた。

　いける！

　判断の直後に、鞭が飛んできた。

　鉾槍ハルバードでブロックする。だが、その動作が一秒にも満たないロスを生む。

　すかさず凌牙が追いつき、上段から山刀を振り下ろす。

　威い力りよく重視の大振りで、避けるのは難しくない――後方へ飛び退のくなら。

　また一歩、黎から遠ざけられてしまった。

　舌打ちしつつ左手で鉾槍ハルバードを保持したまま、右袖に隠していたワイヤー付き飛鋲〈否定の絆ネガテイオ〉をパウラ目がけて放つ。

　ヒュウンっ！

〈否定の絆ネガテイオ〉を弾き飛ばすべく、鞭が大きく振るわれる。リーリヤは手首のスナップで僅わずかに飛鋲の軌跡をずらす。

　鞭とワイヤーが絡からまった。

　即そく座ざに、右腕に力を込めてワイヤーを引く。

「くっ！」
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　体勢を崩しかけたパウラが、鞭を握りしめて両足で踏ふん張る。腕わん力りよくそのものはほぼ互ご角かく。

　グリップ内蔵のワインダーでワイヤーを巻き取りながら、パウラとの距離を詰つめる。

　鞭を封じている間がチャンスだ。

「てめえっ！」

　怒声とともに凌牙が飛びかかる。

　振り下ろされる山刀を食い止めるべく、片かた腕うでだけで鉾槍ハルバードを構える。

　ガギィィィィィン！

　重い金属塊かい同士が激げき突とつする鈍い音。振動で左手が痺しびれる。

〈敵意の聖像ホリステイス〉の柄えを山刀が滑すべり、離はなれ、右の手首を狙う。

　片手だけで辛かろうじて鉾槍ハルバードを振って防ごうとする。凌牙は再度〈敵意の聖像ホリステイス〉と打ち合うのを避けて〈否定の絆ネガテイオ〉の鋼線を断ち切る。

　リーリヤは幅はばの広いステップで飛び退き、返す刀で振るわれた凌牙の刃を避ける。

　即座に、自由になった鞭が襲来する。

〈敵意の聖像ホリステイス〉を両手で持ち直し、それを受け流す。

　駄だ目めだ。このコンビネーションを崩さなければ、黎を守れない。

　ふたりの向こうにある倉庫からは、微かすかに争あらそいの音が聞こえてくる。

　早く。一秒でも早く救出しなければ――。

　焦あせりとは裏腹に、今の位置を保つのさえ精せい一いつ杯ぱいだった。




　ガッ！

　リーリヤが出て行くタイミングを見計らい、もうひとつの出入り口が破壊された。

　鉄扉は施せ錠じようしていたのだが、コンテナトラックの体当たりで突とつ破ぱされたのだ。

　閉ざされたドアを開こうと無む駄だな時間は使わない――この一点でも敵の練度と意図はある程度測れる。

　コンテナの中から飛び込んできた敵は六人、全員若い男。あとは最低でも運転手がもうひとり。服装は揃そろいのレザージャケットだが、ドレッドヘアのひとりだけが私服だ。マスクなどはなく、素す顔がおが晒されている。

「京香、頼む！」

　敵の状態を確認し、指示する。

　既に京香は消火器を構え、ノズルを入り口に向けている。黎は美紘を抱いているため、初動の妨ぼう害がいは彼女に任せたのだ。

　なのに、京香は動かない。

「早く！」

「う、うんっ！」

　消火器のハンドルを握る。白い粉末が猛もう烈れつな煙えん幕まくになって噴ふん出しゆつする。咳せき込む声目め掛がけて黒犬サクラムが躍り込む。

　だが、京香の行動が遅おくれた一秒の間に、ひとりだけ服装の異なるドレッドヘアの男が一直線に黎たちに迫ってくる。

「京香？　何でお前がここにいるんだよ！」

　ドレッドヘアが叫さけぶ。

　予期せぬ言葉に、黎の動きも一いつ瞬しゆん止まった。

「兄さん！」

　京香が叫ぶ。

　話には聞いていた京香の腹違いの兄――魁冥寺貴士か。

　敵とのつながりを知っていても、実の兄が現れるのは予期していなかった。

　空になった消火器を投げつけるが、車くるま椅い子すでは上手うまく力が入らないのか、貴士には命中せず、手前に落ちて金属音を立てて転がっただけだ。

　貴士だけではない。更に三人、敵が白い煙けむりを抜ぬけて近づいてくる。

　サクラムは本来戦闘用ではないと聞いているが、体高一メートルの大型犬だ。並の人間にとっては強敵のはず。それでも全員を食い止めるのは無理なのか。

「きゃっ！」

　真っ先に近づいた貴士は黎を攻撃せず、強ごう引いんに京香の手首をつかんで引っ張った。力任せに車椅子から引き離され、冷たいフロアに落とされる。

「京香！」

　助けようとした黎の前に、消火剤まみれの三人が襲いかかる。全員、手には大型のナイフを構えている。

「くっ！」

　警棒を伸ばして抵てい抗こうを試みるが、美紘を抱きかかえたままだ。しかも、特に戦うための訓練を積んでいる訳でもない。ただ警棒を振り回して切っ先を払うだけで精一杯。

「黎！　わたしは大丈夫だから！」

「わかった！　電話を！」

　叫ぶ京香に呼びかける。ひと言でこちらの意図を察して、ポケットから取り出した携けい帯たい電話を床ゆかの上に滑らせる。

「何してんだよ、お前は？　ちゃんと親父おやじに説明しろよ！」

　貴士は怒声を上げながら、片腕でずるずると京香を引きずっていく。萎なえた脚がコンクリートで擦こすられる。白い皮ひ膚ふの表面が削けずられ、にじみ出た血の赤が残される。

　しゃっ！

　離はなれる貴士と入れ替わるように、別の敵が黎目がけてナイフを繰り出す。

「くっ！」

　刃を払おうと振った警棒は空しく宙を切った。辛うじて敵の軌跡を数センチ逸そらして、致ち命めい的てきな直撃を防いだだけだ。片腕に抱えた妹を庇って身体を捻ったから、右の上腕が切り裂かれる。

　熱い痛みに、眉み間けんが強こわ張ばった。

　後ずさり、距離を取ろうとするが、敵は苦も無く追いついてくる。

　向こうは訓練を積んだ戦闘要員、こちらは素人しろうとで三対一。しかも美紘を守りながら。

　リーリヤの帰還も遅おそい。想定以上に敵が強力なのか。

　冷静に考えれば勝ち目はない。

　このまま両親の仇も討てずに終わるのか。

　いや、まだだ！

　己の弱気を否定する。

　身体を流れる血の最後の一いつ滴てき、鼓こ動どうの一拍が尽きるまで、勝機が消しよう滅めつする訳ではない。思考と行動を放ほう棄きするな。

　三人の敵は前方左右、そして背後に回り込んで黎と美紘を包囲する。

　後方に注意を向けた隙に左側の敵が放った攻撃が、黎の肩かたに突き刺さった。

「！」

　掠かすめただけとは異なる激痛。溢れ出そうな悲鳴を噛み殺すが、身体のバランスが崩れる。腕が痺れて力が緩み、妹の小こ柄がらな身体が黎の足あし下もとに崩れ落ちる。

「美紘っ！」

　咄とつ嗟さに庇かばおうとする。

　真新しい傷口から落ちた血の滴が、美紘の顔に落ちる。

〈貴族派アリストクラシスト〉の標的はあくまで自分。妹は巻き込まれただけ。理性だけで判断するなら、放置して逃にげるべきだった。少なくとも、敵が自分に向かっている間だけは美紘は生き延びられるはず。

　それでも黎は咄とつ嗟さに跪ひざまずき、全身で覆おおい被さって美紘を庇ってしまった。

「こいつ、俺たちが始末していいのか？　坊ちゃんが殺したがってただろ？　押おさえるだけにした方が……」

「あの人は別の女連れていく方を優先したんだ。まず任務を完遂だ」

　頭上から、そんな声が降ってくる。

　考えろ、考えろ、考えるんだ。

　この期に及んでも、何か打てる手は残っていないか？

　自分自身の戦せん闘とう力りよくなど当てにできない。

　リーリヤはまだ足止めされているのか？　彼女が戦っている相手は恐らく吸血鬼ヴアンパイアだ。

　もしも声が届く範囲にそいつらがいたら？　あるいは、サクラムの相手をしている中に吸血鬼ヴアンパイアが混じっていたら？

　敵の意図からすると可能性は極めて小さい。

　それでこのまま無む為いに殺されるくらいなら、切れる手札は全部切る！

「来い。僕を守れ！　敵を排除しろ！」

　大声で叫ぶ。

　だが、駆けつける救きゆう援えんはない。

「へ……。何を言うかと思ったら、最後の悪あがきか」

　男が笑いながら屈み、美紘と重なった黎の肩を押さえつける。もうひとりも加わる。

　藻も掻がくが、腕力も体格も相手の方が上だ。ささやかな抵抗は効果を発揮しない。

　不自由な姿勢で、首だけ捻ひねって振り返かえる。

「死ねよ、クソが！」

　最後のひとりが、高々とナイフを掲げる。

　だが――。




　ずっと、微睡まどろみの中に沈しずんでいた。

　家からこの倉庫に運ばれたのもわかっているし、リーリヤが語った吸血鬼ヴアンパイアの性質や歴史もぼんやりと覚えている。ただ実際の体験ではなく「そういう内容の夢」を見ていたような気持ち。いや、夢を見ている自分を別の自分がまた夢に見ている――それが無限に繰くり返される、極薄のヴェールを幾重にも重ねた白く微温の薄うす闇やみの中にずっとたゆたっていた。

　不意に、口元に何かが触れた。

　熱く甘く、ひたすらに強きよう烈れつな刺し激げきが全身を駆け巡る。

　無数の紗しやが一気にはぎ取られ、感覚が鋭敏になる。

　口くち唇びるの粘ねん膜まくから浸透した甘やかな何かが脳を、心臓を、肺を、全すべての内臓を、悦よろこびで満たす。身体の隅すみ々ずみにまで張り巡らされている毛細血管の形まで理解できる――できてしまう。

　一いつ瞬しゆんだけ迸ほとばしった甘美な痺れはすぐに消え、あらゆる神経が、筋肉が覚かく醒せいする。

　来い――すぐに行く。

　僕ぼくを守れ――わかってる。

　敵を排除しろ――当たり前だよ。

　理由などいらない。

　この言葉に従うのは当然であり、栄誉であり、歓かん喜きであり、悦えつ楽らくだ。




　がばっ！

　黎の身体が、下から跳はね上げられた。押さえつけていた男ふたりも弾き飛ばされる。

「……え……？」

　美紘が、立ち上がっていた。

　両目からは、真しん紅くの光。

「……承知いたしました。わたしが、お兄ちゃんを――陛下をお守りいたします」

　静かな声で宣言した口くち唇びるに、笑みが浮うかぶ。

　ちらりとはみ出したピンクの舌が赤い汚よごれ――黎の血を嘗なめる。

「な、何だ、こいつ！」

　跳ね飛ばされなかった男が、握ったナイフを美紘目め掛がけて突き出す。

　すっ！

　ごく自然な、緩やかとさえ言える動きで美紘が伸ばした右手が、男の手首を捕つかまえる。

　ぐじゅっ！

「ぎゃはぁっ！」

　男が絶叫する。

　美紘は一瞬で相手の手首を折った――否いな、握り潰したのだ。

　ぐじゃぐじゃに崩れた腕の断面から、真っ赤な血が噴き出す。

　血に濡ぬれた人差し指を、美紘は舌先でちろりと嘗める。口くち唇びるの間からは白い牙きばが覗のぞいた。

「お兄ちゃんに……わたしのお兄ちゃんに、ひどい事しないでっ！」

　更に右手が翻ひるがえる。

　静かだが、肉眼では捉とらえられない速度。

　片手を失った男は喉のどを切り裂かれ、悲鳴さえ上げずに仰あお向むけに倒れた。

　美紘が手を振ると、指先から赤い飛沫しぶきが飛び散る。

「け、血族？」

「落ち着け。武器を変えろ！」

　飛ばされたふたりも立ち上がり、黎に使っていたのとは別のナイフを構えた。

　普通の鋼とは異なる、鈍にぶくくすんだ銀はリーリヤの〈敵意の聖像ホリステイス〉と同じ色だ。

「危ないっ！」

　黎は叫んだ。

　吸血鬼ヴアンパイアの強さは千差万別だとリーリヤは言っていた。美紘は元々身体を鍛えていた訳でもない。下手をすると、一撃で致命傷になる。

　しゃっ！

　繰り出された突きを、美紘は揺れるような動きで躱かわした。

　すれ違いざまに男の首筋を片手で捕まえ、そのまま持ち上げる。

「ひ……ひぎっ！」

　吊つり上げられた男が、脚をばたつかせて呻うめく。

　それを、無造作に投げ捨てる。

　放り投げられた男は倉庫内の荷物にぶつかった挙げ句、去ろうとしている貴士の側そばに転がった。

「脚が！　脚がぁ！」

　骨折してあり得ない角度に曲がった脚を押さえ、倒れたまま悲鳴を挙げている。

「な、なんだよ、ありゃ！」

　貴士も叫ぶが、そのまま抵抗する京香を引きずって外へ出て行く。

　どうする？　京香を奪還するか？

　いや、充分強いといっても美紘の能力は未知数だ。頼たより切れない。敵が残っている以上、リスクは抑えなければならない。歯がゆくても、自分が助けに行くのも駄目だ。これから〈貴族派アリストクラシスト〉と戦うため、黎自身こそが最強の切り札。そもそも敵の目的は黎の殺害だ。

　自分との関係が発覚したとしても――いや、発覚したからこそ京香は連中にとって利用価値のある手札になる。少なくともすぐに命を脅おびやかされるような事はないはず。彼女なら、敵の手中に落ちても生き残り、勝利するために最善を尽くす。

「美紘！　まず自分を守れ」

　はっきり、声に出して命じる。

「……は、はい……」

　戸と惑まどい、躊躇ためらう声が答える。いつもの美紘なら返事は「うん」だ。

「こ、このぉっ！」

　残ったひとりがナイフを振り回しながら近づいていく。

「美紘！」

「大丈夫、お兄ちゃん。全部、見えてるから」

　言葉の通り、男が何度も閃ひらめかすナイフを、美紘はぎりぎりの間合いで回避し続ける。

　斬きりつけられているように黎には見えたが、全ての攻撃を数ミリ差で避けているのだ。

　がしっ！

　そのナイフが、止まる。

　美紘が手首を捕まえていた。

「ひっ！」

　先に倒された仲間の惨さん状じようを連想したのか、男の顔が強張る。手からナイフが零こぼれ、金属音を奏でて床でバウンドする。

　だが、驚きよう愕がくと恐きよう怖ふの表情は長くは続かなかった。

　もっと強烈な、生理的な反応が男の顔を占拠したからだ。

「さ……寒い……」

　小さな声は、がちがちと打ち鳴らされる歯の音に混じって途切れとぎれだ。顔は死体のように青ざめ、全身が震ふるえている。

　黎も肌はだ寒ざむさを感じたのは錯さつ覚かくではない。息が白く変わる。

　見る間に男の顔が紫むらさきがかった白に変じ、動きも止まる。凍死だ。床に落ちた死体は、力なく倒れる。

「……もうひとり、逃がさない。お兄ちゃんを虐いじめる。お兄ちゃんを苦しめる人……パパとママの仇かたき……。陛下の・敵・排除……」

　骨折して呻き続ける男に向かって近づく美紘の言葉は、どんどんぎこちないものに変わっていった。足取りさえふらついている。

「待て、美紘」

　近寄り、その肩を抱く。

　布地越ごしに伝わってくるのは、生身の人間とは異なるひんやりとした冷たさ。

「お……兄ちゃ……違……へ、陛下……お兄……」

「あいつは、もう無力だ。急いで殺す必要はない」

「う、うん……。そう、だね。お……お兄ちゃんが……そう、言うなら……陛下がそう仰おおせられるのでしたら、従います」

　またゆっくりと言葉を反はん芻すうするような、たどたどしい口調で答える。

「ごめん、美紘」

　腕に力を込めながら、耳元に囁ささやく。

「父さんや母さん……お前がこんな事に巻き込まれたのは、僕のせいだ。怨うらんでくれても構わない」

　口にしてから気付く。

　美紘も既に吸血鬼ヴアンパイアだ。仮に殺したいほど怨んだとしても、王の血を持つ黎に直接危害を加えるのは不可能なのだ。

　だとしたら、この謝罪そのものが欺ぎ瞞まんであり偽ぎ善ぜんではないのか。

　体温が伝わらないだけではない。抱きしめた手が触れた背中――肩けん甲こう骨こつのあたりで、何かが内側からビクビクと激しく脈動し、膨ふくれあがろうとしている。人間の肉体には存在しない器官、あり得ない挙動。

「お兄……陛……へ、へい……か……？」

　現に、美紘の中では黎が「兄」と「王ロード」に分裂しているようだ。

　兄妹きようだいだ。陛下だなんて呼ぶな――そう言うのは簡単だ。けれど、声に出した瞬間にそれは絶対の命令となってしまう。

　渦巻き、引き裂かれるこの感情を、言葉を選ぶような「工夫」で乗り切ってしまっていいのか？

「ちが……違うよ、お兄ちゃん」

　答えると同時に、背中で蠢うごめいていたものが鎮しずまる。
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　黎の腕を解ほどいて美紘は、笑った。

　昨日までと変わらない――いや、むしろ一年前と変わらない朗らかな笑えみが、黎の胸に湧わき上あがった悔かい悟ごの念をぬぐい去る。

「わたし、嬉うれしいんだ。だって、強くなれたから。お兄ちゃんのために――お兄ちゃんを守って戦えるんだから。これからも一いつ緒しよにいられるんだから……。それに、パパとママの仇も討てる」

「美紘……」

「だって、わたし、知ってるもん。気持ちだけじゃ駄目。自分が正しいと思う事や大切な人を守りたいなら、弱くちゃいけないんだって。心が強くなきゃいけないけど、負けない力があれば、心を強くしていける……」

　傷つき、一度は逃げ、再び立ち上がろうと息を潜ひそめている間に、妹はこんな事を考えていたのか。

　労いたわり、慈しむだけで、自分にはまだ見えていなかったのだ。

「だから、大丈夫だよ、お兄ちゃん」

　黎の手を、美紘の小さな手がぎゅっと握にぎりしめる。

　美紘らしくもなく、肌は冷たかった。




「やべえぞ、おい！　もうひとり吸血鬼ヴアンパイアがいた。小こ娘むすめだ！　俺おれ以外みんなやられた！」

　倉庫から飛び出して叫ぶドレッドの男に、リーリヤは一瞬だけ視線を向けた。右手では、京香をずるずると引きずっている。

「失敗か！　仕方ない、撤てつ収しゆうする！」

　後方へ飛び退きながら凌牙が命じ、彼かれの撤退をサポートするべくパウラが鞭で牽けん制せいする。三人が合流し、倒れている京香をパウラが抱き上げ、ショベルを運んできた大型トラックに乗り込んで急発進する。

「ふぅ……」

　小さく息が漏もれる。

　追撃して京香を救出する事も考えたが、人ひと質じちを取られて二対一ではさすがに分が悪い。貴士が失敗と言って逃げたという以上は、黎は無事だ。他の人間が全員やられたのなら、吸血鬼ヴアンパイアである〈黄昏ダスク〉は王ロードを殺せない。

　しかしこれ以上留とどまるのも危険だ。横よこ槍やりが入らないよう、敵が道路封鎖など工作していたとしても、建機が倉庫を壊すレベルの騒さわぎがいつまでも見つからないはずはない。

〈敵意の聖像ホリステイス〉を握ったまま、リーリヤは半壊した倉庫へ舞い戻る。

「黎様、ご無事でしたか？」

　目に飛び込んだのは、立ち上がった美紘とそれを背中から抱きしめる黎の姿だった。

　犬の牙で仕留められた死体が四つ。それ以外の方法で殺されたものが三体――いや、ひとりだけはまだ辛うじて生きているか。開放骨折で出血しているし、放置すればまもなく死ぬだろうが。

「リーリヤ、そっちこそ大だい丈じよう夫ぶか？」

　こちらを認めた黎は、妹から腕を解く。

「妹君も、目覚めたのですね」

「え、えっと……。この人は……リーリヤさん……だよね？」

　眠ねむっているように見えたが、周囲の会話はある程度聞こえていたらしい。

「覚かく醒せいしているのなら問題はないと思いますが、一応『血の契ちぎり』の儀ぎ式しきは行っておいた方がいいでしょう。そこに跪いてください」

　全すべての吸血鬼ヴアンパイアは王ロードに従うが、吸血鬼ヴアンパイア間でも序列は存在する。新たな血族は己おのれの血を吸い因いん子しを与あたえた「親」には逆らえないし、上流にあたる「祖父母」の命令は「親」に優先するという鉄則がある。貴婦人ダーメが〈貴族派アリストクラシスト〉に君臨しているのも、この原理によるものだ。

　新たな血族を生み出した際には同どう胞ほうとして受け入れ、上下関係を確かく認にんするための儀式が存在するのだという。

「……う、うん」

　戸惑いながらも、美紘はリーリヤに言われるままその場に膝ひざを折った。

　リーリヤは左手に鉾槍ハルバードを持ったまま静かに近寄り、美紘の頭に右手を伸ばす。

　だが――。

「いやっ！」

　白い手が髪かみに触れた途と端たん、美紘がそれを払はらいのけた。

　膝を地から離し、姿勢を崩くずして逃げるように後ずさる。

「わたしの髪に触っていいのは……お兄ちゃんだけだもんっ！」

　思いがけぬ反応に、リーリヤはきょとんと己の手を見つめる。

「ふたりとも落ち着いてほしい。リーリヤ、その儀式は文字通りの儀式であって、実質的な作用がある訳じゃないんだろう？」

「え……ええ。そうだと思います。ただ、何しろ前例がないもので……」

「恐らく……美紘は特別だ」

　黎の血を与えられただけではない。耕一郎の実子だから血液型Ｌｎ－エルエヌバーでないにせよ「王の血」の要素を僅かに有していたはずだ。そこに吸血鬼ヴアンパイアの因子が加わり、更に本来吸血鬼ヴアンパイアが摂取するはずのない黎の血液を口にした。

　これらの要素が複合し、通常の吸血鬼ヴアンパイアの枠わくを外れた存在になったのではないか。

「……わたしが……特別……。お兄ちゃんの血を受けた、他とは違ちがう存在……」

　黎の推測を聞いた美紘の顔に浮かんだのは、むしろ歓喜の笑みだった。

　その表情に、黎の胸は痛む。たったひとり残った家族、妹を尋常ならざる怪かい物ぶつに変えてしまった原因の半分は、自分の軽挙だ。

　だけど、それを詫わびてどうなる？

　既に謝罪は一度却きやつ下かされた。美紘にはリーリヤとの上下関係が存在しないとしても、王ロードと吸血鬼ヴアンパイアとしての絶対的な主従は揺るがない。どう足あ掻がいても対等になれないのに、上の立場にある側が頭を下げるのは、罪悪感を薄めたいだけの欺瞞だ。

　必要なのは既に起きてしまった事に悩む事ではなく、未来に向かう事。

「とりあえず急いでこの場を離れよう。安全な場所に移動した後で、美紘の能力や体質を確かめ、それから京香の奪還に移るんだ」

　上位者の自負があるのなら、決断して方針を示さなければならない。

　宣言し、黎は足下の携帯電話を拾い上げた。




「どういう事だ、京香？」

　冷たいフローリングに転がされたままの京香に向かって、義貴が問いかける。

　魁冥寺邸ていに連れ去られた京香は、自室である離れで義貴と貴士に見下ろされていた。

　身体からだを拘こう束そくされている訳ではないし、他に監かん視しもついていない。この脚なら不要という判断だ。〈貴族派アリストクラシスト〉を立ち会わせないのも、身内の恥はじを漏らさないようにするため。ごまかしたところで、〈黄昏ダスク〉のふたりが一緒だったから貴婦人ダーメには伝わっているだろうに。

「俺も驚おどろいたぜ。標的を片付けにいったら、こいつが一緒にいたんだからな。家族に隠かくし事ごとして迷めい惑わくかけて、本当にろくでもない女だよなぁ」

　貴士の爪つま先さきが、京香の身体を小こ突づいた。

　京香を魁冥寺の人間と知らない〈黄昏ダスク〉メンバーが行き違いで殺しても困る。だから自分が冷静に判断して保護をした――京香自身にも義貴にも恩を売りつけるような説明を貴士はしている。

「どういう事って、何の話？」

　動けないまま、視線にありったけの意思を込めて、父を見返す。形ばかりの敬語さえもう使わない。

「どんな理由であの場にいたのかと訊きいているんだ！　どこまで知っている？」

　冷静さと威い厳げんを保とうとしているが、声に明らかな苛いら立だちと怒気が混じっている。

「どこまでって……貴方あなたが裏で〈貴族派アリストクラシスト〉の吸血鬼ヴアンパイアと通じていて、わたしの友人を殺そうとしたというくらい？　あ、もちろんお兄様が失敗して這ほう々ほうの体ていで逃げたのもちゃんと見てましたけど、それが何か？」

「てめぇ！」

　ガシッ！

　貴士が顔を蹴る。頬ほおの内側が切れて、口の中に金臭さが広がる。

　それでも、京香は笑みを崩さなかった。

　こちらは蹴る事も、殴なぐる事もできない。それでも、敵を傷つける武器はある。

　意思と言葉だ。

　煽あおり、惑わせ、苛立たせる。

　敵から冷静さを奪い、失言を引き出せば、それだけ黎が有利になる。この状じよう況きようで自分にできる事は――戦友としてやるべき事は、これだ。

　体が傷つき、痛むのは日常だった。こんな男の蹴りなんて、かつて乗り越こえてきた苦痛に比べれば大したものでもない。

「止よさないか、貴士」

　義貴が、膝を折った。顔は近づいたが、それでも京香を抱き起こしたり、椅い子すに座らせたりはしない。あくまでも動けないこちらを見下ろす関係はそのままだ。

「お前は家族だ。引き取るまで多少の行き違いはあったが、不自由はさせていない。この離れも与えたし、会社を継つぐための勉強さえやっていれば余計な干かん渉しようはしていない」

「そうね。わたしの友人関係を全く知らない無関心のおかげで、助かった。もうちょっと貴方に知ち恵えがあったら、わたしと彼がクラスメイトって事を、暗殺に利用する手も思いついたんでしょうけどね」

　ふっ。

　鷹おう揚ようさと家族愛を装よそおって懐かい柔じゆうしようという義貴を、敢あえて聞こえるように鼻で笑う。

「友人？　どうせてめえ、あのガキとデキてんだろ？　物好きもいるもんだよなぁ。こんな脚も動かないような役立たずによ」

「貴方に会社を継ぐ能がないから、その役立たずが引き取られたんだけど？」

「……こ、このっ！」

　貴士の顔が真っ赤に上気する。

「落ち着け、貴士」

　二度目のキックは、さすがに義貴が制した。

「貴士は経営者より政治家向きというだけだ。それより京香、お前は神鎚黎が両親を失い、不可解な事件に巻き込まれた際に相談を持ちかけられ、お前自身も学校を休んで会いに行くほどの、親しい友達――それは間ま違ちがいないな？」

「ええ」

　素す直なおに答える。会社を切り回しているだけあって、義貴は愚ぐ鈍どんな訳ではない。単に人間性が下げ劣れつなだけだ。この程度わかって当然だし、否定や隠いん蔽ぺいの意味もない。

　ふぅ……。

　義貴が大げさな溜ため息いきを吐ついた。

「その年とし頃ごろだ。多少の隠し事や反抗は許してやろう。だが、今まで育ててやったのは私だ。多少強がったところで、親の庇ひ護ごが必要なのも理解できるだろう？」

「……」

　優やさしい口調と表情を作る義貴に、言葉では答えずただじっと目を見つめ返す。

「魁冥寺家、カイ・ケミカル、この魁国市――これらを守り、発展させるのに吸血鬼ヴアンパイアとの協力は欠かせない」

「協力？　隷れい属ぞくでしょ？」

　挑発が、義貴の眉み間けんに深い皺しわを刻む。それでも激げき昂こうを抑おさえるのは、彼なりのプライドか。

「〈貴族派アリストクラシスト〉との良好な関係のために、神鎚黎には確実に死んでもらう。あの少年がいなくなれば、お前ももう少し現実というものがわかって、親に従うようになる」

「確実に死んでもらうって、あんなに失敗しているのに？」

「大丈夫。今度は、こちらには切り札がある」

　義貴の口くち唇びるが、醜しゆう怪かいな愉ゆ悦えつのカーブを描えがいた。

「おめえは、餌えさって事だよ」

　貴士も笑う。

　笑いたいのはこっちだ。貴士が即そく座ざに黎と自分の関係を推察できたなら、あの場で人質にするのが最善手だった。妹が標的と一緒にいたという事態に混乱して、闇やみ雲くもに拉ら致ちしてきただけだ。確保優先というのは、後付けの理由に過ぎない。

　兄の姿に驚いて攻こう撃げきが遅れた自分も、偉そうな事は言えないが。

「餌というのは言い方が悪いな。私たちは家族なんだ」

　呆あきれるほどわざとらしい作り笑いで、義貴が見下ろす。

「これまでの襲しゆう撃げきに失敗したのは、相手の戦力が不明だったからだ。今ははっきりしている。標的・神鎚黎と、吸血鬼ヴアンパイアがふたりだけ。しかもこれまではこちらが攻めていく側だったが、お前が手伝ってくれれば万ばん全ぜんの準備を整えた場所に誘おびき寄せる事もできる」

「手伝う？」

「例えば、お前が呼び出せばいい。閉じ込められ、隙すきを見て電話したという芝しば居いでな」

「……どうしてわたしが、そんな事をすると思えるの？」

　わかりきっている事だが、敢えて尋たずねる。

「足の動かないお前を、育ててやったのは私だぞ。そもそも子は親に従うものだ」

　見上げる笑え顔がおは、さっきよりもさらに醜悪。

「それに、京香。お前は、もう一度自分の脚あしで歩きたいとは思わないか？」

「！」

　さすがに、この言葉は予想していなかった。

　言葉を発するのは堪こらえたが、頬がびくんと反応してしまうのまでは隠せない。

「心を入れ替かえ親孝こう行こうするなら、お前に〈恩おん寵ちよう〉を授さずけていただけるよう、私から頼んでやってもいい。最重要の標的を始末した功績で、願いも聞いてもらえるだろう」

　黎を率そつ直ちよくに「王ロード」と呼ぶのは〈貴族派アリストクラシスト〉から禁じられてでもいるのか。持って回った言い方をする。

「〈恩おん寵ちよう〉を授かれば、過去の損傷も修復できる。つまり、お前の脚も元通りになる訳だ。政治家になる貴士と違って、社長ならさほど人に会わなくてもごまかしてやっていく方法はある。悪い話じゃな……」

　ヴヴヴヴ。

　バイブレーションの低音が、義貴の言葉を遮さえぎった。

「ん？」

　着信画面を確かめ、義貴は怪け訝げんな表情を浮かべる。京香の位置からは見えないが、態度で表示の内容はわかった。

「ああ。そういやお前、逃げる時にあのガキにケータイ投げてたな」

　貴士の言葉が、想像を裏付ける。

『魁冥寺京香』からの電話だ。

「……もしもし」

『魁冥寺義貴だな？　僕は、神鎚黎』

　義貴が取った電話から、黎の声が聞こえる。

「目上の相手には敬語を使えと教わらなかったのか？　親の躾しつけがなってないな」

『下げ衆すな敵に敬意を払う必要などない。よく聞け、京香は確かにお前の娘だが、僕の大切な友人だ。貴様も、出来の悪い息子むすこも、彼かの女じよを害するのは決して許さない。こちらには強力な吸血鬼ヴアンパイアがふたりいる。奪還に向かわせるから、おとなしく待っていろ！』

　抑えようとはしているが、激しい怒声だった。

「ふ……ふははは！　大口を叩たたくものだ。……そうだな。私は向こう見ずの子供と違って、立場も社会的責任もある。街中で騒ぎを起こされると困るんだよ。君がどうしても私たちに攻撃を仕掛かけるというのなら、特別研究所で迎むかえてやる。場所はわかるか？」

『……知っている。首を洗って待っていろ！』

　叫さけびを残して、電話は切れた。

「向こうから来てくれるとはありがたい。貴士、私は今の件を貴婦人ダーメ閣下に報告してくる。お前は京香を車に乗せろ」

　特別研究所――魁国市に縁えんのある者なら当然知っている。市の北西、山中にあるカイ・ケミカルの施設だ。広大な私有地の中にあり、私道しか通じていない。当然自動車とヘリ以外の手段で近寄るのは困難。邪じや魔まが入る恐おそれはないし、人間だろうと吸血鬼ヴアンパイアだろうと好きなだけ配置して待まち伏ぶせできる。

　京香の中で、カイ・ケミカルの内情についての疑念がひとつ氷解する。

　元々あの研究所については具体的な業務内容が秘密で、人の出入りもはっきりしなかったが、本来の業務ではなく吸血鬼ヴアンパイアがらみの秘密活動の拠きよ点てんだったという訳か。薬品・化学メーカーの研究施設という触ふれ込みなら、秘密主義でも不自然には思われない。

　これまでのように少人数で「穏おん便びんに」片付けるための襲撃ではなく武器も兵士も、そして人質も揃えた上でホームグラウンドで戦おうという訳だ。今の電話で、父は自分が黎にとって弱みになると確信したはず。

「おら、立てよ！　って無理か、ははははははっ！」

　大声で笑いながら、貴士が京香の腕うでを掴つかんで乱暴に引き上げる。

　それに抵てい抗こうする気持ちは、京香にはなかった。




「あ、あの……、黎様。差し出がましいようですが、冷静になられた方が……」

　通話を終えた黎に、リーリヤがおずおずと話しかけてきた。

「心配はいらない。大丈夫だ。怒っているように聞こえたなら、成功だ」

　電話口に向かって怒鳴っていたのとは打って変わった、冷静な口調で答える。いきなりの豹ひよう変へんに、リーリヤも不思議そうに首を傾げる。

〈貴族派アリストクラシスト〉の襲しゆう撃げき者しやたちがリーリヤの車を使用不能にしていたし、半壊したトラックではかえって目立つ。仕方ないので黎たちは最小限の荷物だけ持って自力で移動し、どうにか見つけた「テナント募集中」のプレートを掲かかげた古ビルに忍び込んだ。電気も水道も生きていないし、空気は埃ほこりっぽいが、当座人目を避さけて落ち着くにはこれで充じゆう分ぶんだ。

「人質という価値で、京香の生せい命めいは保証されたと考えていい。敵が戦場を用意してくれるのなら、逃げ回りながら奇き襲しゆうを警けい戒かいするよりは戦いやすいだろう？」

「確かにそうかも知れませんが……」

「少数側が、守る戦いを続けていたらジリ貧は必ひつ至しだ。美紘を矢面に立たせるのは心苦しいけれど、吸血鬼ヴアンパイアになってしまった以上、効率的に活用するしかない」

「それにしても、あれほどの能力をお持ちとは……」

　リーリヤが呟つぶやくと、美紘は誇ほこらしげに胸を張った。ここに移ってすぐ、美紘の「吸血鬼ヴアンパイアとしての能力と性質」はリーリヤが調べ上げている。

「王の血の効果や作用も詳しよう細さいに調べたいが、それはもう少し落ち着いてからだな」

　黎は、肩の傷を押さえた。

　倉庫から逃げる際に辛うじて持ち出だした救急箱で、既すでに手当は済ませてある。

「確かに吸血鬼ヴアンパイアが王ロードを襲おそって血を吸うのは不可能。だが、王ロードの側から与えるのは織り込み済みだったのかも知れない」

「……そんな話は、聞いた事がありません」

　リーリヤは震えながら、頭を左右に振ふった。

「前例がないものだって、存在する事はある。僕がそうだ」

　古代の王は猜さい疑ぎ心しんが強かった。ならば吸血鬼ヴアンパイアに万全のセキュリティを施すだけでなく、「自分だけが知り、可能な戦力強化手段」を用意しておくというのは考えられる事だ。

「任せて、お兄ちゃん。わたしは、もう弱くない。敵と戦う力がある。お兄ちゃんを、守ってみせるから」

「確かにそうだが……無理はするなよ」

「はい、陛下……あっ！」

　無意識に放った言葉に驚き、美紘が口を押おさえる。そのリアクションで、黎も自分の言葉が「命令」になっていたのに気づいた。

「……体調はどうだ？　気分が悪いとか、そういう事はないか？」

「うん。少し、眠いかも……」

　美紘が目を擦る。栄養不足か。あるいは「王の血」でパワーアップした反作用か。

「まず、これをどうぞ」

　リーリヤが褐かつ色しよくのアンプルを差し出した。採取した人血と化学的に合成した成分を混合したもので、急速な栄養補給や疲労回復には生き血以上の効果があるという。

「そんなものもあるのか？」

「一万年以上の間に、人間社会に紛まぎれて生きるために多くの研究が行われ、一部は実現してきました。わたしたちも、〈貴族派アリストクラシスト〉もです」

　黎の疑問に、リーリヤが答えた。

〈貴族派アリストクラシスト〉が魁国市に目をつけたのは企き業ぎよう城下町で長期的な支配が容易という理由だけでなく、魁冥寺の家業が化学製品だからか。表に出られない吸血鬼ヴアンパイアたちは人間から原材料や生産施設の提供を受け、逆に人間の方は一万年の研究成果を分けてもらえる。

「……おいしくなぁい。味も臭においも変だし……」

「吸血が普ふ通つうの食事なら、これは栄養ドリンクのようなものですからね」

　アンプルの中身を飲んで顔をしかめる美紘に、リーリヤが説明する。

「少し休んだ方がいいだろう。時間は貴重だが、こっちは頭数が少ない。敵地に攻め込む時は最高のコンディションじゃないと。それに、僕自身は参加できない」

「うん。じゃ、わたしはちょっと眠るけど、いいかな？」

「ああ。僕が見ているから、安心しろ」

　美紘はフロアの片かた隅すみへと向かった。前の隠れ家がと違い、ベッドはおろか毛布一枚さえない。辛うじてビルの裏で見つけた段ボール箱を床ゆかに敷しいて、寝具代わりにする。

「……リーリヤ」

　美紘が完全に寝ね入いったのを確かめてから、黎は声をかけた。

「何でしょうか、黎様？」

「……戦力としての、美紘をどう思う？」

　本人の耳には入れられない質問だった。

「経験がありませんから、技量や判断力は充分とは言いがたいでしょう。しかし、あり得ないほど強く、多様な能力を持っています。致ち命めい的てきな弱点も少ないようですし、戦うだけであれば、わたしにも遅おくれを取らないかと」

「そうか……。王ロードとして言ってはいけない事だけれど……戦いの最中にはできる限り美紘を守……ってくれないか？」

　ぎりぎりで命令にするのを避け、疑問形で口にする。

「それは当然ですが……」

　今さらこんな話をするのが不思議なのか、リーリヤは首を傾かしげた。

「僕はしょせんただの人間だ。前線で一緒には戦えない。自分は安全な場所にいて、君たちを危険の中に放り込むのは事実だ。まして、妹を……」

　口ごもる。

　いくら自責の念に駆かられていても、リーリヤに向かって「人間ではない」と言ってしまっていいのか。

「……日の下で歩けない身体にしてしまった。美紘は、園芸や酪らく農のうの道に進みたいなんて言っていたのに」

　結局、零れ出たのはこんな言葉だった。

「顔を上げてください、黎様――陛下」

　敢えて、黎自身が禁じた呼び名が告げられる。

「わたしは、貴方の命めいとあれば命を捨てるのも厭いといません。しかし、それは単に血が命じるからではありません」

「……リーリヤ……」

「実際に拝はい謁えつし、言葉を交かわし、目的を共有し、王ロードに相応ふさわしいお方だと考えたから喜びをもってお仕えするのです。部下ではあっても、意思を持たぬ奴ど隷れいや道具ではありません」

　赤い眼まな差ざしが、真まっ直すぐに黎に向けられる。

「平和と自由と平等の国に生まれ育った陛下が、敢えて王ロードとして苛か烈れつに振る舞まおうとする事には、困難もおありでしょう。その際は、どうぞ遠えん慮りよなくわたしに打ち明けてください。吸血鬼ヴアンパイア世界の事には詳くわしいですし、何より一〇〇年生きて戦っている身ですから」

　少女らしい無む邪じや気きで優しい笑みを浮うかべ、ごく自然に頭を下げる。

「ありがとう……。そうだな、弱音は後だ。まず、目の前の戦いに勝ち、生き残る事が優先だな」

　もやもやした不安を言葉にして吐き出すと、黎はポケットから携けい帯たい電話を取り出す。

　さっきの激昂した宣戦布告――義貴はあれをどう理解しただろうか。

　限られた戦力。限られた時間。その中で勝利を得るためのチェスは、既に中盤どころか終盤にさしかかっている――それが、黎の認にん識しきだった。




　眠ねむ気けを感じているのに、滑なめらかに眠りに落ちていく事ができない。

　はっきりと目覚めている自分と夢見ている自分が混じり合って、マーブル模様の微睡みになっているような奇き妙みようさの中に美紘はたゆたっていた。

　この感覚は、目覚めてからずっとまとわりついている。

　兄を慕したい、信しん頼らいする心。

　王ロードを崇あがめ、絶対視する心。

　ほんの少し似ているけれど決して同一でなく、矛盾する意識。

　さっき口にした言葉に嘘うそはない。

　ただ庇われ、気き遣づかわれるだけではなく、黎の役に立てるのは嬉うれしい。傷つけ、殺そうとする者から守る力があるのは素す敵てきな事だと思う。

　だけど、それは兄妹として触れあった時間が生んだ感情だ。

　何の前提もなしに湧き上がってくる忠誠心とは違う。

　王ロードに仕える吸血鬼ヴアンパイアというだけなら、リーリヤだって同じだ。それどころか両親を殺した〈貴族派アリストクラシスト〉でさえ直接黎を殺害できないという形で、宿しゆく業ごうに支配されているはず。

　この気持ちも、いつか「血の掟おきて」に飲み込まれ、塗りつぶされてしまうのだろうか。

　今は、そんな事を考えちゃ駄だ目めだ――美紘は己を戒いましめる。

　不安に怯えるより、身体を休める事。自分が思いきり戦えなければ、それだけお兄ちゃんが、神鎚黎が、王ロードが危険に晒さらされるのだから。

　決意すると、身体が心に従うかのようにすっと眠りの幕が下りてきた。







第五章　罠と罠







「姿は見えないか？」

『まだです』

「わかった。そのまま監視を続けろ」

　緑深い森に囲まれた、白く真四角な三階建ての建物――カイ・ケミカル特別研究所の特別資料室。簡潔に言い終えると、義よし貴たかは部下への電話を切った。

　正面の入り口やその他要所の状況はカメラとモニタで監視できるが、規律を引き締める意味もあって直接の確認も怠おこたらない。

「臆おく病びようね。黎れいくんたちの戦力は全部でたったの三人と一匹。それをこんなに怖こわがって」

　傍かたわらのパイプ椅子に座らされた京きよう香かが揶や揄ゆする。

　特に拘束はしていない。娘を気遣ったというより、単に必要がないだけだ。車くるま椅い子すを用意していないので、ひとりでは部屋から出る事さえままならない。

「前の失敗を踏まえ、万全を期しているだけだ」

「だからって、こんな場所に立てこもる必要はあるの？　地下三階、一番奥おくの特別資料室。エレベーターさえ一階と閉・開の同時押しという隠しコマンドでないと動かないだなんて本当に臆病なのね」

「万全を期しただけだと言ってるだろう」

「その割には、部屋ロックの暗証番号が自分の誕生日なんてザルっぷりね、お父様」

「部屋へのアクセス自体が困難なのだから、コードはあくまで用心。万全を期しているだけだ」

「お父様」にアクセントを置いて揶揄する京香を諭さとすように、繰くり返かえす。

　名目は資料室だが、実態は表に出せない極秘のデータを保管したり、密談したりするための部屋だ。最も深い地下三階に位置し、構造も頑強。さすがに本物の戦争などは想定していないが、ある程度の天災や事故には耐たえられる構造になっている。だからこそ、義貴は一階の所長室ではなく、ここに詰つめる事にしたのだ。

　研究所に通じるのは山の森を縫ぬう私道一本だけなので、市道との分ぶん岐き点に監視要員を配置して近づく者があればすぐに知らせるよう命じてある。もちろん、戦せん闘とう態勢を整えた現場に無関係の人間が近寄らないようにするためでもあるが。

　カイ・ケミカルグループは魁かい国こく市しの経済を支え、社会貢こう献けんにも熱心な優良企業なのだ。その体面に傷が付くような事があってはならない。

「……それにしても、遅おそい。今度こそとどめを刺さしてやりたいんだがな」

　京香の携帯で連れん絡らくしてきてから、既に二時間が経過している。整備された舗ほ道どうを車で来るのではなく、まさか森の中を徒歩で上ってきているのか？　見つからないように？　電話口の興奮した様子からすれば、大急ぎで飛び込んできそうなものだったが。

「黎くんは来ない。ただの人間の自分じゃ戦力にならない、足手まといになるだろうって事くらいは理解してるもの」

「やれやれ、情けないな。あれだけ啖たん呵かを切っておいて。男なら恋こい人びとのために死地に飛び込むくらいの気き概がいを見せてほしいものだが」

　見せつけるよう、大げさに肩かたを竦すくめる。

「彼とわたしは、別に恋人じゃない」

　短く、断言する。

「はっきり言えば？　来てくれないと殺せないから残念だって」

「護衛と引き離せれば、それで充分だ。その程度は、当然考えてる。もちろんこっちに来ても対策はあるんだ」

　実戦部隊以外でここに来たのは義貴だけで、貴たか士しや垂たる木き興業の者は家に残してある。吸血鬼ヴアンパイアとの分断が確認できれば、残った標的はただの人間。簡単に始末できる。

「教えてもらってないの？　吸血鬼ヴアンパイアは黎くんを殺せない。それどころか彼の命令には逆らえないから、全ての吸血鬼ヴアンパイアが黎くんの戦力になる」

「状況を理解していないのはお前の方だ、京香」

　強がりにしか聞こえない京香の言葉に、義貴はほくそ笑んだ。

「ここに集まった戦闘要員は吸血鬼ヴアンパイアが一五人に、人間が三〇人。急いで動員できる上限の数で万全とは言えないが、人目を気にする必要がないから充分に武装している。それに、こういうものもある」

　デスクに上にある、注射薬のアンプルを視線で指す。京香が怪訝な顔をする。

「社を継がせる際に教えるつもりだったがな。ここでは普通の製品以外に〈貴族派アリストクラシスト〉のための研究をしている。これは〈護符タリスマン〉と言って『王の血』に対してある程度の耐たい性せいを与えるものだ」

「……そんなものが……？　どんな効果が……？」

　よほど驚きよう愕がくしたのか。京香の頬が微かすかに引きつる。思い上がった子供のこういう表情を見るのは楽しい。思えば、最初に会った時から京香は反抗的だった。粗そ暴ぼうだが従順な貴士とは違う。子供の癖くせに何かを見み透すかしたような視線。

　当時は認にん知ちしてなかったとはいえ、それなりの養育費は与えていたのだ。自分無しにはこの世に存在する事さえ叶かなわなかったという恩を忘れて逆恨みする、幼稚な賢さかしさだけはしっかりと備えていた。

　生意気な娘の希望を打ち砕くだくべく、義貴は更さらに〈護符タリスマン〉の作用を説明する。

「――とまあ、こういう代物だ。副作用もあるので、今までは使わなかったが、ここで戦う分には遠慮する必要もない」

「……」

　京香が俯うつむいて口くち唇びるを噛かんだ。

　これこそが、義貴が京香を連れてこの場にやってきた最大の理由だ。

　戦いやすい場所に敵をおびき出すためだけなら、わざわざ本当に人質を運び込む必要はなく、ましてや義貴が自ら赴おもむく意味などない。

〈王党派ロイヤリスト〉の敗北と神み鎚づち黎の死をしっかり認識させ、親への態度を改めてもらわなければ。会社を継がせるため、これまでに教育費や生活費などをかけてきた。屋や敷しきの離はなれにまで不細工な改装を施したのだ。その投資を無む駄だにする訳にはいかない。

　この年頃なら、親に反発するのは別に珍めずらしい事ではない。ただ我わが家やの場合はほんの少し事情が特とく殊しゆなだけ。逆らっても無意味だと悟さとれば、京香も以前と同じように従順に戻るはずだ。他の場所に京香を監禁し、万一そこが〈王党派ロイヤリスト〉に知られて戦場になって騒さわぎが起きても困る。

　含み笑いを浮かべながら、義貴はスマートフォンの画面を見下ろした。

　京香の電話は義貴が買い与えたものだ。当然、ＧＰＳで所在がわかるようにしてある。そして、今それは黎が持っている。

　チェックすると、鉄道で魁国市に向かっているのがわかる。公共交通を使っているという事は、目立つ吸血鬼ヴアンパイアの小こ娘むすめとは別行動を取っている可能性が大きい。その方が、こちらにとって好都合だ。こちらが確保する前に警察に見つかったら厄やつ介かいではあるのだが。

　このデータは垂木憧しよう子こも共有しているので、〈王党派ロイヤリスト〉の護衛どもがこちらに現れて黎が単独行動中だと確定したら、即座に行動に移れる。

「賢いつもりでも、所しよ詮せんは子供だ」

　京香が連れ去られる際に、黎の方が彼女の電話を要求したと聞いている。義貴に直接連絡をつけるためだろうが、自分の位置を知られるリスクには気づいていなかったのだろう。親が学者で養子だから、放任されていたに違いない。

　見下ろすと、京香は不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめている。頼たよりにしている黎が自覚なく危機に陥おちいっているのに、何の手も打てないのだから当然だろう。

　無意味な反はん抗こう心しんを摘つみ取るためには、己おのれの無力さを実感させる必要がある。

「本人が魁国市に向かっているからには、少なくとも逃にげている訳ではないだろうが……。〈王党派ロイヤリスト〉の吸血鬼ヴアンパイアはまだ動かないのか？」

　何の気なしにそう口にした時、手の中のスマートフォンが震ふるえた。




「まだなんですかね」

　交代してから二時間近く立ちっぱなしなのに、まだ敵が現れる気配さえない。

　研究所正門で警備に当たっている〈黄昏ダスク〉隊員は欠伸あくびをかみ殺した。敵の姿が見えないのはもちろん、装着しているインカムにも時折義貴からのチェックが入るだけ。重要な連絡は何もない。

「気を抜かないで。相手は霧きり島しまとパウラでも仕留められなかった強敵よ」

「も、申し訳ありません」

　隣となりの女性隊員に警告され、若者はびしっと背筋を伸のばした。

　彼かれはまだ〈黄昏ダスク〉に抜ばつ擢てきされて日の浅い人間だが、女性の方は吸血鬼ヴアンパイアだ。「血脈」の上位者から命じられれば絶対に遵じゆん守しゆするし、退たい屈くつを感じる事もない。疲労や消しよう耗もうにも強い。

〈王党派ロイヤリスト〉と「王の血」を持つ標的――双そう方ほうを警戒するため、人間と吸血鬼ヴアンパイアがペアになっての見張り。周囲の目を気にする必要がないため、通常より重武装だ。いつもの防ぼう刃じんジャケットの上に更にプロテクターを身につけ、武器も小型の折りたたみナイフなどではなく〈穢銀アルゲントウム〉製の剣けんだ。男の方は、腰のホルスターに拳けん銃じゆうも納めてある。神鎚黎が現れたら、素す早ばやく対処するのは人間の方の仕事だ。

「でも、敵が近づいたらまず麓ふもとのチェックポイントから連絡がありますよ。俺おれたちが身構えるのはそれからでも充分じゃないですか？」

「真正面から来るとは――」

　そこまで口にして、女の声が途切れた。

　夜空から飛来した鉾槍ハルバードが彼女の脳天を貫つらぬき、叩き割ったからだ。

　赤黒い液体と脳のう漿しようが周囲にばら蒔まかれ、赤に汚よごれた灰色の柔やわらかい破は片へんが飛び散る。血液は変質しているが、脳の形状は人間と同じだった。

「上ぇ？」

　男が見上げる。

　大きめのワイシャツ姿で蝙蝠こうもりのような翼つばさを広げた少女が、ゴシックロリータ姿のもうひとりを抱かかえて宙を舞まいっていた。

「飛んでいる？」

　信じがたい光景に震えながら、それでも腰の銃を抜ぬいて撃つ。

　吸血鬼ヴアンパイアは個体差が大きく特殊能力は千差万別だが、飛行は希少だ。原種クラス以外にはほとんど例がない。

　銃弾は有ゆう翼よくの少女の太ふと股ももに命中した。

　だが、命中しただけだ。

　反射的に撃った鉛なまりの弾丸は、吸血鬼ヴアンパイアの肌はだには通じない。浅い傷さえ刻まず、跳はね返されただけだ。

　ふわり。

　長いスカートを翻ひるがえし、銀ぎん髪ぱつの少女が舞い降りる。

　対処すべく、役に立たない拳銃を捨てて〈穢銀アルゲントウム〉の剣を抜く――抜こうとする。

　だが、その手に激痛が走る。

　いつの間に近寄ったのか、巨きよ大だいな黒犬が男の手に噛みついたのだ。

「あうっ！」

　悲鳴が漏もれる。

　目の前に降り立った銀髪黒衣の少女が、女性隊員を破は壊かいして地に突つき立った鉾槍ハルバードを片手で引ひき抜き、翻す。

　男の網もう膜まくに最後に映ったのは、自分の首を落とすべく迫せまる、磔たつ刑けい像を飾かざった斧ふ刃じんだった。




「大だい丈じよう夫ぶ、リーリヤさん？」

　滞空したまま、美み紘ひろは地上のリーリヤに尋ねる。

　最初に覚かく醒せいした時、美紘の背中で動いていたもの――あれは、翼が現出しようとしていたのだ。彼女が飛べる事がわかったから、空からの奇き襲しゆう作戦を黎が立案した。サクラム単独なら人目を避け、森の中を駆け上るのも難しくはない。

　ただ、都合良く背中が開いた服など用意がなかったので、黎用のワイシャツの背中に切れ込みを入れたのだ。

「予定通り、わたしは正面から突入します。美紘さんはもう一度飛んで屋上から。無理はなさらず、あくまでご自分の安全を第一に」

　リーリヤがサクラムの背を擦さすった。黒い毛皮に分割線が走り、胴どう体たいが開く。中には飛ひ鋲びようの予備やナイフなど、多数の武器が収納されている。

　サクラムは単なる犬ではない。アイリッシュ・ウルフハウンドに見えるのは外装だけ。〈王党派ロイヤリスト〉の技術で作成された精せい巧こうな動物型自動機械――武装運うん搬ぱん偽ぎ装そう機き獣じゆうなのだ。

「これを。〈憤怒の繊手イーラ〉と言います」

　内部の空くう洞どうから選んだ金属製の籠こ手てを、リーリヤは美紘へと投げ渡した。

「ありがとう」

　受け取って右手に装着する。

　鋭するどい爪つめが伸びた装甲で、細かく分割されているため動かすのに支障はない。美紘とリーリヤの手のサイズがほぼ同じなのも幸いした。戦いには素人しろうとなので剣などを渡わたされても使いこなせないが、これなら大丈夫だ。

「京香さんは地下三階の資料室。わかってるわね？」

　頷うなずくと、美紘は背中に意識を向ける。黒い皮膜の翼が大きく羽ばたき、身体からだを滑らかに持ち上げる。本来身体に備わってる器官ではないので思い通りに扱える訳ではないが、既にコツは掴んだ。もちろん他の特殊能力もだ。

　ヴィーッ！　ヴィーッ！

　研究所から警報音が聞こえる。

　見張りから連絡が途絶えた異変に、中の者が気づいたのだろう。

「行きますよ！」

「うんっ！」

〈敵意の聖像ホリステイス〉で正門の鉄てつ柵さくを破壊して突入するリーリヤを見送り、美紘は三階建ての屋上に着地した。ソックス越ごしに感じるのは屋根を覆おおうスチール製シャッターの冷たさと硬かたさ、そして表面の微び妙みような凹おう凸とつ。

　吸血鬼ヴアンパイアになって得たのは特殊能力や筋力、生命力だけではない。感覚も遙はるかに敏びん感かんになっている。靴くつを履はかずに来たのは、触覚を情報源にするためだ。

　例えばここから屋内に通じる鉄てつ扉ぴの向こうに敵が四人潜んでいるのが、微かに聞こえる心音でわかった。床から伝わる振動の乏とぼしさで、動かずに待機していると判断できる。鼓こ動どうや呼吸だけで人間と吸血鬼ヴアンパイアを区別するのは難しいが、緊きん張ちようしているのが三人、冷静なのはただひとり。

　背中の羽を収納すると、産毛を撫なでられたような少しむずむずする感かん触しよくがした。

「ん……」

　左の素手を鋼鉄製の扉に当て、少しずつ力を込めていく。

　ぎしっ、ぎぎぎしっ！

　分厚い扉がゆっくりと軋きしみ、歪ゆがみ、耐えきれずに蝶ちよう番つがいが弾け飛ぶ。

　長方形ではなくなった鉄の塊かたまりが、階段を転がっていく。

「ば、馬ば鹿かなっ！　呼んでないのに？」

　武装した男が扉を避けながら悲鳴を上げる。

　強力なほど弱点や制約も多いのが吸血鬼ヴアンパイアの原則――美紘もリーリヤから教わっている。招かれなければ部屋や建物に入れないというのも、上級の吸血鬼ヴアンパイアにはよく見られるものだ。

　屋上から通じるフロアは広かった。美紘の感覚でいうと、学校の教室よりひと回り大きい程度か。今は閉ざされているが屋上のシャッターを開けばガラス製の屋根が露出してアトリウムになるのだろう。

　狭せまい廊下の方がひとりで多数と戦うのには向いているのだが、少し当てが外れた。

「怯まないで！　相手はひとり、しかもなりたての初心者のはずよ！」

　指示を出しながらリーダーらしき女吸血鬼ヴアンパイアは後退し、フロアの後方に陣取る。更に、下の階からもわらわらと増援が駆けつけてくる。

　美紘は口元に笑えみを浮かべ、ゆっくりと一段ずつ階段を降りていく。

「はあっ！」

　まず先陣を切ってふたりの男が剣を翳かざして飛び込んでくる。

　吸血鬼ヴアンパイアであっても〈穢銀アルゲントウム〉の武器で傷つけられればただでは済まない。いとも簡単に致ち命めい傷しようを受ける――これも、リーリヤから警告されている。しかも美紘は半はん裸らだ。

　向かってきた敵はふたりとも吸血鬼ヴアンパイア。振るう剣も、人間ではあり得ない速度。

　しかし美紘の目には、その動きはスローモーションどころか自分で制せい御ぎよできるコマ送りのように映っていた。コンマ二秒ほど先に届く右側の剣を〈憤怒の繊手イーラ〉で受け止める。指先に力を込めて握った剣を折る。

「ぐあっ！」

　折れた切っ先が、左側の男の喉のどに突き刺さる。

　偶ぐう然ぜんではない。そう飛ぶように力を加減したのだ。

「化け物がっ！」

　三人の敵がクロスボウを発射する。

　矢が貴重な〈穢銀アルゲントウム〉製なのは中央の一発だけ。他のは牽けん制せい用の単なる鉄製だ。

　危険な一本だけを、装甲した右手で掴む。他は避ける必要さえない。素す肌はだに当たって、ただ落ちるだけ。

「……そうね。わたし、貴方あなたたちから見たら怪かい物ぶつかも知れない。けど、この力はお兄ちゃんからもらったものだもん！」

　誇ほこりを口にして、一歩踏ふみ出す。

「連携を保って！　前衛は包囲して足止めに徹し、後方から狙そ撃げき！」

　リーダーの指示を受けて、六人が剣を構えて美紘を取り囲む。クロスボウの三人は矢を装そう填てんし直す。ダミーを織り交ぜるのをやめて、全部〈穢銀アルゲントウム〉製にする気だ。

　どれほど強力な個体でも腕は二本しかないし、後ろに目がある訳でもない。遠くまで届く武器もない。充分勝てる――敵がそう判断するのは、自然な事だ。

　だが、美紘は意思を込めて左手を軽く振った。

　空気を裂く、甲高く冴さえた音がする。

「ひぎっ！」

　射手のうちふたりの眉み間けんに、透とう明めいな刃が突き刺さった。どちらも吸血鬼ヴアンパイアではなく人間だ。そのまま仰あお向むけに倒たおれ、手にした武器を取り落とす。脳を破壊されての即そく死しなので、ほとんど血さえ流れない。

「何……？　氷？」

　部下を絶命させた凶きよう器きを確かめて、リーダーが呆ぼう然ぜんと呟く。

　あまりの低温で、傷口の周囲には霜しもが張り付いている。

「さ、寒い……」

　美紘を囲む敵兵のうち何人か――まだ人間である者が声を震わせる。

　エネルギーを直接吸収する美紘だけの特異な能力。しかも出発前に黎の指先から「王の血」を嘗なめたので更にパワーアップしている。この状態で力を全開にすれば空気中の水分を凍らせて氷柱つららを作ったり、周囲の気温を氷点下にする事もできるのだ。

「そんな……ありえないっ！　原種でもなければこんな力は……っ！」

　リーダーの顔が蒼そう白はくになったのは、外気の寒さだけのせいではない。

「原種なんかじゃない。わたしはお兄ちゃんの――王ロードの妹で、吸血鬼ヴアンパイア。世界中で、他に誰だれもいない特別な存在なの！」

　空気よりも更に冷たい声で宣言する。

「わぁっ！」

　恐きよう慌こうを来きたしたのか。敵のひとりが背後から襲いかかってきた。

　見えていなくても、その動きは心音と足音、それに素肌に感じる空気の流れではっきりとわかる。裸はだかに近い格好の副産物だ。

　気温の低下に反比例するように、美紘は下腹部に熱い塊が滾たぎり、どくどくと脈打っているような高こう揚よう感――否いな、陶とう酔すい感に包まれる。

　半歩のステップで攻こう撃げきを躱かわし、空振りになった敵の剣を腕ごと片手で掴む。触れた部分から白が広がっていき、亀裂が広がり、肉体も衣服も完全に弾力を失って粉々に砕くだけ散ちる。崩れずに残ったのは金属製の剣だけだ。

　表面を霜で覆われた〈穢銀アルゲントウム〉の剣を拾い上げ、最後に残ったクロスボウの射手へと投とう擲てきする。胴体はプロテクターで防護されているが、僅わずかな隙すき間まに切っ先が命中する。この一撃がそのまま致命傷になり、膝ひざから崩くずれてそのまま動かなくなった。

「お兄ちゃんとわたしの敵は――絶対に逃さない」

　言葉に殺意を込める。

　寒さに震える敵のひとりに、そっと左手で触ふれる。瞬しゆん時じに全すべての熱を奪われた男は氷像と化した。バランスを失って倒れ、破砕される。

「〈護符タリスマン〉だ！　この化け物に対抗するには〈護符タリスマン〉しかない！」

　ふたりが、装備のポーチから使い捨ての無針注射器を取り出した。首筋に押し当て、プッシュする。シュッとスプレーを吹く音がした。

「……それ、知ってる」

　美紘が呟くのと同時に、投薬したメンバーの目が真っ赤に輝き、犬歯が一層長く伸びる。

　他の仲間が距きよ離りをとって離はなれる。

〈護符タリスマン〉――〈貴族派アリストクラシスト〉が作り出した「王の血」に対抗するための薬品。吸血鬼ヴアンパイアの身体能力を向上させると同時に、一時的に脳のある部分を麻ま痺ひさせる。命令を理解する能力そのものを停止させる事で、忠誠を拒きよ否ひするという代物だ。吸血鬼ヴアンパイア同士の「血筋」の序列を無効化するのは実証済み。

　もちろん、理性を失って衝しよう動どうを制御できなくなるという副作用がある。

　開いた口から涎よだれを垂らし、手にした剣を闇やみ雲くもに振り回す。動きは単純だが、スピードはさっきまでよりずっと速い。

「がぁあっ！」

　哮たける敵が振り下ろした剣を、美紘の籠手が受け止める。

　ぎぎぎっ！

　さっきまでの一方的な戦いではない。力が拮きつ抗こうして金属の軋み音が響ひびく。

　さらにもうひとり、逆の方向から襲いかかる。

〈穢銀アルゲントウム〉の刃を素手で受ける事はできない。美紘は片手で敵の手首を掴み、ブロックする。

「今だ！　掛かれ！」

　投薬で強化した狂戦士バーサーカーが足止めし、他の者がとどめを刺す。

　的確な連携だ。

　だが――。

「言ったでしょ。逃がさないし、許さない」

　宣告する。

　エネルギー吸収能力を全力で解放する。

　周囲の空気が凍てつく。

　白くきらめくダイヤモンドダストが、姫君を守る妖よう精せいの群れのように美紘の周囲を取り囲む。

〈護符タリスマン〉を投とう与よしたふたりが、純白の空気の結界に踏み込んだ瞬しゆん間かん、その身体が氷と化して動きを止め、倒れ、砕ける。

「……自分で考えるのを止めて、ただ言われるままに誰かを攻撃するだけの奴なんて……触るのも嫌いや」

　美紘の身体から赤い光が、陽かげ炎ろうのように立ち上る。

「ひぃっ！」

　異様な光景に、悲鳴が上がる。

〈貴族派アリストクラシスト〉の吸血鬼ヴアンパイアさえ見た事のない現象だ。

　生来不完全ながら「王の血」の要素を持つ美紘が、更に黎から「王の血」を受けて一時的に能力を倍増させた結果がオーラの可視化だ。意図的なものではなくパワーが溢あふれた故の副作用であり、美紘自身にもコントロールはできない。

「わたしは、違ちがう。命令されたからじゃない。怖いからでもない。本当に自分でそうしたいと考えたから、守るって、生き抜くって決めたから……戦えるんだ！」

　直接吸血し、生命いのちを救ってくれたのはリーリヤだ。だけど、美紘が薄れる意識の中で願ったのは「黎を悲しませたくない」「黎のために生きたい」という事だった。

　家族としての気持ちだったのか。ひとりの異性としての感情だったのか。自分でもわからない。しかも今は吸血鬼ヴアンパイアとしての忠誠心まで混じって、胸の中心で渦うず巻まいて複雑なマーブル模様を描えがいている。

　決して溶とけ合わない。だけど分離もできない。

　自分でも理解できないし、把は握あくもできない。

　だけど――。

「わたしが、あの人にとって『ただひとりの特別』なのは変わらない！」

　黎が「王の血」を持ったのは、父の耕こう一いち郎ろうから輸血を受けたから。そして美紘が飛び抜けた力を得たのはその血を黎から分けてもらったから。

　力の源は、最初から混じり合っている。純じゆん粋すいなものではない。

　だったらこの濁にごったものを、今はありのまま受け入れる。

　兄と妹で、男と女で、王ロードと臣下――その全部が今の黎と美紘だ。

　それに〈貴族派アリストクラシスト〉の連中は、血の支配に抗あらがって黎を殺そうとしている。制約はあっても、自らの行動を意思で選せん択たくするのは可能なのだ。

　だったら「忠誠を尽くせ」という血の命令を越こえて、神鎚美紘というひとりの人間の想いを貫く事だって――きっと、できる。
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　その願いを叶えるためにも、今は戦うだけ。

「絶対にわたしが、守るの！」

　手を下すまでもない。

　美紘が一歩進むたびに冷気の範囲が広がり、飲み込まれた敵を氷結させていく。

　気づくと、目の前には隊長格の女だけが立っていた。

「ば、化け物め！」

　まるで己が吸血鬼ヴアンパイアであるのを失念したかのように、女が美紘を詰なじった。

「そう、化け物だよ。貴方も、わたしも怪物。だけどお兄ちゃんは違う。お兄ちゃんは、普ふ通つうの人間だもん。悪い怪物がお兄ちゃんの命を狙ねらうなら、わたしは怪物として戦うわ。龍りゆうを倒すためなら、龍にだってなれる！」

　美紘は右手を挙げた。

　凍てついた空気が渦巻き、指先に集中する。

　指し示した指先から透明な氷が伸び、敵の眉間を貫く。

　脳を破壊されると同時に、肌の表を白い霜が覆い、まもなく粉々に砕け散る。

　生者でもなく、不死者でもない。単に白い雪となったモノが転がる中を、美紘はゆっくりと進んでいく。

　手に付いた僅かな返り血を、白い壁かべになすりつけて落とす。

　吸血鬼ヴアンパイアの血を吸うのは人間の血とは違った効果と意味があると、リーリヤから教わっている。倒した敵から吸血するのは、貴重な機会だとも。

　それでも、まだ口の中に黎の血の名残りを感じる。

　この力が続く限りは、他の血を味わいたくなんかない。




　耳を澄まし、周囲の状じよう況きようを把握する。

　血族の中には精神感応や透視などの超常能力を使える者もいるが、生あい憎にくとリーリヤは普通の人間に比べて決定的に異質ではなく、量として優越しているだけの肉体だ。目に見えない場所の状況は耳や鼻を頼りに探さぐるしかない。

　正門を破壊した後、すぐに研究所内には踏み込まずに屋上から美紘を先行させ、更に正面エントランスにはサクラムを囮おとりとして送り込んだ。リーリヤ自身は入り口脇の植え込みに身を隠かくした。

　音から判断する限り、敵の大半は美紘に引き寄せられて上の階へと集まっている。ただ、エントランスの見張りに立つ三人はサクラムが姿を見せ、そのまま逃げるという挑発をしても持ち場を離れない。さすがにこちらがふたりで、挟きよう撃げきを目もく論ろんでいるくらいは読まれているか。

　これ以上待っていても効果は薄うすいと判断して、リーリヤは茂みから飛び出だし、折り畳たたんでいた〈敵意の聖像ホリステイス〉を展開した。

「もうひとりの〈王党派ロイヤリスト〉を発見！」

　見張りのひとりがインカムに向かって叫さけぶ。

　左に鉾槍ハルバードを握ったまま、右手から〈否定の絆ネガテイオ〉を放って喉のど笛ぶえを貫く。ワイヤーを引き戻さずに急迫し〈敵意の聖像ホリステイス〉を振ふるってもうひとりの首を斧刃で吹ふき飛とばし、最後に残った敵の顔面には逆側のスパイクをたたき込む。

　全すべてが必殺の一いち撃げき。

　三人が残らず沈ちん黙もくしてから、ようやく〈否定の絆ネガテイオ〉の鋼線を引き戻す。

　エントランスホールには、研究所全体の案内図が掲示されていた。一階は事務室や食堂、宿泊室などだけで、厳重な管理の必要がある研究施設は地下に配置されている。特別資料室どころか地下三階そのものが案内図には表示されていないが、カイ・ケミカルの一般職員にさえ秘ひ匿とくされている特別な場所なのだろう。

　通るためにセキュリティチェックが必要になると厄介だ。魁かい冥めい寺じ義貴の意図はこちらをおびき出して始末する事だが、果たして本丸まで通してくれるかどうか。

　その時――。

　ひゅんっ！

　風切り音に反応して〈敵意の聖像ホリステイス〉を両りよう腕うでで水平に掲かかげる。山刀を受け止め、甲高い金属音が鳴り響き、枝の継ぎ目が軋む。

　重い一撃だ。全力で受けていなかったら武器を破壊され、頭を叩き割られていた。

〈黄昏ダスク〉の凌りよう牙がだった。

　至近距離では敵の武器に利がある。距離を取るべく後方に飛び退く。しかし凌牙はそのまま足を止めずに食い下がり、今度は山刀を水平に薙なぐ。強ごう引いんに腰を引いて紙一重で回避しつつ、鉾槍ハルバードを棒高跳びのポール代わりに敵の頭を飛び越えようとする。

　凌牙は身を屈かがめて頭上に備えながら、払うような蹴りで跳ちよう躍やくを支える鉾槍ハルバードを撃つ。空中でバランスを崩くずしたリーリヤに向かって、パウラの鞭むちが襲いかかった。当然、彼かの女じよも一いつ緒しよだったのだ。

　ジャラっ！

　スイッチ操作で〈敵意の聖像ホリステイス〉の柄えを分割して複雑に曲げながら手元に引き寄せ、鞭べん撃げきを受け止め、その衝撃を利用して凌牙との間合いを広げる。

　長い柄のままにしなかったのは、鞭の巻き付きで動きを封じられるのを避さけるためだ。

　着地のショックを膝で受け止めながら、肉にく薄はくする凌牙に向かって〈敵意の聖像ホリステイス〉を振る。速度を緩ゆるめて斧刃を避けた次の瞬間、柄を分割させながら手首を捻ひねる。伸長し、ガラガラヘビを思わせる動きで宙を蛇だ行こうしたスパイクが凌牙のジャケットを切きり裂さいた。

　しかし、凌牙は摩ま擦さつで勢いが落ちた瞬間を逃さず〈敵意の聖像ホリステイス〉先せん端たんの槍やり部分を左手で強引に握にぎりしめた。

　リーリヤは躊ちゆう躇ちよせず、グリップのスイッチを操作。敵に確保された槍部分を切断すると、残りの部分を一気に引き戻もどし、後方へジャンプする。さっきまで自分の武器だった槍穂先スピアヘツドが飛んでくるのを、僅かに首を傾げて躱す。

　銀髪が数本、切られて夜風に舞う。

　槍を投げた凌牙の手からは、赤黒い血が滴したたり落ちている。鋼線入りのグローブも、武器を握る危険を完全には防ぎきれなかったのだ。

「急いで手当しないと危ないわよ」

　わかりきった事を、敢あえて告げる。〈穢銀アルゲントウム〉による負傷は自然治癒しない。

「この程度の掠かすり傷、どうって事ねえさ」

　凌牙は不敵に笑うと数歩後退し、口でくわえて手袋を脱ぬぎ捨てた。山刀に替かえて腰のベルトから大型ナイフを取り出し、むき出しになった血ち塗まみれの左掌てのひらをそぎ落とす。

　ナイフは〈穢銀アルゲントウム〉ではなく、ただの鋼だ。だから、新しい傷はすぐに塞ふさがる。浅い外傷ならリーリヤも使う手だ。筋肉を失うため完全回復まで抉えぐった部分の調子は落ちるが、血は止まる。

　耐久性に優れ、圧あつ倒とう的てきな回復力を有するとはいえ、吸血鬼ヴアンパイアも痛覚自体を持たない訳ではない。有効だと頭で理解していても、容易に実行できる手段ではない。

　もちろん、凌牙が「手当て」をしている間にリーリヤが追撃しないよう、パウラの方が前に出て鞭でこちらを牽けん制せいしている。

「……前回は足止め優先、これが殺すつもりの本気って訳ね？」

「貴方がここに来ている時点で、こちらの目的はほとんど叶ったようなものだけどね」

「どうせなら、俺たちとしてもこのチャンスに手て柄がらを立てたいんでな」

　パウラと凌牙が、笑みを浮うかべて間合いを詰めてくる。

　リーリヤも噂うわさには聞いている。〈黄昏ダスク〉は、貴婦人ダーメをはじめとする〈貴族派アリストクラシスト〉要人の護衛役でもあるが、太陽光に強い者が集められているという事は、血族としての「格」は決して高くない。人間から変じたばかりの新参や吸血鬼ヴアンパイアと人間のハーフ、あるいは胎たい児じのうちに母親が吸血され間接的・部分的に変じた者も多いらしい。

　単なる使命や忠誠心ではない。戦って実績を示し、地位を上げるのはこのふたりにとって個人的な野心でもあるのだ。

　厄介ね――鉾槍ハルバードを握りしめ、リーリヤは奥おく歯ばを噛みしめる。

　一〇〇年戦い続けてきて実感している。己の死を厭いとわない狂信者は危険だが、ただ危険なだけ。自らの意志で戦い、死を恐おそれないのと同時に生への執念を持つ敵の方が、ずっと手て強ごわい。単純なカミカゼだけでなく、能動的に多彩な戦術を使いこなすからだ。

　だが、このふたりを突とつ破ぱして京香を救出しなければ、危険を冒おかして自分がここまで来た意味もない。

「――行く！」

　小声で宣言し、〈敵意の聖像ホリステイス〉を手にダッシュする。

　真正面から凌牙が山刀を振りかざして突撃してくる。

　単純な間合いでは鉾槍ハルバードの方が遙かに長いが、それだけ取り回しも難しい。下手な攻撃は受け止められてしまうが、半はん端ぱな奇策も決定力に欠けて槍を奪われた時の二の舞になりかねない。

　しゅんっ！

　槍穂先スピアヘツドはないが、突きで凌牙の腹を狙ねらう。

　身体を捻ひねった回避に応じてバックステップで間合いを保ち、斧おので薙ぐ。山刀でそれを受け止め、凌牙は柄に沿ってこちらの間合いの内側を肉薄してくる。

　ぶんっ！

　強引なスイング。柄で横殴りにする。〈穢銀アルゲントウム〉ではないから負傷は与あたえられないが、衝撃そのものは通じる。凌牙がバランスを崩した一いつ瞬しゆんを見逃さず、横っ飛びで間合いを開く。

　だが、その動きはパウラに読まれていた。

　リーリヤの着地点へ、鞭の先端が飛んでくる。

　躱しきれない？

　リーリヤが危き惧ぐしたその時、鞭の動きが急に止まった。靴は、安全に地を踏む。

「くっ！」

　パウラが呻うめく。

　彼女が振り上げた鞭は、空中で固定されていた。

　翼を広げた美紘が、途と中ちゆうでつかみ取っていたのだ。

「大丈夫、リーリヤさん？」

「ええ。わたしは、無傷！　そのままつかんでいて！」

　両手で鞭を握ったまま飛ひ翔しようする美紘に、はっきりと答える。

　能力は高くても経験の乏とぼしい彼女を、凌牙やパウラに当たらせるのはリスクが大きすぎるし、もうひとつの大きな危険もある。だがこれで二対二、均きん衡こうは崩れた。

　パウラは即そく座ざに鞭を手放し、凌牙に寄り添った。予備として携けい帯たいしていた〈穢銀アルゲントウム〉製の短たん剣けんを構える。

　鞭に固こ執しつして宙に吊つり下げられる最悪の事態を避ける判断だ。

「……まさか、他の連中はそっちの小娘に全ぜん滅めつさせられたってのか？　変わって一日も経たってないような素人のガキに？」

「気をつけて、凌牙。成りたてでも、能力は高いわ」

　忌いま々いましげに見上げる凌牙に、パウラが警告した。

　氷結能力は目にしてなくても、翼で飛べるというだけで並の血族でないのは明らかだ。狼おおかみや蝙蝠への変身や飛翔は、原種から遠い現代の末流にはあり得ない能力なのだから。

「当たり前よ。わたしの力はお兄ちゃんを守るための、特別なものなんだから！」

「……くだらねぇ！」

　空から宣言する美紘に反論する凌牙だが、その顔に怪け訝げんな表情が浮かんだ。装着しているインカムに通信があったのだ。リーリヤを見み据すえ、構えを維い持じしたまま返答する。

「……はい。それは……。わかりました、ご命令なら……。パウラ、ここは退ひくぞ」

「えっ？」

「標的の方の所在も押おさえて、そっちには垂木興業の連中が向かった。これ以上戦うより、俺たちだけでも安全に戻れって事だ」

　凌牙の言葉に、パウラも頷く。警けい戒かいを解かずに少しずつ後ずさり、リーリヤとの距離を充じゆう分ぶんに広げてから、一気に走って周囲の木立の中に姿を消す。

　ほとんど同時に、美紘がふわりと着地して翼を収納した。半裸の華きや奢しやな身体がふらつき、倒れる。リーリヤは、それをそっと受け止めた。

「大丈夫ですか？」

「う、うん……平気。ちょっと疲つかれたけど」

　力ない笑え顔がおで、美紘は答えた。

　二対二から無理に追撃しなかった最大の理由がこれだ。

　王の血を投与された吸血鬼ヴアンパイアは平時以上の能力を発揮できるが、無制限という訳にはいかない。ドーピングの有効時間が終われば、反動で大きく疲労してしまう。空中から冷気攻撃をしなかったのは、既すでに限界が近かったからだ。

「もう敵はいませんし、京香さんはわたしが助け出します。美紘さんは、ここで休んでいてください。サクラムを見張りにつけますから、ご安心を」

「うん。お願い……」

　ぐったりした美紘の身体をエントランスホールの片かた隅すみに運び、壁にもたれさせる。安心したのだろう。瞼まぶたがすっと落ち、すぐに静かな寝ね息いきが聞こえてくる。駆かけつけたサクラムが、そのまま傍かたわらで番に着く。

　愛犬の背を一度撫なでると、リーリヤはそのままエレベーターへと向かった。




　入り口、屋上、最上階――〈黄昏ダスク〉も戦せん闘とう員たちが次々に〈王党派ロイヤリスト〉によって駆く逐ちくされていく。既に、残存兵力はゼロ。文字通りの全滅だ。

　何面ものモニタで敗北を見せつけられ、魁冥寺義貴は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

「馬鹿なっ！　何故なぜだ、何故逃にげるっ？」

　叫ぶ義貴の肩かたが震えているのを、京香は冷ややかな目で見ていた。

　決定的だったのは、期待していた〈黄昏ダスク〉のエース・凌牙とパウラのふたりが、リーリヤを相手に互角の状態からいきなり撤てつ収しゆうを始めた事だろう。ここの役割は、あくまで護衛のふたりを黎から引き離す事。それを達成したからには、義貴ごときを守るために必要以上の損そん耗もうには意味がないと、貴婦人ダーメは判断した訳だ。

「これが現実ですのよ。おわかり、お父様。〈貴族派アリストクラシスト〉にとって貴方など、役には立つけど捨てても構わない手て駒ごまに過ぎませんの。貴方にとってのわたしより、もっと価値が低い」

　敢えて仰ぎよう々ぎようしい言葉遣いで嘲ちよう弄ろうする。

「だ、黙だまれっ！　この部屋は安全だ。それに神み鎚づち黎が始末されれば、敵がお前を奪還する意味だってなくなる！」

　特別資料室の場所は、公式の施設案内には記載されていない。そもそも普通の手段では近寄る事もできない。立てこもって連中が立ち去るのを待つだけでいい――義貴の思おも惑わくはそんなところだろう。

　それなのに、モニタの中でリーリヤは平然とエントランスホールのエレベーターを操作した。ほどなく別の画面では下りてきたエレベーターのドアが開いて彼女が現れ、廊下を迷いなく歩いてくる。

「馬鹿な、馬鹿な、馬鹿なっ！」

　現実を受け入れられず、頭を振り回して喚わめく義貴を嗤わらうように、特別資料室のロックが解除され微かすかな摩擦音を立てて自動ドアがスライドした。

「失礼いたします、魁冥寺義貴。貴方が拉ら致ちしている京香様を引き取るべく、主命によって参上いたしました」

　長いスカートの端はしをつまみ上げ、リーリヤは一礼する。その優雅さは、皮肉な戯ぎ画がだ。

「どうしてこの部屋の位置が……。いや、暗証番号が？　あり得んだろう！」

「問うべき相手が違います、魁冥寺義貴」

　震える声で尋たずねる義貴に、リーリヤは冷たく答える。

　彼女の視線を追って、義貴は京香の方へ振り返かえった。微び笑しようする京香がポケットから取り出したのは、一台のスマートフォン。

「な、何だ、それは？　お前の電話は神鎚黎に渡してきたんじゃないのか？」

　驚きよう愕がくの表情で、己の電話の通話記録を確かめる。間ま違ちがいない。黎からの宣戦は京香のスマートフォンで行われている。

「子供が、自分の管理外の行動をしているとは考えないのね。わたしはアレとは別に三回線分、携帯を所持しているの。貴方に知られたら困る事を実行するために」

　未成年でもその気になれば方法はいくらでもある。そもそも、父への反逆を最初に勧め、具体的な方向性を示し唆さしてくれたのは黎だった――京香は付け加える。

　カタン。

　義貴の手から電話が落ちた。

　彼かれは今まで気づかなかったのだ。京香の妙みように饒じよう舌ぜつで説明的な口調は、電話を通じて必要な情報を黎たちに伝えるためだったという事に。

「……そこまで〈王党派ロイヤリスト〉どもとべったりだったとはな。脚あしの事も、先に約束してもらってたのか？〈恩おん寵ちよう〉で歩けるようにしてやると。だから私の提案に乗らなかったんだな！」

「わかってない。貴方は、ちっともわかってない」

　京香の口くち唇びるが、嘲ちよう笑しようの形を浮かべる。

「また自由に歩きたい――その気持ちが一いつ切さいないと言えば、さすがに嘘うそになる。だけどわたしは自分ひとりが歩けるようになるより、歩けない人間、目の見えない人間、話せない人間――誰もが不自由なく暮らせる社会を作りたい。作りたいと願う人間でありたい。それが、わたしと貴方の決定的な違い」

「……な、何を……」

　この期に及んでも、義貴には理解できないのだろう。目を大きく見開き、怪物を見るような眼まな差ざしを娘むすめに向けている。

　血が繋つながっているから、紛まぎれもなく親子ではある。だが、互たがいの価値観を理解も尊重もできず、対立するしかないのなら「異物」であり「敵」なのだ。

　最後に、それを確かく認にんする。

「それに――」

　独り言のように、京香は呟つぶやく。

「わたしまで吸血鬼ヴアンパイアになってしまったら、難しくなるでしょ」

「な……何がだ！」

「彼が、こっちの世界に戻ってくる事が」

　光の中に留まって、陰かげの世界の戦いを支援するだけではない。黎が戻るために表の社会に繋がるザイルであり続ける。

　それが可能なのは同志で戦友――人間・神鎚黎の唯ゆい一いつ最大の理解者である自分だけだ。

　この戦いは、終わる――終わらせるのだから。

「始末していいですか？　それとも、ご自分の手で」

〈敵意の聖像ホリステイス〉を手に、リーリヤが尋ねる。斧ふ刃じんは、既に義貴の首筋に当てられていた。

「任せるわ。わたし自身からこいつへの致命傷は、もう与えたから」

　最も痛烈な言葉を口にしたのに、死の恐きよう怖ふのせいで冷静にかみ砕き、飲み込む余よ裕ゆうがないのだろう。義貴はガチガチと歯を打ち合わせるだけだ。

「は、はは……！　はははははははははっ！　勝手にしろ、小娘どもが！」

　何かの歯止めが外れたのか。義貴が哄こう笑しようした。

「私を殺せばお前らは意趣返しで満足するだろうが、もうそっちの王ロードを殺すために垂木興業の連中が動いている！　今から駆けつけても間に合わん！　護衛と標的を分断するという作戦は成功したんだ！　人ひと質じち救出という目先の事に囚とらわれて本当の目的を忘れる。未熟なガキにはそれが限界だ！」
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　今さら気づいたかのように、大声で勝利宣言する。

「……もう、いいわ。片付けて」

　京香は眉まゆを歪ゆがめた。だが、顔は背けない。最後まで見届けるのが、自分の責任だ。

　無言で小さく頷うなずくと、リーリヤは鉾槍ハルバードを振り上げた。




　特別研究所は〈王党派ロイヤリスト〉の襲しゆう撃げきを受け壊かい滅めつ。凌牙とパウラだけは現場を脱だつ出しゆつ。ただし標的・神鎚黎の所在は確認できたので垂木興業が対処に向かった――側近からの報告を、貴婦人ダーメはソファに横たわったまま受け取った。

「……標的を始末できるのが、せめてもの救いね」

　欠伸あくび混じりに呟く。

　義貴程度はどうでもいいが、〈黄昏ダスク〉メンバーを何人も失ったのは少々不ふ愉ゆ快かいだ。今回動員したのが全てではなく、日本各地にはまだ戦力が残っているし、他の国にも同様の実戦部隊は存在する。それでも敵に振り回され、予想外の損害を出したという事実そのものが気に入らない。

　小一時間ほど前から、貴士の姿もない。何やら電話を受けてからこそこそと出て行ったから、恐らくは垂木興業から標的確保の知らせを受けたのだろう。

　短たん慮りよで粗暴、人間を直接手にかける事に拘こだわり、殺人を実行すれば特別な存在になれると考えている程度の子供。それでも、義貴亡き後の魁国市の管理人としては役に立つ。

　余計な事をしないよう〈恩おん寵ちよう〉を与えて絶対の忠誠心を注ぎ込んだ上で、経営や統治については〈貴族派アリストクラシスト〉配下の適当な要員に手助けさせる必要があるだろうが。もちろん貴婦人ダーメ自身が血を吸うほどの値打ちはないから、手て頃ごろな部下にやらせるか。

　確率で考えれば、また何百年かは忌々しい血を持つ「王ロード」は現れない。その間に、支配を完かん璧ぺきなものにする。

　全てが〈貴族派アリストクラシスト〉によって管理される世界。新たに「王の血」を持つ者が生まれても、人間自身の手によって自動的に速すみやかに処分される。不快な生き物の存在は、貴婦人ダーメの耳に届く事すらない。

〈王党派ロイヤリスト〉どもは捕らえ、数を減らした上で家か畜ちくとして生存を許す。これも古代の王が定めた忌々しい制約だ。必要なのは人間の血だけではない。同族の血も不可欠なのだ。特に、原種である貴婦人ダーメには。

「あはぁ……」

　支配者として生み出された者が、支配するのは必然。無意味な混乱のない、完璧に保たれた果てしなく続く美しい秩序の完成。

　一万年の夢を想い、貴婦人ダーメは熱く甘い吐息を漏もらした。

「それにしても、垂木興業の連中からの報告が遅おそいですな。標的の所在はＧＰＳで掴つかんでいるはずですが……。まさか土ど壇たん場ばでまた逃にげられたなどという事は……」

　しかし、側近の無ぶ粋すいな言葉が甘美な夢想を断たち切った。始末した老人の後を引き継ついだ男だ。

　確かに遅すぎる。「王ロード」とは言ってもただの高校生で、護衛もいない。人間の武装集団なら殺すのにそれほど手間取るとも思えないが。

　その時、応接室の扉とびらがノックされた。

「貴士坊ちゃまがお戻りになりました。お客様にお話ししたい事があるそうで」

　魁冥寺家の使用人が告げる。

「戻ってきたの？　ひとりで？」

　垂木興業は死体の後始末などをしているのだろうか。確かに、わざわざ現物を運び込んだりする必要はないとは命じてある。亡なき骸がらに僅かでも血が残っていれば本能的な畏い怖ふを感じてしまう。

　それは、屈くつ辱じよくだ。

　ほどなく、部屋に貴士が入ってきた。いつも無む駄だに尊大な彼らしくもなく俯うつむき、乱れた前まえ髪がみが不細工に垂れ下がっている。

「魁冥寺貴士、無礼であろう。貴婦人ダーメ閣下に対し、臣下として取るべき作法が……」

　側近の声に、貴士が顔を上げた。

　その両眼には、微かな赤い光。

「こいつ、変じています！　何故だ？　敵の吸血鬼ヴアンパイアはふたりとも研究所の方に……？」

「……増やしておいたって事ね」

　前に飛び出して盾たてになった側近の疑問に、貴婦人ダーメは答えた。

　唯一の可能性だから口にはしたが、貴婦人ダーメ自身想定していなかった事だ。よほどの事情がない限りは新しい血族を増やさないのが、〈王党派ロイヤリスト〉の基本方針。あの頑固な長老エルダーが簡単にそれを覆くつがえすはずはない。

「ア、ア、ア……」

　変調した機械めいたぎこちない動きで、貴士は棒のような直立不動の姿勢を取った。

「〈貴族派アリストクラシスト〉を僭せん称しようする吸血鬼ヴアンパイアども――とりわけその首しゆ魁かいである貴婦人ダーメに、王ロードである神鎚黎の名において布告する！」

　大声を張り上げる。一切の感情が込められていない、合成された音声を再生するような口調だった。

　貴婦人ダーメの柳りゆう眉びが、僅かに強ばった。

「き、貴様……っ！」

「いいわ。聞きましょう」

　激げき昂こうする側近を、貴婦人ダーメは制した。

「既に魁国市は貴様の支配を脱した。この街に貴様等らの居場所は寸土も存在しない。いや、王ロードとして地上のいかなる場所においても貴様等の生存を許さない。悉ことごとく殲せん滅めつし、粉砕する。これは宣戦ではなく、妥協も譲歩もない。魁冥寺貴士は交こう渉しようのための使者ではなく、勅ちよく命めいを下すための伝令だ！」

　言い終えると、貴士の手の中にナイフが閃ひらめいた。

　貴婦人ダーメが最初に彼に与え、現場で紛失した〈穢銀アルゲントウム〉の刃は物もの。ためらいなく、貴士はそれを自身の喉のどに突つき刺さした。

「がぅはっ！」

　悲鳴は他人の言葉ではなく、貴士自身の反応だった。

　丸く穿うがたれた傷口から粘度の高い赤黒い血がごぼりと溢れ、一気に流れ落ちて毛足の長いカーペットを赤黒く汚よごしていく。崩れるように膝を突き、倒たおれ伏ふした貴士の身体からだは、ぼろぼろに分解して消失していく。

「な……何が起きたのでしょうか？」

「馬ば鹿かね、わからないの？　今回は、わたくしたちが負けたという事よ」

　嘲弄は臣下にだけに向けたのではない。自じ嘲ちようも含ふくんでいた。

　どういう手段を使ったかは不明だが、神鎚黎は魁国市を貴婦人ダーメから奪い取ったのだ。

〈王党派ロイヤリスト〉の長老エルダーができないような事でも、さらに上に君臨する者なら――王ロードならば実行できる。新たな吸血鬼ヴアンパイアを増やすのも、それを単なる伝令として使い捨てにするのも。

「まあ、いいわ」

　笑えみを浮かべ、立ち上がる。長い白金の髪が水のように自然に流れ落ちる。

　惜おしくないと言えば嘘になるが、魁国市は数多い支配下都市のひとつでしかない。神鎚黎がここを拠きよ点てんにするというのならそれはそれで戦うための盤面が確定したという事だ。貴婦人ダーメにとっても〈王党派ロイヤリスト〉を制圧し、支配を盤石にする好機でもある。

「逃げ回り、隠れるだけじゃなくて本気で戦いを挑いどんでくる奴なんて久しぶり。六〇〇年ぶりくらいかしら」

　あの時は確か東とう欧おうで、元々大領主だった人間が偶ぐう然ぜん「王の血」を持っていた。周辺国との戦争が当たり前だったから、〈貴族派アリストクラシスト〉と〈王党派ロイヤリスト〉の争あらそいと人間俗世の戦争が重なったという方が適切か。それを考えると、吸血鬼ヴアンパイア同士の戦いに自ら踏ふみ込んでくる人間は空前の存在かも知れない。そして、恐らくは絶後。

　単なる怒いかりでも興奮でもない。もちろんただの恐怖でもない。

　一万数千年を生きてきた貴婦人ダーメにして、初めて味わう説明困難な感情だった。




　研究所に現れたのは〈王党派ロイヤリスト〉の吸血鬼ヴアンパイア二体と犬一頭。標的は護衛なしに単独行動中。速やかに処分せよ――義貴の連れん絡らくを受け、垂木憧子は部下と共に目的地に向かった。

　何度かの失敗で懲こりた――というより退たい屈くつしたのか、今回貴士は同行を申し出なかった。「その気になれば、人殺しの機会なんていくらでもありますから」という説得も有効だったのだろう。

「それにしたって、どうしてこんなところに来たんだろうねぇ」

　取り壊しを待つ五階建ての細長い建物を見上げて、憧子は呟いた。テナントが抜ぬけてから一か月ほどのはずだが、印象は何年も放置されていた廃はい墟きよのようだ。中で働く人間や訪れる客がいなくなれば、いわば生命活動が止まった状態。建物の実体だけが残っていても、屍しかばね同然という事か。

「警察に見つかったら不味まずいからじゃないすかね？」

「だったら出歩かないのが一番だろ。電車乗ったりすりゃあ、どうしたって人目につく。しかもこの街はこっちのホームグラウンドだよ。ま、余計な事考えたって仕方ないさね。正面玄げん関かんと裏口にふたりずつ詰つめとくれ。残りの四人は、あたしと一緒に中に入るよ」

　ビルの中では一歩進むたびに埃ほこりが舞まい上がり、先導する部下が手にするハンディライトの光条の中で渦を巻いている。

「嫌だねぇ。さっさと片付けて退散しようか」

　憧子はハンカチで口元を押さえた。一階をひと通り回ったが、目標の姿は見当たらない。家具の類たぐいも全すべて運び去られているので人が隠れられるような物もの陰かげも少なく、探索そのものは簡単だ。

「上ですかね。自分が先行します」

　部下のひとり――森もり村むらという三〇代の男が、ライトを手に狭せまい階段を上る。

「おわっ！」

　いきなり悲鳴が上がる。音を立てて転がってきたライトが、四方八方に光を投げかける。

「どうしたんだいっ！」

　他の部下たちが、叫ぶ憧子を囲んで守るような体勢を取る。

　階段の上から、長身の若者が森村を羽交い締じめにして降りてきた。身につけているのはぼろぼろになっているが〈黄昏ダスク〉の制服であるレザージャケットだ。森村が出会い頭に攻こう撃げきしたのだろう。太ふと股ももにはナイフが突き刺さっている。だが、出血はない。傷の内側からナイフが押し出されてこぼれ、ライトの隣となりに落ちた。

　開いた口からは牙きばが伸び、森村の首筋に迫せまっている。

「……吸血鬼ヴアンパイア？」

〈黄昏ダスク〉なら〈貴族派アリストクラシスト〉の配下のはず。いや、魁国市に来ている〈黄昏ダスク〉のメンバーは見習いの人間含め、全員山の研究所の方に出向いているのではなかったか？

「まずは無礼なやり方を謝罪する。だが、こういう手順でなければお互い交渉のテーブルには着けないだろうと判断したのでね」

〈黄昏ダスク〉の吸血鬼ヴアンパイアと森村に続いて、冷涼な美声が階上から聞こえてきた。整った細面に浮かんでいるのは、年ねん齢れいに似合わない驕きよう慢まんな微笑。

　標的――神鎚黎だ。

　左手には、これ見よがしにスマートフォンを持っている。

　つまり潜んでいるのをこちらが探り当てたのではなく、誘い込まれたという事か。

「野郎っ！」

「待ちな、話を聞こうじゃないか」

　逸はやってナイフを構える部下を、憧子は抑おさえた声で制した。

「冷静な判断を感謝する。垂木憧子社長」

「一いつ介かいの高校生が、よくもまああたしの名前を知っていたもんだね」

「実態はどうあれ、表向きの垂木興業は普通の会社だろう？」

　軽く挑発の言葉をかけたが、黎は動じずさらりと答えた。

　見上げる憧子と見下ろす黎。両者の間では、森村が押さえつけられたまま震えている。

「下手な動きはしない方がいい。吸血鬼ヴアンパイアには僕ぼくが命じたら、あるいは僕に危害が加えられたら即座にこの場の全員の血を吸い、その後垂木興業を壊滅させるよう言いつけてある」

「なるほど。〈貴族派アリストクラシスト〉の刺し客かくが全滅したってのは見せかけ。敢えてひとり吸血鬼ヴアンパイアにして、手駒として握り込んでおいたって訳だ。素人しろうとさんにしちゃあ抜け目ないね」

　皮肉ではなく、率そつ直ちよくな感心だ。

　暴力沙ざ汰たには慣れていないはずの、単なる高校生。それがいきなり命の遣やり取りの渦か中ちゆうに放り込まれ、乏しい戦力で逃げ回り、警察には頼れないという状況で二手三手先を見み越こして行動しているのだから。

「リーリヤも美紘も出払っているから、僕だけだと思ってたんだろう？　だからそちらには吸血鬼ヴアンパイアはいないし、〈穢銀アルゲントウム〉の武器も用意してない。つまり、吸血鬼ヴアンパイアへの対抗手段はない」

　勝ち誇った響きはない。ただ淡々と事実を告げる口調だ。

「けど、普ふ通つうの銃だったら？　吸血鬼ヴアンパイアはともかくあんたは殺せるんだよ。こちとら仕事だからねぇ。全滅したって差し違えられりゃあ面めん目ぼくは立つのさね」

　微笑し、敢えてジャケットの内側に右手を差し入れて見せる。

「垂木興業は魁冥寺とべったりで縄張りを守ってきたから、敵対組織との抗こう争そうは頻ひん繁ぱんじゃない。刃物はともかく、銃器はそう気軽には使えないだろう？　ましてや自分たちのテリトリーの中での騒さわぎは避けたいはずだ。仮に銃があったとしても、一撃でとどめを刺さなければ次の瞬しゆん間かんには捕らえた男が吸血鬼ヴアンパイアになる。それに対抗する手段はあるかな？」

　予あらかじめ詳しよう細さいに命じていたのか。吸血鬼ヴアンパイアの牙が森村の首筋に触ふれた。まだ突き刺さってはいないが、僅わずかに皮ひ膚ふが窪くぼむ。

「……た、助けてくださいっ！」

　暴力団員にあるまじき悲鳴を上げる森村。

「素人さんのくせに、こっちの事情を読みとりすぎだよ」

　内ポケットからミントタブレットのケースを取り出し、数粒手のひらに乗せて口の中に放り込む。ある程度の裏情報を京香から得ていたとしても、こちらの行動や心理まで推察するというのはデータだけでは不可能な事だ。

　自分たち――というより、魁冥寺社長がまんまと踊らされたのだ。

　護衛役は出払って孤こ立りつ、位置が捕ほ捉そくされているのにも気づいていない。小こ賢ざかしい態度を取っていても頭に血の上った子供。その評価自体が、誘ゆう導どうされたものという事だ。

「そんじゃあ、おとなしく話し合いに応じようかねぇ。優位を取ったのにいきなりこっちを皆殺しにしないって事は、交渉したい条件があるんだろ？」

　距きよ離りさえ近ければすぐにでも襲いかかりそうな緊きん張ちようが部下たちから伝わってくるが、憧子は片手で合図して彼らを下がらせ、一歩前進して直接黎を見据える。

「理性的な判断に感謝する。単刀直入に言おう。僕の側に付け」

　ぷっ！

　あまりにストレートな言い分に、思わず吹き出してしまった。ミントタブレットを口に入れたまま笑いかけたので、こめかみが鈍にぶく痛んだ。

「賢いってのは過大評価だったのかねぇ？　ご承知だろうが、ウチは代々魁冥寺の汚れ仕事を引き受ける事で縄張り守ってんだ。この稼か業ぎよう、パトロンを裏切ったらやってられないよ。餌えさとして人攫さらうくらいはやるけど、あれはあくまで旦だん那なのご命令に従ってるだけ。吸血鬼ヴアンパイア同士のもめ事に深く首を突っ込むつもりはないね。あたしらはあくまで、人間社会の厄やつ介かい事を受け持つのが役目さね」

「魁冥寺を裏切れというつもりはない。むしろこれまでの立場を守りたいのなら、僕の側に付かなければならない」

「どういう意味だい？」

「今〈貴族派アリストクラシスト〉と一緒に研究所に詰めている義貴はまだ気づいていないが、既にカイ・ケミカルグループの実権を全て京香に移す準備はできている。明日の市場が開けば、株の名義その他、残らず彼女のものだ。将来会社を継がせる手駒として扱われている間に京香は全てを奪い取る復ふく讐しゆうの準備を進めていたのさ。僕も、多少協力したがね」

「何だって？」

「リーリヤたちには、義貴を確実に殺すよう命じてある。それが成功すれば、恐らく〈貴族派アリストクラシスト〉たちは自分たちの関与を隠いん蔽ぺいするため、研究所の事故に社長が巻き込まれたような偽ぎ装そうをするだろう。本来なら貴士に相続されるであろう分についても、京香の手に渡るよう既に手はずは整えている」

　形の上では、父親の事故死による当然の相続。資産を受うけ継いでも、まだ未成年の京香が直接要職に就くのは難しい。だから社長の先代秘書である橘たちばなが現役復帰し、会社を切り盛りする形にする。だが、実権を握るのはあくまでも京香。彼女は中学入学前から経営者として英才教育を受け、しかもこの一年で億単位の財産を手に入れている。もちろんそちらは義貴には内ない緒しよの隠かくし玉――というより戦うための運転資金。

　説得材料のつもりか、黎はそんな事まで告げた。

　吸血鬼ヴアンパイア云うん々ぬんは表おもて沙ざ汰たにせず、形の上では構造は何も変わらないままトップだけが継承される。これまでにも魁国市で繰くり返されてきた事だ。垂木興業だけでなく、警察への影響力もそのまま受け継がれる。

「考えたねぇ。魁冥寺の頭がすげ替えられてあんたのお仲間になるから、あたしらはそのままそっちに従えって訳だ。けどね、ひとつ見落としがあるんじゃないかい？」

　埃で汚れた眼鏡を一度外し、レンズを拭ぬぐってからかけ直す。

「何だ？」

「まだ貴士坊ぼつちゃんは健在だよ。研究所にも出向いていない。首尾よくあんたの手の者が義貴の旦那を仕留めたとして、救出に失敗して京香お嬢ちゃんも一いつ緒しよに死んじゃったらどうなる？　結局、魁冥寺の実権は貴士坊ちゃんに移る。あたしらがあんたに従う道理はどこにもないって事さね」

「もしも京香が死んだら、他の条件がどうあれカイ・ケミカルグループの株は一気に市場に放出される。これの手続きは、僕が橘さんに依い頼らいした事だがな」

「何だってぇ？」

　叫さけんだ憧子の声が裏返った。

　そんな事をされればグループ企き業ぎようはもちろん、魁国市が混乱するのは必至だ。垂木興業にとっても他人事ではない。表社会と癒ゆ着ちやくして縄張りを守ってきたが、その機を幸いと広域暴力団が手を伸ばしてくる。そうなったら垂木の地力では支えきれない。警察との密ひそかな協力体制も崩くずれる。

「勝てなきゃ相打ちの自爆攻撃って訳かよ。参ったねぇ」

「勘かん違ちがいするな。相打ちじゃない。カイ・ケミカルと垂木興業という手札を、他の誰だれにも使えないように破り捨てるだけだ。この街を離はなれても生き延びて戦う手段は、僕にはある。だが、君たちの選せん択たく肢しは多くない。京香体制の下でこれまで通りに街の裏面を守るか。この場で僕を殺して相打ちで全滅するか。逃げ帰かえって貴士と一緒に滅ぶか」

　宣告する黎の声には、僅かな逡しゆん巡じゆんも怯おびえもない。

　人の上に君臨し、支配する事を天性とする者であるかのようだ。

「はは……。参ったね、こりゃ。あたしもねぇ、人の上に立って必要な時にゃ躊ちゆう躇ちよなく他人を踏みにじれるようにって育てられてきたつもりだけど、黎くんみたいな天然物の器のデカさにゃ敵かなわないみたいだね。負け負け」

　緊張が解けたせいで、自然と笑い声が湧わき上あがってくる。

　自分も暴力団の跡継ぎとして育てられてきた。それなのに目の前の高校生に、圧あつ倒とう的てきな格の違ちがいを感じてしまう。

　これが将器――いや、王器というものか。

「いいだろう」

　微笑すると、黎は吸血鬼ヴアンパイアに目め配くばせする。解放され、よろよろと降りてきた森村を他の部下が支えた。こちらの屈服を信じ、受け入れるという意思表示であり、万一今から言を翻ひるがえしても勝てるという自信の誇こ示じだ。

「では、早速ひと仕事だ。垂木憧子の名で、魁冥寺貴士を呼び出せ」

　貴士の名を呼ぶ時、黎の声の温度が数度下がった。鼓こ膜まくが寒さで震えたと感じるほどに。

「名目は僕の身み柄がらを確保したから、始末に来いというあたりでいいだろう？　あいつは他人を殺したがっているみたいだったからな」

「承知したよ」

　短く答えて、憧子はスマートフォンを取り出した。

　何のために――とは敢あえて確かめない。

　決まっている。義貴死後に邪じや魔まな小石になり得る存在を片づけて、京香体制を盤石にするためだ。吸血鬼ヴアンパイアの主力は研究所の方だし、社長である自分に同行しているのがこの程度という事は、人間の手駒も払ふつ底ていしている。自分が呼び出せば貴士は安心して、ひとりきりでやってくるだろう。

　戦い抜く覚かく悟ごだけではない。殺す覚悟も、当然黎は済ませているのだ。

　数日前まで平へい穏おんな生活を送っていた高校生も、親を殺されて修しゆ羅ら場ばを潜ればここまでの性根が据わるものなのか。それとも彼だけが特別なのか。

　貴士についてもただ始末するだけでない利用法が頭にあるのかも知れないが、それは既に兵へい隊たい頭がしらでしかない憧子が考える必要のない事だった。

「坊ちゃん。あたしです。こっちの場所、わかります？　標的、無事に捕らえました。せっかくですからとどめを刺す役は坊ちゃんにお願いしようかと思いましてね。吸血鬼ヴアンパイアのお偉えら方がたには内緒で、こっそり出てきてもらえませんか？　変な横よこ槍やりが入ると面めん倒どうくさい話になっちゃうじゃないですか」

　自分でも不思議なくらい、すらすらと言葉が流れ出てきた。

　老いた父から組織を任されて以来、ずっと立場と役割に相応ふさわしいよう振ふる舞ってきた。憧子にとっては、いわば生活の全てが演技だ。絶対的な支配者という役どころを務める共演者としては、魁冥寺義貴よりも神鎚黎の方が適任で、こちらの能力も引き出しくれる。
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「どう？　こんなところしか用意できなかったけど」

　戦いから数日後。黎れいたちの新たな住まいとして、そして戦いの拠点として京きよう香かが用意したのは魁かい国こく市しの外れにある新築マンションの最上階だった。魁かい冥めい寺じグループの不動産会社が管理しているものを、美み紘ひろが一棟とうまるごと押さえたのだ。

　時間は昼下がりで、広い窓は東側に面している。ただし、この場には美紘やリーリヤもいるので厚いカーテンで陽光は遮さえぎられているが。

　黎の住居はもちろん、美紘やリーリヤの居室や京香が訪れた際に使う高性能のパソコンを備えた部屋も用意された。

「わたしたちが住むだけなら、何部屋もいらないのに。掃そう除じとかも大変そう」

「僕たち自身の安全と、他人を巻き込まないためにも必要だ。まあ、掃除の事とかは考えなきゃならないが」

　嬉うれしそうな笑顔できょろきょろと広い室内を見回す美紘に、黎も苦く笑しようで答えた。

　両親が殺された事件は未解決だ。あれについては京香が引き継いだ魁冥寺の権力も及およばないので、黎も美紘も簡単には表の社会に戻もどれない。学校に通うのも論外だ。

　だから、暗あん闘とうのために新たな拠点が必要になる。

「キッチンは立派だし、お兄ちゃんに手料理ごちそうできそう。あ、買い物にはいけないから、食材はデリバリー頼たのむしかないのかな？」

　実家に似たアイランドスタイルのキッチンの、真新しいステンレスのシンクを大切そうに撫でた後、美紘はくるりとターンした。着ているのは、やはり京香が調達してくれたカナリア色のワンピースだ。

「ま、こうなっちゃった以上はくよくよしても仕方ないし、ポジティブに考えないとね。ずっと側そばにいるんだから、お兄ちゃんの世話をするのも、命を守るのも、わたしの役目」

「……そうだな。ありがとう」

　口ではこう答えたが、黎は胸中の不安を拭えない。吸血鬼ヴアンパイアに変じた妹と一緒に食しよく卓たくを囲めるのだろうか。人間とは異なる体質に変わり、遙はるかに鋭えい敏びんな感覚を手に入れた美紘は、前と同じ味付けができるのだろうか。既すでに妹にとって「食事」とは他人の生き血だ。

　何もかもが、昨日までとは変わってしまった。

　人間ではなくなった美紘や、家族を全て失い財産と影の権力を相続した京香に比べれば、黎自身の変化が最も小さいと言えるほどだ。

「京香様。ご協力、感謝いたします。爆発事故の後始末でもお忙いそがしいでしょうに」

　机についてパソコンをいじりながら、リーリヤが礼を述べる。

「表向きの事務的な事は橘たちばなさんに任せておけば大だい丈じよう夫ぶだもの。それに、あの男への復讐っていう目的は思わぬ形で達成された。だったら次に何をするのか決まるまでは、わたしの持っている武器は全部黎くんのために使うっていうのも悪くない」

　特別研究所で化学物質の管理ミスによる爆発火災が発生。交通が不便な山中の私有地で消防の出動も遅おくれたせいもあって、たまたま立ち会っていた社長と長男を含む関係者は全員死亡。魁冥寺家の資産については、前もって様々なケースを想定して取り決めてあったため混乱はなく、唯一の遺族である京香が順当に相続した。会社に関しては当面、前秘書室長の橘が復帰して経営に当たる。

　研究所の爆破はリーリヤたちが脱出してから数時間後、恐おそらくは〈貴族派アリストクラシスト〉の手によって行われた。自分たちに関かかわるデータや研究成果をこちらに渡わたさないためだろう。

　そこまで黎の計画通りであり、隠蔽工作に関しては〈貴族派アリストクラシスト〉との合作とも言える。

「黎様。回線が繋がりました。モニタに、映します」

　リーリヤの言葉と同時に、部屋の正面にある大型モニタに映像が現れた。向こうにも、ウェブカメラでこちらの姿が見えているはずだ。

『……お、おお……貴方あなた様が……新たな王ロードであらせられますか。このような形でお目通りする無礼をお許しください』

　映し出されたのは、老人だった。体毛のない檜ひ皮わだ色の肌はだは皺しわだらけで、画面越しでも乾ききっているのがはっきりとわかる。瞼まぶたはほとんど閉じていて、瞳ひとみの色は判別できない。痩やせ衰おとろえた身体を質素なローブに包つつみ、派手さはないが上質そうなアンティークチェアに腰を下ろしていた。発声すら負担なのか、傍かたわらに控ひかえるナースが喉に当てたマイクで音を増幅している。

　外見からは年齢がわからない――というより人間の長命ではあり得ない姿なので他のサンプルと比ひ較かく検討できない。

『……自分は〈王党派ロイヤリスト〉の纏め役を務めておる者。長老エルダーとお呼びください』

　画面の向こうで、ナースに支えられながら深々と頭を下げる。〈貴族派アリストクラシスト〉の貴婦人ダーメと並ぶ、現存するただふたりの原種の一方。一万年以上の齢よわいを重ねている、最古の吸血鬼ヴアンパイア。

「僕は神み鎚づち黎――王ロードだ」

　改めて、断言する。

『既にリーリヤから伺うかがっております。御おん自ら〈貴族派アリストクラシスト〉との戦いに立たれるお覚悟との事。歓かん喜きの至りにございます。ささやかながら我らの命と力、思うがままにお使いください』

「ありがとう。遠えん慮りよなく利用させてもらう。けど〈貴族派アリストクラシスト〉と戦い、滅ほろぼすのは、単なる手段に過ぎない」

「え？」

　長老エルダーではなく、リーリヤが短い疑問符を放つ。

「長老エルダーに尋たずねたい。吸血鬼ヴアンパイアを人間に戻す方法は、存在するか？」

「！」

　無言だが、美紘の身体がびくりと震える。

『……私の知る限り、これまでに確認はされておりません。ですが、絶対に不可能と断言も致しかねます。妹君の一件のように、一万年の時を重ねても新たに目にする出来事もございます。それに、恐らくは〈貴族派アリストクラシスト〉も何らかの研究をしているでしょう』

〈護符タリスマン〉を知った時から推測していた。「王の血」への対抗手段を模も索さくする以上、吸血鬼ヴアンパイアの生理機能や変質の原理について探求する必要がある。恐らくは襲しゆう撃げきチームの隊長に用いられた注射も、同じ研究の産物だ。

「リーリヤ。もしもその手段があるとしたら、君は人間に戻りたいか？　王ロードである僕が何を望んでいるかとは無関係に、君自身の気持ちで答えてほしい」

「それは……」

　視線を移して尋ねると、銀色の睫まつ毛げが静かに伏せられる。数秒の沈ちん黙もくの後、リーリヤは顔を上げた。

「人間に戻る――というよりも、この生に終止符が打てるのなら……それは正しい事だと思います。わたしは僅か一〇〇年ですが、それでも生き過ぎという実感はあります」

『自分は一万年以上。人の身に戻って生き延びられるはずもありませんが、吸血鬼ヴアンパイアとして長らえたいとも望みませぬ』

　長老エルダーも答える。古代の王によって生み出された、あり得ざる生き物だ。自らを歪ゆがみだと認にん識しきしながら〈王党派ロイヤリスト〉が存続してきたのは〈貴族派アリストクラシスト〉の暴ぼう虐ぎやくから人間を守るため。防がねばならない他者の野望はあっても、叶えたい自らの希望はない。

「もちろん、前提として〈貴族派アリストクラシスト〉を滅ぼす」

　貴婦人ダーメは自分を認識した。黎を殺すべくあらゆる手段を駆く使しするはず。しかし、それは同時に敵と同じリングに立てるという事でもある。

　肉体的にはただの人間でも、流れているのは「王の血」という強力無比な武器――この切り札を使いこなせれば、戦い抜くのは不可能ではないはず。魁国市という拠点と、京香の資金や隠いん然ぜんたる影えい響きよう力りよく、そして垂たる木き興業という手て駒ごまも手に入れた。

〈貴族派アリストクラシスト〉が完全に消しよう滅めつすれば〈王党派ロイヤリスト〉が存続する意義も消失する。吸血鬼ヴアンパイアがいない世界に新たな「王の血」が生まれたとしても希少なＬｎ－エルエヌバーのひとりに過ぎない。

「僕は――最後の王ロードになる。吸血鬼ヴアンパイアの歴史を終わらせる最後の王ロードに」

『……おお……』

　モニタの向こうで長老エルダーが上げた歓喜の声は、スピーカーではなく自身の口くち唇びるから溢あふれた。流れ出た涙なみだが、乾かわいた頬ほおを濡らす。

　敵に対しては既に宣告した事を改めて告げる。

　美紘が目を閉じ、そっと肩かたを預けた。

　リーリヤが口くち唇びるを引ひき締しめて頷く。

　車くるま椅い子すの京香が見上げ、決意の微び笑しようを浮うかべる。

　望み、求めた訳ではない。

　それでも真っ赤に血ち塗ぬられた王権レガリアを受け取れるのは自分だけ、そして手にすると決めたのは己の意思だ。

　そしてこの力で何を為なすかは、誰かの期待に応こたえるためではない。

　神鎚黎ひとりの望みによって果たし、叶えるのだ。

（終）　
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　いやぁ、前作からは本当に間が空あいてしまいました（まあ、表に名前が出ない細かい仕事とかはちょこちょこやってたんですが）。

　実は本作より先に「パワードスーツ学園トーナメントバトルもの」の原稿を半分くらい書き進めたんですが、一種スランプというか、書いても書いても自分で面白く思えないという事態に陥おちいりまして。

　担当さんとも相談の上、一旦その原稿をお蔵入りにして気持ちをリセット。『ヴァンパイア／ロード』に取りかかった次し第だい。

　本作のアイディア自体は結構前から抱えてまして、そもそもは「一般的な吸血鬼像」に対するひとつの疑問がきっかけでした。そこからいろいろ設定をこねくり回していった結果「吸血鬼たちの上に君臨する人間」が生まれた訳です（もっとも現在私の吸血鬼観は某ぼうすぐ死ぬ漫画にかなり毒されてるのですが。いや、出しませんよ。吸血野菜とか）。

　ところがこの設定を「具体的に物語として動かす」のがまたひと苦労で。何しろそのまま素直に形にすると、主人公が絶対に危機に陥おちいらない！

　主人公の性格や性別をどうするか。敵をどんな存在にするかなど、悩まされましたよ、ホント。例によってタイトルも土ど壇たん場ばまで決まらなかったり……。

　この家業長くやってても、新作を書くというのはそのたびに「新しい体験」なのですよねぇ。




　最後になりましたが謝しや辞じを。

　黎れいやヒロインたちを魅力的なビジュアルに仕上げてくれたばかりか、武器のデザインなどこちらの面めん倒どうなオーダーに応えてくれたさくらねこ様。こちらの手た綱づなを上手く握り、様々なアドバイスをしてくれた担当のＮ女史。そして校正・印刷・流通などに携たずさわる多くの方々のお力添えのおかげで、また一冊世に送り出す事ができました。

　そして今、この本を手にとっている貴方に最大の感謝を。

　もちろん続きも準備中です！

二〇一六年　夏　　[image: ]西　伸哉
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